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巻

頭1を

人口問題と私

P 

~ 

私
が
人
口
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
敗
戦

後
。
当
時
の
日
本
は
復
員
兵
や
海
外
か
ら
の
引

揚
者
を
迎
え
入
れ
、
さ
ら
に
ベ
ビ

l
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
、
急
激
な
人
口
増
と
食
料
難
に
あ
え
い

で
い
た
。
そ
の
こ
と
が
子
ど
も
の
感
受
性
を
刺

激
し
た
の
だ
ろ
う
。
中
学
の
社
会
科
で
マ
ル
サ

ス
の
人
口
論
を
筒
き
か
じ
り
、
幾
何
級
数
的
に

増
え
る
人
口
に
対
し
食
料
の
生
産
が
追
い
つ
か

な
い
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
世
界
は
こ
の
食
料

問
題
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
食
べ
盛
り
の
私

に
は
気
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
食
料
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、

空
腹
の
解
消
と
と
も
に
人
口
問
題
は
私
の
頭
か

ら
消
え
て
い
っ
た
。
さ
ら
に

1
9
6
0年
代
、

グ
リ
ー
ン
e

レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
(
緑
の
革
命
)

に
よ
っ
て
農
業
の
技
術
改
良
と
耕
地
箇
穣
の
拡

大
が
起
こ
り
、
世
界
的
規
模
で
食
料
増
産
が
進

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
食
料
増
産
を
追
い
か
け

る
よ
う
に
人
口
は
膨
れ
上
が
っ
て
い
っ
た
の
だ

が。
そ
し
て
、

1
9
7
0
年
代
初
頭
、
。
ー
マ

ク
ラ
ブ
の
警
告
が
広
く
世
界
の
マ
ス
コ
ミ
で
喧

伝
さ
れ
、
私
も
再
び
人
口
と
食
料
の
問
題
の
存

在
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
の
関
連
で
イ
タ
リ
ア

の
口

l
マ
に
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
初
代
会
長

和歌子
参議院議員

園際人ロ問題議員懇談会会長代行

広中

h 

広中和歌子
{ひろなかわかこ)

お茶の水女子大学卒業f量、アメリ
カへ留学。数学者広中平祐と結婚。
約20年の滞米生活。その軽験を踏
まえ、帰国植は教育、文化、女性
の社会参加などの分野で講演、イ
ンタビュー、工ッセイなど広範密
に活躍。 1986年参議院議員に初当
選。 1993年細川内閣では、国務大
臣・環壇庁長官に就荘。民主党郡
代表等を歴程。世界森林委員会、
ユネスコ科学委員会、地球憲章起
草委員会などの委員として匡際的
に活躍。居際人口問題議員懇談会
(JPFP)会長代行。
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A
a
ぺ
り
テ
工
イ
氏
を
訪
ね
、
「
こ
れ
か
ら
世

界
は
」
と
い
う
日
経
イ
ン
タ
ビ
ュ
シ
リ
ズ

に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
。

そ
の
後
1
9
8
6年
、
私
は
政
治
の
世
界
に

入
っ
た
。
日
本
を
含
む
先
進
国
が
由
主
か
に
な
る

中
、
途
よ
国
の
貧
し
い
人
々
が
飢
餓
に
苦
し
ん

で
い
る
現
実
を
知
り
、
私
は
人
口
問
題
に
新
た

に
関
心
を
持
っ
て
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

や
飢
餓
撲
滅
議
員
連
盟
に
参
加
し
た
。
以
来
人

口
、
貧
国
、
環
境
問
題
に
関
心
を
払
い
続
け
て

い
る
。先
巳
も
あ
る
会
議
で
曹
界
人
口
の
推
移
を
教

わ
っ
た
。
地
球
に
住
む
人
口
は
西
暦

1
年
に
は

約
3
億
人
だ
っ
た
。

1
0
0
0年
後
で
も
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
ず
3
億
2
0
9
0万
人
程
度
。

5

億
人
に
な
る
の
が
西
麿
1
5
5
0年
、
さ
ら
に

そ
れ
が

ω億
人
に
違
す
る
の
が
西
暦

1
8
8
4

年
(
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
後
)
。
そ
し
て
お
世
紀

を
迎
え
た
時
点
で
は
何
億
人
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の

1
9
4
5年
に
は
お
億
に
、

1
9
8
0

年
に
は
お
億
人
、

2
0
0
0年
に
は
印
億
人
。

引
世
紀
に
入
っ
て
2
0
0
8年
現
在
は
肝
億
人

に
達
し
て
い
る
。
川
町
年
後
の
西
暦
2
0
5
0年

の
人
口
は

ω億
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

1
9
6
0年
以
降
の
「
緑
の
革
命
」
の
も
た

ら
し
た
課
題
は
、
多
く
の
国
や
地
域
で
自
給
自

足
的
農
業
か
ら
商
品
作
物
へ
の
転
換
か
起
こ
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
農
薬
や
化
学
肥
料
へ
の
依
存

度
が
高
ま
っ
た
こ
と
等
問
題
は
山
積
し
て
い

る
。
食
料
の
安
全
牲
を
問
、
つ
人
は
少
な
く
な
い
。

さ
ら
に
今
後
、
品
世
界
的
に
自
然
環
境
の
破
壊

や
水
資
源
の
枯
渇
が
広
が
っ
て
い
く
中
、
可
耕

地
の
減
少
、
干
ば
つ
や
水
資
源
の
問
題
、
さ
ら

に
は
農
薬
問
題
な
ど
環
境
と
食
料
の
安
全
面
か

ら
も
課
題
は
多
い
。
先
進
国
の
多
く
は
そ
う
し

た
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
食
料
の
自
給
率
を
高

め
て
い
る
が
、
我
が
日
出
は
食
料
の
印
%
を
海
外

に
依
存
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
果
た
し
て
食
料

を
充
分
に
、
し
か
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
も

の
を
輸
入
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
日

本
人
の
サ
パ
イ
パ
ル
が
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
自
を
園
内
に
転
じ
る
と
我
が

国
の
農
業
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。
日
本
は

水
資
源
の
豊
か
な
国
で
あ
る
。
そ
の
日
本
が
食

料
を
輸
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
レ
ス
タ

ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
れ
ば
、
水
そ
の
も
の
を
輸
入
し

て
い
る
に
等
し
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、

1
ト

ン
の
穀
物
を
生
産
す
る
の
に

1
0
0
0ト
ン
の

水
が
必
要
で
、

1
ト
ン
の
肉
を
生
産
す
る
の
に

さ
ら
に
7
倍
の
穀
物
が
必
要
、
つ
ま
り
、

1
ト
ン

の
肉
を
輸
入
す
る
こ
と
は
原
産
地
で
7
B
G
0

ト
ン
の
水
を
使
っ
て
い
る
に
等
し
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
外
国
の
多
く
の
農
業
は
地
下
水
に
頼

っ
て
お
り
、
水
資
源
の
枯
渇
が
幻
世
紀
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
水
の
豊
か
な
我
が
簡

が
食
料
総
入
を
続
け
る
こ
と
の
建
非
が
、
公
正

さ
の
点
か
ら
も
関
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
‘
我
が
国
は
加
工
品
を
含
め
多
く
の

食
料
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
結
果
、
休
耕
包
は

増
え
、
農
村
の
原
風
景
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
問
題
も
あ
り
、
今
こ

こ
で
何
ら
か
の
抜
本
的
手
を
打
た
な
い
限
り
、

日
本
の
農
業
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
だ
ろ
う
。

農
業
従
事
者
を
増
や
し
、
農
村
人
口
を
安
定

化
し
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
給

的
農
業
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

人
口
問
題
は
マ
ル
サ
ス
の
「
人
口
と
食
料
」

に
対
す
る
懸
念
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
る
が
、

2
0
0年
の
時
を
経
て
、
こ
の
問
題
が
よ
り
深

刻
な
形
で
、
地
球
の
扶
養
力
や
環
境
の
負
荷
の

問
題
、
社
会
的
な
公
正
さ
と
い
う
視
点
か
ら
改

め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
と
い
え

る。
食
の
安
全
性
の
問
題
は
中
国
鮫
子
に
短
小
化

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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中国の出生政策今後の方向について

中国の出生政策

一今後の方向について-

中
国
の
少
7
7
化
政
策
は
1
9
7
0
年
代
に

始
ま
っ
た
が
、
過
去
釦
年
の
聞
に
社
会
状
況

が
大
き
く
変
化
し
、
人
口
政
策
へ
の
取
り
組

み
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

2
0

0
5
年
に
行
わ
れ
た
全
毘

1
%人
口
サ
ン
プ

ル
詔
査
結
果
を
娼
載
し
走
中
国
人
口
統
計
年

鑑
か
ら
算
出
し
疋
全
国
T
F
R
(合
計
特
殊

出
生
率
)
は
1
・
お
で
あ
る
川
。
出
生
率
が
置

き
換
え
水
準
を
下
ま
わ
っ
た
の
は
1
9
9

0
年
以
経
で
あ
る
。
近
年
多
く
の
人
口
学

者
の
推
計
で
は
実
際
の
出
生
率
は
人
口
認

査
の
数
字
よ
り
高
い
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
ち

T
F
R
の
水
準
は
や
は
り
2
・
0

以
下
と
し
て
い
る

t
弱
査
倍
と
推
計
値
が

事
離
し
た
大
き
な
理
由
と
し
て
計
圏
外
出

産
の
報
告
漏
れ
が
示
唆
さ
れ
て
き
だ
。
人

口
政
策
の
実
施
機
関
で
あ
る
国
家
人
口
・

治謙林国立保健医療科学院次長

計
画
庁
エ
古
田
委
員
会
(
以
下
生
育
委
)
己
最

近
で
は
謁
査
数
億
よ
り
高
い
1
・
8
で
あ

る
と
発
表
し
て
い
る
が
、

ず
し
ち
明
ら
か
で
な
い
。

そ
の
根
拠
は
必

-

人

口

政

策

の

新

し

い

方

向

性

に

つ
い
て

2
0
0
7
年
1
月
中
国
共
産
党
中
央
・

国
務
院
は
「
人
口
・
計
画
生
産
活
動
の
全

笥
的
な
強
化
、
人
口
問
題
解
決
の
全
面
的

な
計
画
手
配
に
関
す
る
決
定
」
を
発
表
し

た
。
。
こ
こ
で
は
低
出
産
レ
ベ
ル
の
定
着
化

を
図
る
と
と
ち
に
、
先
天
異
常
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
人
口
の
質
の
向
上
、
男
女
性

院
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
高
齢
化
の
人
口
構

造
の
調
整
お
よ
び
流
動
人
口
の
出
生
管
理

等
の
項
目
が
重
点
化
さ
れ
た
。
議
論
の
焦

林謙治
(はやし けんじ)

医学博士。 1971'1'子葉大学医学部
卒、 1975年同大学大学院社会匡学
系樺了。産婦人科医師として勤務
した撞、 1978年国立公衆衛生院母
性小児衛生学部研究員。 19801手よ
りイヱ ル大学医学部周産期症学
専荘。 1986年同院保健統計人口学
部部長、 2002年国立埠健監串科学
院:1<長、北京大学医学部公東笥生
果客員教授を歴任。中園、タイ、
ケニア、コ口/ピア、ペルのリ
プロダクティプヘルス分野の国際
協力プロジェクトiこ1iE事してきた。
代表的な著作として f十代田妊娠J
がある。現在、日本思春期学会理
事長。
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点
の

1
つ
は
一
人
っ
7
7
政
策
を
継
続
す
べ

き
か
ど
う
か
で
あ
る
。
低
出
産
政
策
を
推

進
す
る
に
し
て
ち
一
人
っ
子
政
策
を
緩
め

走
場
八
一
口
、
多
子
化
へ
の
反
動
が
危
倶
さ
れ

て
い
る
。

人
口
の
質
の
問
題
と
関
連
し
て
、
近
年

先
天
異
常
阻
ん
の
出
生
燈
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
生
育
委
関
係
者
が
成
都
で
の
会
議

で
障
害
を
持
っ
た
Z
J
ど
ち
の
出
生
率
は
2

0
0
1
年
に
1
万
対
1
0
4
・
9
で
あ
っ

乏
の
が
2
0
0
6
年
に

1
4
5
・
5
と
急

増
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。

人
口
構
造
の
問
題
の
1
つ
に
男
女
性
比

の
歪
み
が
あ
る
。
出
生
性
出
は
生
物
学
的

に
通
常
1
0
6
前
後
で
あ
る
が
、
最
近
の

数
字
で
は

1
1
7
に
達
し
て
い
る
。
こ
う

し
定
男
子
優
位
の
傾
向
は
長
期
間
指
続
し

て
い
る
。
出
生
性
出
の
問
題
は
出
生
の
報

告
漏
れ
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
と
り

わ
け
女
児
の
報
告
漏
れ
が
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
地
の
人
士
妊
娠
中
絶

に
関
す
る
調
査
で
ち
中
絶
胎
児
の
性
は
大

き
く
女
児
に
傾
い
て
い
る
の
で
、
出
生
性

出
の
歪
み
は
出
生
時
の
調
査
漏
れ
だ
け
が

原
因
で
な
さ
そ
う
だ
。
出
生
性
比
の
歪
み

に
対
す
る
政
策
は
ま
さ
に
ジ
ェ
ン
ダ
|
筒

題
と
関
連
す
る
が
、
検
認
課
題
は
相
続
権

ま
で
及
ん
で
お
り
、
そ
の
根
は
深
い
。
一

人
っ
子
政
策
の
第
一
世
代
は
2
0
0
7
年

時
点
で
す
で
に
お
歳
に
達
す
る
か
、
性
出

の
歪
み
は
男
性
の
結
婚
難
、
暴
力
事
件
な

ど
多
く
の
社
会
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
今

後
ま
す
ま
す
顕
在
化
し
て
く
る
で
あ
ろ
う

と
警
戒
さ
れ
て
い
る
。

ち
う

1
つ
の
人
口
構
造
問
題
は
人
口
高

齢
化
の
進
行
で
あ
る
。
現
在
的
歳
以
上
の

人
口
は
全
人
口
の

7

・
6
%
に
達
し
、
定

義
上
す
で
に
一
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
欧
米
先
進
国
が
高
齢
社
会

に
入
っ
た
の
は

1
人
当
だ
り
G
D
P
が

5

0
0
0
か
ら
1
万
ド
ル
の
水
準
で
あ
つ
だ

が
、
中
国
は
や
っ
と
1
0
0
0
ド
ル
を
超

え
た
ば
か
り
で
あ
り
、
「
国
が
富
ん
で
な
い

の
に
高
齢
化
が
始
ま
る
」
と
い
う
こ
と
に

対
す
る
危
倶
が
強
い
。

1
9
9
2
年
の
市
場
経
済
導
入
以
降
、

農
村
人
口
の
都
市
流
入
が
激
し
い
。
戸
籍

地
を
B
力
月
以
上
離
れ
だ
人
々
を
流
動
人
口

と
定
義
す
る
が
、
そ
の
数
は
現
在
1
億
数

千
万
水
準
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
流

動
人
口
は
か
つ
て
負
の
側
面
の
み
強
調
さ

れ
て
い
乏
が
、
近
年
沿
岸
部
の
経
済
発
展

を
支
え
る
労
働
力
と
し
て
の
役
割
を
果
疋

し
て
い
る
と
い
う
評
価
が
あ
る
。
他
方
、

政
府
に
と
っ
て
流
動
人
口
の
計
画
出
産
の

管
理
が
難
し
く
、
低
出
産
政
策
の
足
か
ぜ

に
ち
な
っ
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
大
量
の
生
産

年
齢
人
口
が
流
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

裏
返
ゼ
ぱ
農
村
の
人
口
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め
に
農
村
の
社
会
保
障
問

題
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

6 

2
.
出
生
政
策
か
ら
健
康
政
策
へ
の

転
換

よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
居
は
近
年

の
急
速
な
経
済
発
展
に
よ
る
貧
富
格
差
が

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
合
後
、
持
続
的

な
安
定
成
長
を
図
る
定
め
に
民
生
部
門
の

強
化
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
民
生
部
門
強

化
の
重
要
な
要
素
と
し
て
健
康
サ
ビ
ス

事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
人
口
の
「
質
」

の
問
題
と
リ
ン
ク
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
人
口
の
「
質
」
の
問
題



を
解
決
す
る
定
め
の
健
康
サ
ー
ビ
ス
事
業

と
は
何
か
を
問
わ
れ
だ
と
き
に
、
生
育
委

は
新
し
い
業
務
形
態
の
枠
組
み
ホ
つ
く
り
を

追
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
定
。
国
務
続
政
策

の
発
表
を
受
け
て
生
育
委
は
2
0
0
7
年

に
い
わ
ゆ
る
つ
指
南
」
と
呼
ば
れ
る
「
リ

ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
実
用
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
L

を
作
成
し
、
今
後
の
活
動
の
万
向

性
を
示
し
た
。
そ
う
い
う
意
昧
で
現
在
ま

さ
に
転
換
期
の
ま
つ
定
だ
中
に
あ
り
、
具

体
的
事
業
形
態
を
模
索
し
て
い
る
過
程
に

あ
る
。生
湾
委
の
「
指
南
」
の
中
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
人
口
の
「
質
L

の
具
体
的
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
伝
統
的
に
実
施

し
て
き

E
人
工
妊
娠
中
絶
と
優
生
問
題
へ

の
取
り
組
み
は
引
き
続
き
実
施
す
る
と
し

て
い
る
。
↑
し
れ
に
加
え
て
出
生
前
診
断
と

遺
伝
疾
患
の
登
録
を
推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
合
ロ
新
た
に
追

加
さ
れ
↑
に
の
は
予
紡
医
学
と
し
て
の
母
?
7

保
健
、
思
春
闘
間
保
健
、
中
高
年
保
健
の
3

分
野
の
推
進
で
あ
る
。
全
体
を
ま
と
め
て

い
え
ば
、
要
す
る
に
「
受
精
の
綴
院
か
ら

死
ぬ
ま
で
」
人
の
一
生
の
健
康
を
力
バ

中閣の出生政策一今後の方向についてー

す
る
生
涯
保
健
の
こ
と
を
指
す
活
動
で
あ

る。
「
受
精
の
瞬
間
か
ら
死
ぬ
ま
で
」
の
人
の

一
生
の
健
康
を
力
パ
す
る
活
動
を
「
指

南
」
で
は
「
家
庭
保
健
L

と
い
っ
て
い
る
。

従
来
生
育
委
の
カ
バ
ー
し
て
き
だ
保
健
分

野
は
生
時
担
保
健
す
な
わ
ち
狭
義
の
リ
ブ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
で
あ
る
。

中
由
国
内
の
行
政
上
の
問
題
は
生
殖
保
健

在
除
い
だ
母
子
保
健
、
思
春
期
保
健
、
中

高
年
保
健
の
所
轄
官
庁
は
現
在
で
右
衛
生

部
系
統
仁
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
衛
生
部
系
統
の
末
蹄
紹
織

(サ

i
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
)
が
脆
弱
な

た
め
管
轄
分
野
と
は
い
え
、
従
来
サ
ビ

ス
が
行
き
届
か
な
い
地
域
が
少
な
く
料
品
い
。

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

住
民
は
特
に
中
西
部
の
農
村
地
域
に
お
い

て
顕
著
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
と

い
え
ば
、
生
育
委
系
統
の
サ
ー
ビ
ス
網
は

早
い
時
期
か
ら
整
備
さ
れ
た
の
に
片
山
べ
る

と
、
衛
生
部
系
統
は
い
わ
ば
後
発
部
隊
で

あ
り
、
現
在
で
ち
そ
の
状
態
が
継
続
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
今
回
の
新
し
い
万
針

を
実
施
す
る
際
の
問
題
点
は
、
末
疏
組
織

で
は
生
湾
委
系
統
の
ほ
う
が
充
実
し
て
い
る

一
万
、
母
ヱ
J

保
健
、
思
春
期
保
健
、
中
高
年

保
健
の
3
分
野
は
行
政
管
轄
と
し
て
は
衛
生

部
系
統
で
あ
る
と
い
う
ね
じ
れ
現
象
が
起
き

て
い
る
。
こ
の
度
、
政
策
転
換
を
翻
ろ
う
と
し
て
い

る
生
育
委
は
イ
ン
フ
ラ
が
出
較
的
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
国
務
続
の
支
持
が
得
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
地
域
に
よ
っ
て
衛

生
部
系
統
が
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
の
で
、

上
記
3
分
野
を
全
面
的
生
育
委
仁
委
ね
て
い

る
わ
け
で
な
い
。
県
レ
ベ
ル
で
保
健
サ
|
ど

ス
が
行
き
届
か
な
い
場
合
に
お
い
て
、
衛
生

部
は
予
防
分
野
に
限
り
、
生
育
委
系
統
に
活

動
許
可
を
与
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

医
療
行
為
そ
の
ち
の
は
認
め
て
い
な
い
。
生

育
委
は
す
で
に
予
妨
活
動
の
許
可
を
得
て
い

る
サ
ビ
ス
ス
テ
シ
ョ
ン
仁
対
し
て
、

4
7

ま
で
看
板
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
計
画
生
育

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
L

か
ら
「
家
庭
保
健
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
」
に
掛
け
替
え
る
よ
う
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。

生
育
委
は

3
分
野
を
推
進
す
る
仁
あ
た

り
、
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
の
た
め
に
中
西
部
の

市
・
県
・
郷
の
行
政
レ
ベ
ル
に
応
じ
だ
「
家

7 



庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
」
の
設
計
密

を
用
意
し
て
い
る
。
肘
刑
政
的
に
困
難
な
と

こ
ろ
に
は
す
で
に
補
問
金
を
提
供
し
て
い

る
。
一
方
各
サ
ビ
ス
セ
ン
タ
の
安
定

経
営
の
た
め
に
あ
る
程
度
の
財
政
基
盤
の

確
保
志
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
生
時
担
保
健

分
野
仁
つ
い
て
は
従
来
得
意
分
野
で
ち
あ

る
の
で
す
で
に
一
定
収
入
が
あ
る
が
、
二

ズ
窃
か
ら
み
る
と
先
細
り
の
観
が
あ
る
。

そ
れ
に
出
べ
る
と
他
の
分
野
に
つ
い
て
は

活
動
内
容
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
で
な
く
、

財
政
収
入
を
図
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
よ

う
仁
見
受
け
ら
れ
る
。
中
小
企
業
の
健
診

業
務
の
詰
負
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
状
況
の
中
で
生
育
委
は
今
後
5

な
い
し
氾
年
の
間
か
な
り
緊
迫
し
だ
状
況

が
続
く
ち
の
と
思
わ
れ
る
。
組
織
と
し
て

い
ず
れ
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
と
予
期
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
体
制
に
転
換

す
る
に
せ
よ
、
間
違
い
な
く
い
え
る
こ
と

は
末
端
を
含
む
膨
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ク
は

残
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

基
礎
と
す
る
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
機
能
は
整

備
次
第
で
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
予
防
活
動
が
中
心
で
あ

る
日
本
の
保
健
所
制
度
が
大
い
に
参
考
と

な
ろ
う
。
中
国
の
人
口
政
策
の
転
換
は
大

局
的
に
み
れ
ば
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。
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工リサンを使った開発途上地域の開発に対する提言

エリサンを使った開発途上地域の

開発に対する提言

"'ω【

一日本の経験から

彦BB 

霊童

田士口こめつつじ代表取締役(株)

は
じ
め
に

世
界
の
人
口
は
鉛
億
人
を
超
え
た
が
、

「由
E
か
・
便
利
・
快
適
L

な
質
の
高
い
生
活

を
享
受
で
き
て
い
る
人
口
は
そ
の
5
分
の

ー
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
活
は
万
人
が
望

む
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
の
中
国
が
例

示
す
る
よ
う
に
、
質
の
高
い
生
活
を
求
め

左
著
し
い
経
済
成
長
は
地
球
環
境
に
大
き

怠
負
荷
を
ち
た
ら
し
、
人
類
の
持
続
可
能

性
を
根
本
か
ら
揺
る
が
し
始
め
て
い
る
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
人
が
質
の
高
い
生
活

を
享
受
可
能
と
す
る
に
は
有
限
と
な
っ
た

地
球
の
環
境
許
容
量
の
分
か
ち
合
い
が
最

ち
基
本
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
す

で
に
、
「
曲
一
一
旦
か
・
便
利
・
快
適
」
な
質
の
高

い
生
活
を
享
受
し
て
い
る
先
進
一
地
域
の

人
々
が
率
先
し
て
環
境
へ
の
負
荷
を
よ
り

小
さ
く
し
た
生
活
様
式
に
変
更
す
る
と
と

ち
に
、
開
発
途
上
地
域
の
開
発
は
現
在
の

中
国
を
ち
含
め
て
環
境
へ
の
負
荷
を
増
大

さ
ぜ
な
い
形
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
怠

い
。
ち
し
、
こ
う
し
た
こ
と
を
無
視
し
続

け
た
と
す
る
な
ら
ば
、
質
の
高
い
生
活
ど

こ
ろ
で
は
な
く
人
類
の
持
続
可
能
性
は
足

元
か
ら
瓦
解
す
る
。

明
治
維
新
直
後
、
貧
し
く
、
一
次
産
業

を
主
体
と
し
定
日
本
は
養
蚕
業
を
進
展
さ

せ
、
そ
れ
に
続
<
製
糸
業
の
振
興
を
国
家

の
殖
産
興
業
の
基
盤
に
据
え
た
。
養
蚕
に

最
適
で
あ
っ
正
日
本
の
自
然
環
境
、
そ
し

て
、
そ
れ
に
続
<
製
糸
業
の
振
興
策
は
、

偶
然
で
は
あ
っ
た
か
ち
し
れ
な
い
が
、
指

続
可
能
性
を
見
据
え
定
引
世
紀
の
開
発
途

上
地
域
の
開
発
の
あ
り
万
に
指
針
を
一
部
し

吉田昭彦
(よしだ あきひこ)

1975年大阪市立大学大学院工学科
博士課程を修了、産業能率短期大
学教綬を務める。 1985年岐阜大学
で医学博士号を取揮。 2003年株式
会社こめつつじ(訪問介護事業所)
代表取締世に就任。著書に「科学
者が書いた経清の本J(1989)、fア
マゾンで考えた私的環境貢献J
(1993)、「環境遣のススメJ(1田司、
Iシルク革命J(1998)がある。
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て
い
る
。
本
橋
で
は
開
発
途
上
国
の
持
続

可
能
な
隠
発
仁
有
益
と
考
え
ら
れ
る
養
蚕

業
を
通
じ
疋
開
発
に
つ
い
て
提
言
を
行
い

た
い
。

-

養

蚕

業

と

日

本

日
本
の
養
蚕
技
術
は
中
国
か
ら
伝
来
し

だ
と
さ
れ
る
が
、
聖
徳
太
子

(
6
1
7
世

紀
)
の
「
十
七
条
の
憲
法
」
に
ち
登
場
し
、

「
由
唇
き
と
し
て
稲
作
(
農
〉
と
養
蚕
(
桑
)

を
国
家
の
基
幹
産
業
に
据
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
日
本
の
養
蚕
業
は
長
い
歴
史
を

持
っ
て
お
り
、
包
本
は
養
蚕
業
を
医
家
的

な
産
業
と
し
て
扱
っ
て
き
だ
。
日
本
で
は

養
蚕
の
実
施
の
だ
め
に
ク
ワ
の
苗
木
を
植

え
、
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
伝
統
的
に

グ
リ
ン
管
理
策
を
振
興
さ
せ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

そ
の
ク
ワ
は
ヤ
マ
ク
ワ
と
マ
グ
ワ
に
分

け
ら
れ
る
が
、
前
者
は
日
本
全
国
に
分
布

す
る
落
葉
低
木
で
、
後
者
は
中
国
か
ら
の

伝
来
穫
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
落
葉
高
木
で

あ
る
。
双
万
、
受
配
が
可
能
で
、

4

7

8

の

栽
培
穫
は
交
配
種
と
な
っ
て
い
て
、
栽
倍

さ
れ
て
い
る
ち
の
は
葉
の
収
穫
を
容
易
仁

す
る
た
め
に
低
木
状
に
仕
立
て
ら
れ
て
い

る
。
ク
ワ
の
栽
培
は
稲
耕
作
と
違
い
、
収

穫
ち
安
定
し
て
い
る
よ
、
急
な
斜
面
で
ち

可
能
で
あ
り
、
根
の
張
り
が
強
く
、
土
砂

崩
落
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
め
山
間
部
の

多
い
日
本
の
産
業
と
し
て
は
最
適
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

ま
定
、
養
蚕
は
、
地
切
に
よ
り
多
少
の

遣
い
は
あ
る
が
、
稲
耕
作
で
労
働
力
が
集

中
す
る
田
植
え
や
収
穫
は
吋
と
の
震
な
り
が

少
な
い
。
こ
の
こ
と
が
稲
作
と
養
蚕
の
同

時
実
施
を
可
能
と
し
、
伝
統
的
に
農
家
に

収
入
増
を
ち
走
ら
し
て
き
た
。
こ
の
経
済

的
効
果
は
実
に
大
き
か
っ
疋
の
で
あ
る
。

農
業
の
よ
う
な
一
次
産
業
は
気
候
に
大
き

く
左
右
さ
れ
、
ま
た
、
労
働
力
の
平
準
化

が
難
し
い
。
そ
の
結
果
、
生
産
性
の
向
上

が
難
し
く
所
得
向
上
の
絶
望
口
要
因
と
な
る
。

そ
の
意
昧
で
稲
作
の
矯
完
役
を
日
未
定
し
疋

養
蚕
業
の
貢
献
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
養
蚕
業
の
比
率
の
ほ
う

が
大
き
く
、
稲
作
が
養
蚕
業
を
補
完
す
る

場
合
ち
あ
っ
た
。

明
治
維
新
の
頃
、

B
本
の
養
蚕
技
術
は
、

江
戸
時
代
の
各
渚
の
奨
励
策
や
篤
農
家
の

輩
出
に
よ
り
本
場
中
国
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
高

ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
明

治
期
仁
お
い
て
養
蚕
業
が
殖
産
興
業
の
基

幹
産
業
と
し
て
振
興
さ
れ
走
。
当
時
養
蚕

に
対
し
て
進
ん
だ
技
術
を
持
ち
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
で
あ
つ
だ
中
国
が
内
乱
に
見
舞
わ

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
ヨ
ロ
ッ
パ
で
力
イ

コ
の
微
粧
7
7
病
等
が
蔓
延
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
日
本
の
養
蚕
振
興
策
は
極
め
て

順
調
に
進
ん
だ
。
歴
史
的
に
見
て
一
般
的

に
い
え
ば
、
一
次
産
業
が
包
家
的
な
規
模

で
実
施
さ
れ
た
と
き
に
は
大
き
な
環
境
の

破
壊
が
伴
う
こ
と
が
多
い
が
、
上
述
し
た

と
お
り
日
本
に
お
け
る
養
筆
業
の
振
興
は

地
元
種
や
そ
の
受
配
種
の
樹
種
を
題
林
し

だ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
環
境
破
壊
な
ど
あ

ろ
う
は
ず
は
な
か
っ
た
。
逆
に
、
養
蚕
業

の
衰
退
に
よ
る
環
境
破
壊
が
4
7
自
に
至
る

ま
で
大
き
な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
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2
.
産
業
振
興
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
重
要
性

明
治
維
新
当
初
、
政
府
間
は
輸
出
総
額
の

ω
%
以
上
を
占
め
る
生
糸
に
注
目
し
、
生



糸
に
よ
る
交
易
を
さ
ら
仁
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
生
糸
の
輸
出
振
興
と
品
質
向

上
を
豪
要
な
政
策
課
題
と
し
だ
。
そ
の
結

果
、
1
8
7
0
年
、
日
本
の
産
業
開
発
の

基
礎
と
な
る
べ
き
器
械
製
糸
技
術
の
普
及

を
目
指
し
だ
官
営
模
範
工
場
の
建
設
計
画

が
決
定
さ
れ
、
2
年
後
の
1
8
7
2
年
仁

操
業
を
開
始
し
た
の
が
群
馬
・
富
岡
製
糸

工
場
で
あ
る
。
完
成
当
符
、
操
糸
場
は
フ

ラ
ン
ス
の
最
新
鋭
の
機
器
を
導
入
し
だ
世

界
最
大
規
模
を
語
る
「
3
0
0
人
繰
り
の

操
糸
器
」
が
設
置
さ
れ
、
5
5
6
人
(
1

8
7
3
年
)
の
土
女
達
に
よ
っ
て
本
格
的

な
器
械
製
糸
が
開
始
さ
れ
だ
。
し
か
し
、

鰯
の
調
達
、
女
工
の
採
用
、
生
産
・
検
査
、

採
算
性
等
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術

が
未
熟
で
あ
っ
た
た
め
、
最
新
鋭
の
士
場

の
管
理
運
営
は
実
質
的
に
は
失
敗
し
、
後

に
民
間
仁
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

走。

工リサン在使った爾発途上地域の照発に対する提言

こ
の
失
敗
は
後
の
日
本
に
大
き
な
教
訓

を
残
す
こ
と
と
な
る
一
万
で
、
今
後
の
間
開

発
途
上
地
域
へ
の
開
発
を
考
え
る
上
で
は

樋
め
て
重
要
な
経
験
的
な
事
例
を
提
示
し

て
い
る
。

政
府
の
目
論
ん
だ
器
械
製
糸
技
術
の
普

及
や
女
工
に
よ
る
授
能
の
伝
習
は
地
一
元
の

群
馬
で
は
は
か
ば
か
し
い
ち
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
隣
の
長
野
で
は
活
発
仁
進
め
ら

れ
だ
。
そ
の
象
徴
的
な
存
在
が
長
野
県
の

諏
訪
・
岡
谷
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
進

め
方
は
群
馬
と
は
全
く
異
怠
り
、
持
ち
寄

る
資
本
は
企
業
家
個
人
あ
る
い
は
少
数
グ

ル
ー
プ
仁
よ
る
民
間
資
本
で
あ
っ
疋
。
民

間
資
本
で
は
官
営
と
は
違
っ
て
行
き
届
い

疋
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ム
リ
・
ム

ダ
・
ム
一
フ
を
徹
底
的
に
省
き
、
コ
ス
ト
が

削
削
減
さ
れ
だ
。
さ
ら
に
随
所
に
創
意
工
夫

が
な
さ
れ
、
吉
岡
価
怠
金
属
製
品
の
使
用
を

極
力
避
け
木
製
品
に
よ
る
代
替
が
進
め
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
の
一
環
と
し
て
、

繭
を
ゆ
で
る
鍋
を
、
高
価
な
フ
ラ
ン
ス
の

銅
製
鍋
か
ら
国
産
の
安
い
陶
器
の
鍋
に
替

え
た
亡
こ
ろ
断
熱
性
に
優
れ
、
火
傷
ち
防

止
さ
れ
、
鍋
内
温
度
ち
銅
製
鋼
よ
り
ち
均

性
が
古
同
い
な
ど
成
果
が
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
工
夫
に
基
づ
い
て
、
諏
訪
で
は
フ

ラ
ン
ス
式
を
改
良
し
、
頭
訪
式
器
械
製
糸

を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
う

し
て
諏
訪
で
は
生
産
さ
れ
る
生
糸
の
質
を

向
上
さ
ぜ
る
一
方
で
、
生
産
ゴ
ス
ト
を
富

向
士
場
に
比
べ
初
分
の
1
以
下
仁
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
製
糸
事
業
家

の
た
ゆ
ま
ぬ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
仁
対
す
る
努

力
の
結
果
、
1
9
0
9
年
に
は
生
糸
の
輸

出
量
は
中
国
を
抜
き
、
最
盛
期
に
は
生
糸

輸
出
は
外
貨
の
ω
%
(
1
9
2
5
年
)
を
稼
ぎ

出
し
た
の
で
あ
る
。

生
糸
産
業
が
絶
頂
期
を
迎
え
↑
に
1
9
3

0
年
頃
に
は
、
諏
訪
地
域
の
生
糸
生
産
は

日
本
の
全
生
産
量
の
鈎
%
、
向
輪
出
量
の

切
%
を
担
う
ま
で
仁
な
っ
走
。
そ
れ
は
旦
一
軍

ば
か
り
で
な
く
、
科
学
的
管
理
法
の
徹
底

に
よ
る
品
質
の
管
理
、
販
路
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
調
査
、
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た

製
糸
業
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る

日
々
の
精
励
刻
苔
の
賜
物
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。と
か
く
、
開
発
途
上
地
域
で
は
最
新
鋭

の
設
備
を
求
め
左
が
る
が
、
そ
れ
を
使
い

こ
な
さ
な
け
れ
ば
意
昧
が
な
い
。
技
術
は

自
分
の
右
の
と
な
っ
て
こ
そ
初
め
て
功
を

奏
す
る
ち
の
で
、
技
術
は
高
度
化
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
管
理
に
は
高
度
な
知
識
が
要
求

さ
れ
る
こ
と
を
途
上
国
に
ち
し
っ
か
り
と

11 



自
覚
し
て
ち
ら
う
必
嬰
が
あ
る
。
途
上
留

の
要
請
の
ま
ま
に
O
D
A
仁
よ
り
建
設
さ

れ
た
最
新
鋭
の
プ
ラ
ン
ト
が
現
地
で
管
理

技
術
が
定
着
し
な
か
っ
疋
結
果
、
立
ち
上

が
り
早
々
か
ら
操
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、

放
墨
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
枚
挙
に
阪
を
見
な

い
。
こ
れ
は
0
0
A
の
無
駄
遣
い
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
現
地
の
事
憶
に
対
す
る

無
責
任
さ
の
表
れ
で
ち
あ
り
、
折
角
の
援

助
ち
水
泡
仁
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。

官
営
の
富
岡
工
場
の
経
営
の
失
敗
と
同

様
の
事
例
は
綿
紡
績
業
で
ち
見
ら
れ
走
。

生
糸
と
は
逆
仁
、

1
8
7
8
年
に
は
綿
糸

と
綿
織
物
は
最
大
の
翰
入
品
で
あ
り
、
双

方
八
一
口
わ
世
る
と
全
翰
入
額
の
初
%
を
占
め

て
い
だ
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
翰
入
代
替

工
業
化
に
向
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
紡
績

機
械
を
叩
基
購
入
し
、
無
視
利
子
叩
年
年

賦
の
条
件
で
払
い
下
げ
た
。
し
か
し
こ
の

払
い
下
げ
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
官
営
の

叩
社
は

1
社
を
除
き
す
べ
て
倒
産
ま
た
は

解
散
に
追
い
込
ま
れ
走
。
残
り
の

1
社
志

渋
沢
栄
一
の
媛
邸
で
か
ろ
う
じ
て
存
続
し

た
に
す
ぎ
な
い
。
一
万
、

1
8
8
3
年
に

は
民
営
の
大
阪
紡
績
(
東
洋
紡
)
が
操
業

を
開
始
し
、
そ
の
後
、
「
十
大
紡
績
L

が
設

立
さ
れ
走
。
そ
の
結
果
、

1
9
3
4
年
に

は
、
日
本
は
お
世
紀
初
頭
に
世
界
綿
布
貿

易
の
印
%
を
独
占
し
て
い
疋
イ
ギ
リ
ス
を

綿
布
輸
出
で
凌
出
馬
す
る
ま
で
に
な
つ
だ
の

で
あ
る
。
産
業
の
振
興
と
い
え
ば
「
技
術
の
導
入
L

が
優
先
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

仁
大
切
怠
一
し
と
は
ま
ず
、
「
誰
が
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
か
」
で
あ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
し
っ
か
り
と
実
施
で
き
る
人
材
が
い
な

け
れ
ば
、
組
織
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

組
織
は
存
続
し
な
い
。
製
糸
業
や
紡
績
業

に
お
け
る
官
営
の
企
業
体
が
素
晴
ら
し
い

技
術
を
持
ち
な
が
ら
ち
こ
と
ご
く
失
敗
し

た
事
例
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
注
を
見

せ
つ
け
る
重
要
な
事
例
と
怠
っ
て
い
る
。

諏
訪
の
製
糸
業
者
は
生
糸
製
糸
業
の
成

功
に
伴
っ
て
1
9
1
0
年
間
闘
に
は
諏
訪
地

域
に
全
国
の
稿
の
印
%
近
く
を
保
管
す
る

爾
倉
庫
を
設
立
す
る
に
至
つ
だ
。
こ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
に
対
し
日
銀
松
本
支
局

が
繭
倉
篇
を
「
証
券
担
保
」
と
し
て
認
め

た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
製
糸
金
融
が
安

定
化
の
道
を
進
み
始
め
、
そ
の
後
の
繁
栄

を
支
え
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
製
糸
業
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
民
営
だ
か
ら
で
き
だ
こ

と
で
あ
っ
て
、
官
営
で
は
と
て
ち
で
き
る

ち
の
で
は
な
い
。

包
銀
に
よ
る
与
信
は
臼
本
の
製
糸
業
を

支
え
だ
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
事
業
に

対
す
る
金
融
面
で
の
支
援
の
重
要
性
は
現

在
の
途
上
国
開
発
に
お
い
て
ち
同
様
で
あ

る
。
途
上
国
の
貧
困
地
域
に
お
け
る
産
業

振
興
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
の
努
力
に
対

す
る
金
融
面
で
の
士
夫
ち
重
要
で
あ
り
、

「
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
」
の
例
を
見
る
ま
で
ち
な

く
、
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
必
要
性
は

極
め
て
高
い
ち
の
と
な
っ
て
い
る
。
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日
本
に
お
け
る
創
意
工
夫

三
河
綿
・
綿
織
物
・
豊
国
佐
官

日
本
に
お
け
る
綿
花
の
本
格
的
な
栽
埼

は
絹
に
出
べ
る
と
遅
<
、
阿
世
紀
中
頃
に

中
鴎
綿
種
が
朝
鮮
経
由
で
輸
入
さ
れ
、
中

部
地
万
以
西
で
開
始
さ
れ
た
。
歴
史
的
に

綿
花
栽
培
で
有
名
な
地
域
は
三
沼
地
域
で

あ
る
。
河
地
域
は
温
暖
で
あ
る
が
濯
滋
が

不
十
分
な
た
め
稲
作
よ
り
ち
綿
花
栽
倍
の



ほ
う
が
適
し
て
い
た
。
そ
の
だ
め
戦
国
持

代
か
ら
最
適
作
物
亡
し
て
栽
培
さ
れ
、
綿

糸
づ
く
り
と
機
織
は
徳
川
家
康
が
奨
励
し

た
ほ
ど
の
伝
統
が
あ
る
。

こ
の
三
沼
地
万
で
は
明
治
以
降
石
綿
花

栽
埼
と
機
織
が
盛
ん
で
あ
つ
だ
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
夜
な
べ
を
強
い
ら
れ
る
母
の

姿
に
啓
発
さ
れ
、
機
織
機
器
の
改
良
を
試

み
た
の
が
直
黒
田
佐
士
口
で
あ
る
。
父
を
大
工

仁
持
つ
佐
士
口
は
名
古
屋
に
出
て
織
物
工
場

の
職
工
と
な
る
が
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

内
閣
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
だ
外
国
製

織
機
互
参
考
に
し
て
1
8
9
0
年
仁
「
木

製
人
力
織
機
L

を
完
成
さ
ぜ
だ
。
大
士
の

持
ち
前
を
生
か
し
だ
一
し
の
木
製
人
力
織
機

は
、
当
時
高
価
で
あ
つ
だ
金
属
類
の
使
用

を
最
小
限
に
し
木
製
部
品
を
多
用
す
る
こ

と
で
外
国
製
機
器
よ
り
一
桁
安
い
価
格
で

製
作
で
き
走
。

こ
の
木
製
人
力
織
機
は
コ
ス
ト
意
識
を

徹
底
さ
せ
、
金
属
類
の
木
製
品
へ
の
代
替

の
可
能
性
を
問
い
続
け
、
時
間
耗
の
程
度
や

力
の
か
か
り
具
合
等
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
へ
の

飽
く
な
き
挑
戦
の
結
巣
生
み
出
さ
れ
だ
乞

の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
そ
れ
は
「
必
要
は

工リサンを使った開発途上地域の局発に対する提言

発
明
の
母
」
と
い
え
る
ち
の
で
、
工
夫
が

更
な
る
発
見
・
発
明
仁
繋
が
っ
て
い
っ
定
。

そ
し
て
ζ
れ
は
知
識
を
借
り
物
で
は
な
く
、

白
前
の
ち
の
と
し
て
い
く
過
程
で
ち
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
豊
田
佐
士
口
は
、

木
製
人
力
織
機
の
発
明
か
ら
6
年
後
仁
は

巳
本
で
初
め
て
の
「
豊
閉
式
汽
力
織
機
」

を
発
明
し
、

1
9
2
4
年
に
ほ
「
豊
田
自

動
織
機
」
を
発
明
し
だ
。
こ
れ
が

ω年
後

の
1
9
3
4
年
に
日
本
が
産
業
革
命
の
覇

者
イ
ギ
リ
ス
の
綿
布
輸
出
を
追
い
抜
く
原

動
力
亡
な
つ
だ
の
で
あ
る
。

豊
田
佐
士
口
の
こ
の
徹
底
し
定
コ
ス
ト
削

減
の
精
神
は
合
日
の
ト
ヨ
タ
生
産
万
式

(
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
生
産
方
式

か
ん
ば
ん
万
式
)
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

乙
の
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
を
徹
底
し
て
省

い
た
ト
ヨ
タ
生
産
万
式
こ
そ
が
度
重
な
る

石
鴻
危
機
、
さ
ら
に
、

C
0
2
の
排
出
削
減

等
の
厳
し
い
環
境
に
ち
か
か
わ
ら
ず
ト
ヨ

タ
を
世
界
一
の
自
動
車
会
社
と
さ
ぜ
だ
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
ム

リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
を
徹
底
的
に
省
く
こ
と

が
B
本
の
紡
績
業
の
開
発
仁
つ
な
が
っ
た

事
例
を
示
し
た
が
、
現
在
必
要
と
さ
れ
て

い
る
環
境
へ
の
負
荷
を
小
さ
く
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
生
き
万
を
見
出
す
だ
め
に
ち

「
全
て
に
わ
だ
っ
て
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
を

省
き
、
環
境
へ
の
負
荷
を
よ
り
小
さ
く
す

る
考
え
万
や
ち
の
の
っ
く
り
万
L

は
最
ち

重
要
な
考
え
万
と
な
る
。
今
後
の
開
発
途

上
地
域
の
開
発
の
あ
り
万
と
し
て
ち
、
当

該
地
域
の
自
立
を
図
る
と
と
ち
に
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
重
委
と
な
り
、
地
球
規
模
の
持

続
可
能
に
向
け
て
乞
蹟
壌
に
対
す
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
る
と
い
え
る
。

エ
リ
サ
ン
を
使
っ
た
新
し
い

形
態
の
養
蚕
業

ー
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
持
続

可
能
な
開
発
の
可
能
性
|

2
0
0
0
年
以
上
昔
、
生
糸
の
製
品
で

あ
る
絹
が
「
セ
リ
ク
ム
(
絹
の
布
)
」
と
し

て
ロ
ー
マ
の
人
々
に
紹
介
さ
れ
た
頃
に
は

同
じ
重
さ
の
金
以
上
の
価
値
を
掲
ち
合
わ

せ
て
い
た
。
そ
の
繕
の
特
徴
は
薄
<
、
文

夫
で
他
の
繊
維
で
は
持
ち
合
わ
ぜ
な
い
独

特
の
光
沢
と
肌
触
り
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

4 
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た
。
生
糸
の
こ
の
特
性
こ
そ
が
絹
の
持
ち

昧
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の

「
生
の
糸
」
と
し
て
の
細
さ
と
強
靭
さ
が
汎

用
性
を
失
わ
ぜ
、
市
場
を
大
変
小
さ
な
ち

の
と
し
て
い
る
。
現
在
、
「
紡
績
」
利
用
と

し
て
の
綿
糸
と
毛
糸
が
そ
れ
ぞ
れ
、

1
7

0
0
万
ト
ン
、

1
3
0
万
ト
ン
で
あ
る
に

対
し
「
生
糸
」
の
世
界
市
場
は
氾
万
ト
ン

で
飽
和
状
態
と
な
っ
て
お
り
極
め
て
小
さ

い
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

1
9
9
0
年
以
降
、
恒
界
の
繊
維
市
場

は
中
国
や
イ
ン
ド
等
の
開
発
途
上
地
域
を

中
心
仁
着
実
に
憎
増
大
し
て
い
る
が
、
そ
の

増
大
の
ほ
と
ん
ど
は
化
学
繊
維
に
よ
る
ち

の
で
、
天
然
素
材
の
綿
、
綿
、
羊
毛
の
市

場
は
拡
大
し
て
い
な
い
。
衣
料
素
材
亡
し

て
は
絹
が
最
乞
優
れ
て
い
る
こ
と
は
、
サ

ナ
ギ
を
守
る
繭
の
生
態
学
的
な
意
昧
合
い

を
探
れ
ば
誰
し
ち
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

自
然
志
向
が
進
む
先
進
地
域
で
は
縞
へ
の

一一
i
ズ
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

現
在
の
鰐
製
品
は
生
糸
利
用
が
主
で
あ
り
、

汎
用
性
が
狭
い
上
高
価
で
あ
る
。
注
巴
す

べ
き
は
こ
!
ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
汎
用

性
の
広
い
紡
績
糸
に
よ
る
製
品
で
あ
る
が
、

生
糸
が
と
れ
な
い
く
ず
砲
を
利
用
す
る
に

留
ま
っ
て
い
る
た
め
に
供
給
量
が
少
な
く

こ
ち
ら
ち
高
価
な
ち
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
こ
れ
ま
で
長
い
人
類
の
歴
史
の

中
で
考
え
ら
れ
て
き
た
橋
の
つ
生
糸
利
用
し

に
対
し
て
発
想
を
大
き
く
変
え
る
と
極
め

て
興
味
あ
る
道
が
開
け
て
く
る
。
こ
れ
ま

で
の
絹
に
対
す
る
考
え
万
は
、
「
絹
・
生

糸
・
力
イ
コ
・
ク
ワ
し
が
主
流
で
あ
っ
た
。

し
か
し
衣
料
素
材
と
し
て
爾
が
サ
ナ
ギ
を

守
る
生
態
学
的
な
意
昧
だ
け
に
注
目
し
、

利
用
目
的
を
「
絹
・
紡
績
糸
(
つ
む
ぎ
糸
ど

に
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
力
イ
コ
・
ク
つ

に
制
限
さ
れ
な
い
ち
の
と
な
る
。
カ
イ
コ

は
、
元
来
、
温
帯
の
動
物
で
あ
り
、
長
い

問
、
生
糸
を
採
取
す
る
た
め
に
品
種
改
良

さ
れ
て
き
た
動
物
で
あ
る
が
、
熱
帯
や
亜

熱
帯
の
森
林
に
は
闘
闘
を
つ
く
る
箆
虫
穫
は

数
多
<
生
息
し
て
い
る
。
生
糸
利
用
で
な

け
れ
ば
、
こ
れ
ら
昆
虫
の
利
用
が
可
能
と

な
る
。ま
た
、
生
糸
利
用
で
な
け
れ
ば
、
さ
ら

な
る
道
色
開
け
る
。
生
糸
を
採
取
す
る
こ

と
を
前
提
と
す
る
と
、
サ
ナ
ギ
が
羽
化
し

た
隠
は
く
ず
薦
と
怠
り
価
値
が
な
く
な
る
。

し
だ
が
っ
て
生
糸
を
採
取
す
る
だ
め
仁
は

多
く
の
カ
イ
コ
が
同
時
に
摘
を
つ
く
る
よ

う
に
育
て
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
管
理
に

入
手
在
多
く
必
要
と
す
る
。
ま
だ
、
繭
が

傷
つ
く
と
生
糸
の
質
が
低
下
す
る
等
、
生

糸
の
生
産
に
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
取
り
扱
い

が
必
要
で
、
生
産
性
の
向
上
が
難
し
い
。

こ
の
よ
う
に
生
糸
を
と
る
こ
と
を
前
提

と
す
れ
ば
絹
は
他
の
天
然
素
材
に
対
し
て

価
格
競
争
に
弱
い
が
、
最
初
か
ら
紡
績
糸

の
採
取
だ
け
を
見
込
む
な
ら
ば
、
こ
う
し

た
手
間
は
省
け
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、

熱
痛
や
亜
熱
帯
産
種
は
冬
眠
を
し
な
い
の

で
、
羽
化
し
た
成
虫
は
直
ち
に
交
尾
を
し

再
び
産
卵
す
る
。
温
帯
地
域
の
生
糸
の
場

合
の
よ
う
に
絶
え
ず
卵
の
補
給
を
す
る
必

婆
は
な
い
と
い
う
利
点
ち
あ
る
。

新
た
に
大
規
模
な
養
蚕
を
実
施
す
る
と

環
境
仁
大
き
な
影
響
を
与
え
る
が
、
日
本

で
の
養
蚕
の
場
合
の
よ
う
に
、
地
域
に
適

し
だ
植
物
種
の
栽
培
や
す
で
仁
大
規
模
に

栽
培
さ
れ
て
い
る
植
物
種
を
養
蚕
の
素
材

仁
利
用
す
れ
ば
環
境
へ
の
負
荷
は
大
き
な

ち
の
と
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
キ
ャ
ッ
サ
パ
は
全
世
界
で
1
億
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8
0
0
0
万
ト
ン
ほ
ど
栽
渇
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
日
%
は
ア
フ
リ
カ
で
栽
倍
さ
れ

て
い
る
。
キ
ャ
ッ
サ
パ
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

科
の
植
物
で
、
こ
れ
に
一
属
す
る
石
の
と
し

て
は
ヒ
マ
シ
油
の
原
料
と
な
る
ヒ
マ
が
あ

る
。
こ
の
ヒ
マ
は
ア
フ
リ
カ
原
産
で
あ
る

が
、
こ
の
キ
ャ
ッ
サ
パ
や
ヒ
マ
で
養
蚕
が

可
能
な
昆
虫
が
い
る
。
工
リ
サ
ン
で
あ
る
。

こ
の
工
ソ
サ
ン
に
よ
る
養
蚕
を
ア
フ
リ
カ

で
実
施
す
れ
ば
、
環
境
へ
の
負
荷
の
小
さ

い
養
蚕
業
在
大
規
模
に
振
興
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

エリサン在使った開発述土地域の開発に対する提言

ア
フ
リ
カ
中
央
部
の
熱
帯
雨
林
地
域

(市

j
お
℃
)
で
は
、
エ
リ
サ
ン
の
卵
が
成

長
し
、
繭
を
つ
く
り
、
羽
化
し
、
再
び
成

虫
が
産
卵
す
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

は
め

g
前
後
で
あ
る
。
ま
た
、
工
リ
サ
ン

は
一
度
に

5
0
0
前
後
の
卵
を
産
卵
す
る

が
、
歩
留
ま
り
を
半
分
と
す
る
と
1
0
0

カ
ッ
プ
ル
ほ
ど
と
な
り
、
ぬ

B
前
後
で
1

0
0
倍
仁
志
増
加
す
る
。
そ
の
た
め
、
成

虫
か
サ
ナ
ギ
の
段
階
で
生
産
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
。

昆
虫
の
サ
ナ
ギ
は
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、

ラ
才
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
山
間
部
で
は

貴
重
な
タ
ツ
パ
ク
源
と
な
っ
て
い
る
が
、

キ
ャ
ッ
サ
パ
を
ま
要
な
食
料
源
と
す
る
ア

フ
リ
カ
中
央
部
に
は
食
虫
食
文
化
が
あ
り
、

生
産
謁
整
し
だ
サ
ナ
ギ
や
成
虫
は
格
拐
の

タ
ン
パ
ク
源
と
な
る
。
注
臼
す
べ
き
は
工

リ
サ
ン
の
サ
ナ
ギ
や
成
虫
は
人
障
が
必
要

と
す
る
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
す
べ
て
含
ん
で

お
り
、
極
め
て
良
質
の
食
料
涼
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ヤ

ッ
サ
パ
を
常
食
と
す
る
地
域
の
多
く
は
抱

昧
が
懇
く
、
貧
困
が
進
展
し
て
い
る
。
特

に
キ
ャ
ッ
サ
パ
に
は
タ
ン
パ
ク
質
の
含
有

量
が
少
な
い
た
め
、
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
不

足
が
常
態
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
成
長
時
に
タ
ツ
パ
ク
質
を
多
く
必

要
と
す
る
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ア
フ
リ
カ
で
工
リ
サ
ン
に
よ
る
紡

績
糸
の
採
取
を
目
指
し
だ
養
蚕
を
行
え
ば

非
常
に
多
角
的
怠
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ま
ず
、
そ
の
錦
と
な
る
、
キ
ヤ
ツ
サ
パ
は

す
で
に
大
量
仁
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
飼
料

の
入
手
が
容
易
で
あ
る
。
ま
た
熱
帯
性
の

力
イ
コ
で
あ
る
工
リ
サ
ン
の
特
色
か
ら
、

季
節
仁
依
存
せ
ず
通
年
で
連
続
し
て
虫
の

飼
育
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
栽
培
を
工

夫
す
れ
ば
同
時
に
高
価
な
ヒ
マ
シ
泡
の
採

集
ち
可
能
と
な
る
。
そ
の
上
、
工
リ
サ
ン
の

惜
増
殖
力
の
大
き
さ
か
ら
生
産
調
整
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
で
大
量
に

発
生
す
る
成
虫
や
サ
ナ
ギ
を
養
鶏
・
養
豚

等
仁
多
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
の
子

法
を
と
る
こ
と
で
昆
虫
食
の
習
慣
が
な
い

地
域
で
ち
動
物
性
タ
ン
パ
ク
の
摂
取
が
可

能
と
な
り
、
低
栄
養
に
起
因
す
る
乳
幼
児

死
亡
率
の
改
善
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
角
的
な
効
果
が
同
期
待
さ

れ
る
工
リ
サ
ン
を
中
心
と
し
だ
養
蚕
業
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
最
ち
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

大
規
模
な
養
蚕
の
実
施
に
対
し
て
は
既

存
の
技
術
で
対
応
可
能
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
を
成
功
に
導
く
だ
め
に
は
日
本
の
過

去
の
歴
史
を
見
る
ま
で
ち
な
<
、
眉
憧
れ
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ち
と
で
ど
の
よ
う
な
形

で
養
蚕
を
実
施
す
る
か
が
、
最
大
の
課
題

と
な
る
。
今
後
、
ア
フ
リ
カ
仁
対
し
各
国
の
問
で
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競
い
合
う
よ
う
に
援
助
活
動
が
実
施
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
ア
フ
リ
カ
の
現
状
を
考

慮
し
た
場
合
、
環
境
へ
の
負
荷
の
小
さ
い

万
法
に
よ
る
援
闘
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の

点
か
ら
ち
日
本
か
ら
の
援
問
協
力
と
し
て

上
記
に
述
べ
た
「
新
し
い
形
態
の
養
蚕
業
」

は
極
め
て
は
吋
買
に
透
し
た
ち
の
と
い
え
る
。

か
つ
て
日
本
の
養
蚕
最
盛
期

(
1
9
3

0
年
)
に
は
4
万
ト
ン
の
生
糸
生
産
で
養

蚕
農
家
2
2
0
万
戸
、
養
蚕
従
事
者
5
5

0
万
人
、
家
族
1
2
0
0
万
人
余
が
生
計

を
立
て
て
い
た
。
新
し
い
形
態
の
養
蚕
業

で
は
生
糸
と
い
う
形
で
使
用
せ
ず
、
紡
績

材
料
と
し
て
使
用
す
る
だ
め
に
全
世
界
で

日
本
の
養
蚕
最
盛
期
の
叩
倍
、

mw
万
ト
ン

の
市
場
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
充
分
に
可

能
で
あ
る
。

臼
本
の
例
を
当
て
は
め
れ
ば
、
そ
の
際

に
は
養
蚕
だ
け
で
1
億

2
0
0
0
万
人
の

女
性
に
適
し
た
就
業
の
機
会
が
創
出
さ
れ
、

貧
悶
解
消
が
促
進
す
る
。
こ
れ
は
ア
フ
リ

カ
地
域
を
は
じ
め
と
し
だ
途
上
国
の
貧
困

問
題
の
解
決
や
農
村
隠
発
に
大
き
な
貢
献

を
な
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
成
功
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
そ

の
技
術
を
自
分
の
ち
の
と
す
る
努
力
創
意

工
夫
仁
か
か
っ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
で

「
生
糸
の
片
倉
兼
太
郎
」
や
「
織
機
の
畳
一
R
B

佐
士
口
」
の
よ
う
な
優
れ
た
企
業
家
が
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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人口問題の視点から見たアジア諸国における

開発問題と国際貿易交渉

持続可能な農業開発と人口問題

農業のおかれている基礎的な条件について

{I多

全国農業協同組合中央会「協力のためのアジア農業者デループ (AFGC)第4回特別セミナーJ
基調講演 (2006年11月148)蕗上再録

本楠財団法人アジア人口・開発協会

ー
は
じ
め
に

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
O
A
)
は
日
本
の
人
口
と
開
発
仁
関

す
る
超
党
派
の
国
会
議
員
組
織
で
あ
る
宙

線
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J
P
F
P
)

の
事
務
局
怠
ら
び
に
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口

と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
総
織
で
あ
る

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
」
の
議
長
事
務
所

と
し
て
、
国
会
議
員
の
人
口
と
開
発
に
関

す
る
活
動
受
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一しの
A
F
P
P
D
は
一
人
の
日
本
の
箆
会

議
員
の
熱
い
思
い
か
ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

岸
、
福
田
両
一
元
首
相
か
ら
啓
発
を
受
け
た
佐

藤
隆
・
元
農
水
大
臣
が
イ
ン
ド
の
力
ル
カ
ッ

タ
を
訪
問
し
た
際
仁
、
路
上
で
生
ま
れ
路
上

で
死
ん
で
い
く
予
ど
ち
定
ち
を
見
て
、
こ
の

問
題
は
政
府
や
国
際
機
関
に
任
ぜ
て
お
け
る

問
題
で
は
な
い
。
国
民
の
代
表
者
で
あ
る
国

会
議
員
こ
そ
が
中
山
と
な
っ
て
働
く
べ
き
問

題
だ
と
確
信
し
走
こ
と
に
あ
り
ま
す
J
O

そ
の

思
い
は
「
走
だ
飢
え
て
死
ぬ
た
め
だ
け
に
生

ま
れ
て
く
る
予
ど
乞
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
佐
藤
代
議
土
の
言
葉
に
集
約
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
に
直
接
的
に
表
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
人
口
問
題
は
食
料
問
題
と
深
い
関
係

が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
む
界
で
無
限
に
人

口
が
増
加
し
よ
う
と
ち
人
類
が
生
き
て
い
く

ζ
と
が
で
き
る
の
な
ら
人
口
問
題
に
対
す
る

対
策
は
必
要
な
い
の
で
す
。
人
口
問
題
は
人

口
を
減
ら
す
・
中
絶
を
促
進
す
る
活
動
で
あ

る
と
間
違
え
て
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
ち
あ
る

の
で
す
が
、
人
口
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
人

類
が
人
間
ら
し
く
尊
厳
を
諮
っ
て
生
き
て
い

く
た
め
の
世
界
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
ま

さ
し
く
「
生
き
と
し
生
け
る
乞
の
が
共
に
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
L

定
め

の
活
動
で
す
。

A
P
D
A
は
普
段
は
こ
の
よ
う
な
恒
界

を
構
築
す
る
定
め
の
基
礎
的
な
条
件
整
備

と
し
て
の
人
口
筒
題
を
中
心
仁
活
動
し
て

い
ま
す
。
同
時
に
佐
藤
代
議
土
の
一
言
葉
に

ち
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
仁
、
こ
の
社

会
の
基
礎
的
な
条
件
は
、
農
業
開
発
仁
志

深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
点
か
ら
政
府
委
託
認
査
を
中
山
と
し
、

ア
ジ
ア
の
農
業
謁
査
ち
数
多
く
実
施
し
て

き
ま
し
走
。
本
日
は
こ
の
経
験
ち
交
え
人

口
の
視
点
か
ら
農
業
、
特
に

W
T
O
仁
代
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表
さ
れ
る
経
済
原
則
別
が
農
業
に
対
し
て
完

全
に
適
合
的
か
と
い
う
点
に
関
し
て
私
の

考
え
を
お
話
さ
ぜ
て
い
た
だ
き
だ
い
と
思

い
ま
す
。

2
.
私
た
ち
の
地
球

皆
さ
ん
万
の
多
く
は
本
日
の
会
議
に
参

加
さ
れ
る
た
め
に
海
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
仁
来
る

機
内
で
、
窓
の
外
在
見
て
い
走
万
ち
多
い

と
患
い
ま
す
。
飛
行
機
か
ら
見
れ
ば
私
た

ち
の
地
球
が
球
形
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
人
口
密
度
の
極
め
て
低
い
と

い
わ
れ
る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
や
シ
ベ
リ

ア
の
上
空
を
飛
ん
で
い
て
ち
道
路
が
通
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
フ

ィ
ソ
ピ
ン
上
空
を
飛
ん
で
ち
ラ
オ
ス
上
空

を
飛
ん
で
ち
同
じ
で
す
。
夜
間
飛
行
で
あ

れ
ば
道
路
沿
い
に
明
か
り
が
と
ち
り
、
光

の
筋
が
延
々
と
続
き
ま
す
。

普
通
は
美
し
い
な
あ
、
と
ボ
っ
と
見

て
い
る
だ
け
な
の
で
す
が
、
は
た
と
気
づ

く
と
少
し
怖
い
気
が
し
ま
す
。
世
界
中
ど

こ
を
飛
ん
で
ち
明
か
り
が
見
え
る
。
こ
れ

は
二
一
一
口
葉
を
か
え
れ
ば
世
界
中
に
人
が
住
ん

で
い
る
。
か
つ
て
僻
地
と
い
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
乞
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
人
口
が
居
住
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
地
球
は
ど
の
よ
う
な
ち
の
な
の
で

し
ょ
う
。
私
の
専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
受
け
売
り
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
私

だ
ち
の
住
む
地
球
を
振
り
返
っ
て
完
ま
し

ょ~つ。私
た
ち
の
地
球
を
理
解
し
や
す
く
す
る

定
め
に
1
0
0
0
万
分
の

1
に
縮
小
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
両
手
を
広
げ
た

1

・
3

m
ほ
ど
の
玉
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
が
乗
っ
て
こ
ら
れ
だ
飛
行
機
は
地
球
の

対
流
圏
の
上
層
部
と
成
層
圏
の
境
白
ぐ
ら

い
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
約
1
万

m
の
高
さ

で
す
が
、
こ
の

1
万

m
ま
で
に
地
球
の
空

気
の
ほ
と
ん
ど
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
一
し

れ
を
1
0
0
0
万
分
の
ー
に
す
る
と
、

1

m
に
な
り
ま
す
。
海
の
深
注
、
こ
れ
は
平

均

5
0
0
0
m
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

E

1
0
0
0
万
分
の
ー
に
す
る
と
0
・
5
m

で
す
。
つ
ま
り
、
私
疋
ち
の
地
球
を
1
・

3

m
の
蜜
径
の
球
と
考
え
た
と
き
、
空
気

の
層
は

1
m
、
海
の
深
さ
は

0
・
5
m
o

こ
れ
が
私
た
ち
の
住
む
地
球
の
全
て
で
す
。

非
常
に
薄
<
、
脆
弱
な
環
境
の
中
に
私

た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。

こ
の
玉
の
表
面
仁
人
類
を
含
む
全
て
の
生

物
が
住
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

E
・

o
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
い
う
著
名
な
生
物
学
者
が

い
ま
す
が
、
生
物
の
票
日
皇
は
す
べ
て
の
微

生
物
や
植
物
、
動
物
を
含
め
て
地
球
の
雲

量
の

1
0
0
億
分
の

1
程
度
だ
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
を
1
0
0
0
万
分
の
1
に
縮
小

し
だ
私
た
ち
の
地
球
に
適
用
し
た
ら
人
筒

の
H

ま
つ
げ
。

m
-
5本
分
ぐ
ら
い
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、

1
m
の
空
気
の
層
、

0
・
5
m
の
海
洋
、
そ
の
1
億
分
の
8
と

ち
言
わ
れ
る
水
文
学
的
に
徳
康
す
る
水
、

こ
の
環
境
の
中
で
ま
つ
げ
以
・

5
本
分
ぐ

ら
い
が
バ
ラ
バ
ラ
っ
と
敵
ら
ば
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
生
命
闘
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

18 

一
し
の
中
に
全
て
の
生
命
が
生
活
し
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
そ
の
生
命
を
維
持
す
る

だ
め
の
エ
ネ
ル
ギ
は
十
A

楊
か
ら
の
太
陽

光
と
夜
間
に
放
出
さ
れ
る
赤
外
線
の
差
分

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
植
物

が
固
定
し
て
く
れ
て
人
間
在
含
む
全
て
の



動
物
は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
生

き
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
辺
は
生
物
学
者
や
環
境
学
者
、
生

態
学
者
の
専
門
領
域
で
あ
り
、
私
の
よ
う

な
素
人
が
あ
ま
り
立
ち
入
る
部
分
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
農
業
と
人
口

の
問
題
を
考
え
て
い
く
と
き
に
私
だ
ち
が

極
め
て
脆
弱
な
環
境
の
下
で
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
疋

い
と
思
い
ま
す
。

(
1
〉
人
口
問
題
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

こ
の
地
球
の
人
口
扶
養
力
は
ど
の
程
度

で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
分
析
視
角
が
あ
り

ま
す
が
、
地
球
環
境
や
生
態
系
か
ら
見
定

人
口
扶
養
カ
が
最
右
基
礎
的
な
限
界
を
提

示
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

持続可能な農業開発と人口問題

(
2
)
地
球
の
扶
養
綬
界

地
球
の
扶
養
限
界
は
一
般
に
想
像
さ
れ

る
よ
り
ち
は
る
か
に
小
さ
い
ち
の
で
す
。

例
え
ば
松
井
孝
典
・
東
京
大
学
教
授
の
推

計

2
仁
よ
れ
ば
(
松
井
、

2
0
0
2
1

地
球
の
生
態
系
を
乱
さ
な
い
形
で
扶
養
で

き
る
人
口
は

5
0
0
万
人
か
ら

1
0
0
0

万
人
の
規
模
で
し
か
な
い
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
白
然
人
類
学
者
で
あ
る
マ
ー

ビ
ン
・
ハ
リ
ス
ち
ま
だ
ほ
ぼ
同
様
の
指
摘

を
し
て
お
り
、
多
く
推
計
し
て
t
2
0
0

0
万
人
程
度
だ
と
い
う
の
で
す
J
2
0

現
在
の
人
口
が
約
的
億
人
で
す
か
ら
、

そ
の
差
は
斜
億
8
0
0
0
万
人
、
出
率
で

い
え
ば
こ
の
地
球
で
生
態
系
仁
適
合
的
な

人
口
は
わ
ず
か
に

0
・
3
%
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
残
り
の

ω
・
7
%
は

自
然
環
境
の
面
か
ら
い
え
ば
無
理
し
て
生

き
て
い
る
。
こ
れ
を
私
疋
ち
は
技
俗
で
あ

る
と
い
っ
走
り
農
業
で
あ
る
と
い
つ
だ
り

し
て
い
る
わ
け
で
す
。

農
業
の
発
明
以
降
、
人
類
は
急
速
な
盟

加
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
産
業
革

命
に
伴
い
急
速
な
技
術
の
進
歩
が
生
じ
ま

し
た
。
芭
界
人
口
が
ゆ
億
人
に
達
し
だ
の

が
1
8
0
0
年
代
の
前
半
、
世
界
人
口
お

億
人
に
達
し
だ
の
が
1
9
6
0
年
頃
、
そ

の
後
こ
の
初
億
が
倍
増
す
る
の
に
要
し
た

時
間
は
わ
ず
か
に
初
年
で
す
。
人
口
が
最

初
の
お
億
人
に
増
加
す
る
ま
で
に
か
か
っ

た
時
間
は
数
百
万
年
で
す
が
、
次
の
釦
億

人
に
憎
増
加
す
る
に
は
わ
ず
か
に
初
年
し
か
、

か
か
ら
な
か
っ
疋
の
で
す
。

年
一
順
一
加
沼
崎
町
却
河
川
間
初
日
万
部
閉
山
初
臼
白
河
川
剖
幻
閉
山
内
回
日
間
油
引
品
お

m

o
-

ば一

0
0
0
0
o
o
l
-
-
1
2
2
2
3
3
4
5
5
6
6
7
8
8
8
9
9
山

5
-
J
一

湘

一

一

尚

一

川

-

一

e

ふ

M
-
年

一

切

o

-

a

 

元

一

試

紀一表1.世界人口の推移

四

}

凶
制

年一

0
剛
一
削
醐

m
附

脚

附

問

問

…

M
M
附
…

m
m
側
一
則
一
閃
捌
捌
捌
側
側
…
諸
問
畑
一
町

資料国連人口部.The World at 8ix BifJion， Uni-
ted Nations Population Division， AlPIWP'154，12 
October 1999 
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現
在
各
国
の
努
力
で
、
世
界
の
人
口
増

加
率
は
低
減
を
始
め
て
い
ま
す
。
中
に
は

日
本
の
よ
う
に
少
予
化
が
急
速
に
進
み
、

人
口
減
少
に
直
面
す
る
よ
う
な
固
ま
で
出

て
き
ま
し
疋
。
し
か
し
な
が
ら
世
界
人
口

は
、
勾
世
紀
に
急
増
し
疋
た
め
に
引
世
紀

を
通
じ
て
増
え
続
け
ま
す
。
し
か
ち
こ
の

人
口
は
過
去
の
人
口
と
大
き
く
異
な
っ
た

特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
生
活
が

非
常
に
多
く
の
工
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て

い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
結
果
、
こ
の
世
界
人
口
は
歴
史
的
に
見

て
ど
の
時
時
代
よ
り
ち

1
人
当
た
り
の
環
境

負
荷
が
大
き
な
人
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

著
名
な
農
業
気
象
学
者
で
あ
る
内
崎
善
兵

衛
・
お
茶
の
水
大
学
名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
、

現
代
の
巳
本
人
は
生
得
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
量
の
必
倍
を
消
費
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
つ
ま
り
私
た
ち
人
類
は
、
自
然
界
の

動
物
に
民
べ
て
そ
の
豊
か
な
生
活
を
維
持

す
る
だ
め
に

1
人
で
同
じ
程
度
の
重
豪
の

他
の
動
物
が
地
球
に
か
け
て
い
る
負
荷
の

め
倍
を
地
球
に
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
J

。

い
う
ま
で
ち
な
く
、
全
て
の
動
物
は
植

物
資
源
に
依
存
し
て
そ
の
生
命
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
内
問
教
授
に
よ
れ
ば
、
人
類

は
そ
の
直
接
消
費
す
る
食
料
と
家
事
・
家

禽
を
通
し
て
消
費
す
る
食
料
で
、
現
在
、

全
て
の
植
物
資
源
の
お
%
j
ぬ
%
を
す
で

に
消
費
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

2
0
5

0
年
に
推
計
さ
れ
る
人
口
幻
績
で
考
え
る

と
、
全
て
の
種
物
資
源
の
必
%
j
m
%
を

消
費
す
る
こ
と
仁
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
他
の
生
物
の
存
在
余
地

を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
抽
出
な
り
ま
せ
ん

(
内
鴎
、

2
0
0
3
)
(
3
3

現
在
、
食
料
輸
出
の
ほ
と
ん
ど
が
先
進

国
に
よ
る
ち
の
で
、
本
来
、
土
地
や
安
価

な
労
働
力
と
い
う
資
源
を
持
ち
、
食
料
総

出
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
途
上
国

は
多
く
の
場
合
、
食
料
翰
入
国
に
な
っ
て

い
ま
す
(
と
。
こ
れ
は
、
現
在
の
農
業
生
産

が
工
業
化
し
て
い
る
現
状
を
示
し
て
お
り
、

化
石
燃
料
を
は
じ
め
と
す
る
工
ネ
ル
ギ
ー

を
大
量
に
投
入
し
な
け
れ
ば
高
収
量
(
性
)

農
業
が
成
り
立
だ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、
士
業
国
で
あ
る
先
進
国
で

は
必
然
的
に
生
産
余
剰
が
生
じ
、
先
進
国

の
国
内
政
治
問
題
ち
大
き
な
圧
力
と
な
っ

て
、
そ
の
余
剰
生
産
物
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
探

し
が
行
わ
れ
、
貿
易
自
由
化
の
名
の
乞
と

に
途
上
国
の
農
業
基
盤
す
ら
破
壊
す
る
現

状
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
人
類
は
化
石
燃

料
や
核
エ
ネ
ル
ギ

i
を
使
用
す
る
こ
と
で

印
億
人
以
上
の
人
口
互
扶
養
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
地
球
の
熱
収
支
を
考
え
る

だ
け
で
乞
長
期
的
に
は
維
持
で
き
な
い
こ

と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
ほ
ど
の
く
ら
い
の
人
口
を
こ
の
地
球

は
扶
養
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に

は
様
々
な
推
計
が
あ
り
ま
す
が
、
技
術
的

な
進
歩
を
考
え
て
↑
口
、
こ
の
地
球
で
安
定

的
に
扶
養
で
き
る
人
口
は
、
化
石
燃
料
が

大
量
使
用
さ
れ
始
め
た
産
業
革
命
以
前
の

世
界
人
口
で
あ
る
約
8
億
人
と
い
う
人
口

規
模
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(
5
3

い
ず
れ
に
し
て
ち
現
在
の
よ
う
な
人
口
線

模
は
長
期
的
に
維
持
で
き
な
い
一
一
治
的
な

現
象
で
あ
る
こ
と
を
十
分
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

表
2
は
、
ア
ジ
ア
・
十
A

平
洋
地
域
で
人

口
が
1
0
0
万
人
以
上
の
園
、
お
よ
び
地

域
の

1
9
5
0
年、

2
0
0
0
年
お
よ
び
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持続可能な農業開発と人口問題

2
0
5
0
年
の
人
口
規
模
、
国
土
面
積
、

そ
し
て
人
口
密
度
を
示
し
た
ち
の
で
す

E
。

一
し
の
表
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
を
見
れ
ば
、
そ

の
人
口
密
度
は

1
・
位
/
同
と
世
界
で
最

ち
人
口
密
度
が
低
く
、
そ
の
人
口
扶
養
能
力

に
は
余
浴
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
生
態
系
と
人
口
扶
養
力
と
い

う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
ぜ

ん
。
モ
ン
ゴ
ル
の
草
地
の
扶
養
力
仁
つ
い
て

は
、
旧
ソ
連
時
代
に
ソ
連
が
生
態
学
的
な
見

地
か
ら
詳
細
な
謁
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
地
が
扶
養
で
き

る
家
畜
は
羊
換
算
で
6
6
0
0
万
頭
と
見
積

ら
れ
て
い
ま
す
(
7
3

モ
ン
ゴ
ル
の
遊
奴
民

は
山
羊
、
羊
、
馬
、
牛
、
ラ
ク
ダ
の
五
畜
に

依
市
げ
し
て
生
活
し
て
お
り
、
ま
あ
ま
あ
の
生

活
を
縫
錯
す
る
だ
め
に
は
羊
換
算
で
2
0
0

請
酬
を
必
要
と
す
る
と
い
わ
れ
ま
す

E
。
ま

た、

1
つ
の
世
帯
は
移
動
に
透
し
た
一
種

の
テ
ン
ト
で
あ
る
ゲ
ル
で
生
活
し
て
お
り
、

そ
の
世
帯
規
模
は

1
つ
の
ゲ
ル
当
た
り
5

名
程
度
に
限
ら
れ
る
の
が
一
般
的
な
の
で
、

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
の
草
地
が
扶
養
で
き
る

人
間
は
6
6
0
0
万
頭
一

2
0
0
X
5
H

1
6
5
万
人
ほ
ど
で
し
か
な
い
と
い
う
計

アジア太平洋諸国の人口と人口密度1950-2050年

国および地域
匡土面積 人口(単位1000人) 人口増加宰(年平閥均) 人口密度(人Ikm2)

'OOOkm2 1950 20日。 2050 1950.2000 000.2050 1950 2000 2050 

モンゴル 1565 761 2.533 4，146 3.33 1.6-1 0.-19 1.62 2.65 
オーストラリア 7回7 且219 19.138 26.502 2.33 1.38 1.07 2.49 卜 3.45

2.41 カザフスタン 2717 6.703 16，172 15.302 
a2E25 8 

2.47 主95 5.6.1 

川トルプクアメニニュスータギンニア
462 1.613 4回日 I且9却 2.98 3.-19 10.-11 23.77 
4.18 1.211 4.737 8.401 3.91 1.77 2.70 10.57 18.75 

ニュージーランド 275 1伺8 3.778 4.439 1.98 1.17 6.93 13.72 16，12 

|ドラキオLスギスタン
237 1.755 5.279 11.433 3.01 2.17 7.41 2.27 4826 
198 1.740 .1.921 7.538 

22E63 7 
1.53 8.79 24お 38.07 

アフガニスタン 制7 8，151 21.765 72.267 3.32 12帥 33.64 
1時713172酪0 7 タジキスタン 143 1.532 6.087 9.763 397 1.60 10.71 42.57 

イラン 16-18 16.913 70.330 121.424 42剖16 21763 7 
10.26 42.68 

プータン

ι3H437 7 0 

734 2.085 5.569 15.62 ι14.36 h 冊瓦1846元~Iウズベキスタン
6631114 0 224282818 1 

40.513 
332β9b4 8 i 

1.63 14.13 55砧
マレーシア 37節目 1.70 18.52 67.33 
ミャンマー 677 17.832 47.749 曲目6 1.44 26.31 70.53 101.25 
カンボジア 181 4.346 13.104 29.883 302 2.28 24.01 72.40 165.10 
インドキシア 1923 79.538 212.092 311.335 2.67 1.47 41.36 110.29 161叩
タイ 514 19.626 62剖6 82.491 3.20 1.31 38.18 122.19 

11652a349 5 
中偶 9597 554.7剖 1.275.133 1.462.1日58 2.30 1.15 57.81 132.87 
不パール 141 且502 23，043 52.415 2.71 2.27 田1.30 163.43 371.74 
パキスタン 別4

3laELB6519 5 
141.256 344，170 3.56 2.4.4 4虫33 175.69 428.07 

北朝鮮 121 22.268 28.0:認 2.06 1.26 自虫38 184.03 231.72 
ベトナム 332 27.367 78.137 123.782 2.86 1.58 

日器
235.57 373.19 

フイスンィワリドラピンンカ
3叩 19.996 75.653 128.383 3.78 1.70 252.18 427.94 

66 7.-183 18.924 23.0坦
22853 2 

1.22 113.38 286.73 349.48 
32官7 357.561 i∞8.937 1.572.055 1.56 108.77 306.92 478.23 

大パ日本韓ング民ラ国デシュ

378 83，625 127.096 109.220 1.52 0.86 221.23 336.23 
52828a914 2 

日8 20.357 46.740 51.560 2.30 1.10 207.72 476.94 
144 41.783 137.439 265.432 3.29 1.93 2開 16 954.44 1.84328 

シンガポール 1.022 4.018 4.620 3.93 1.15 1.703.33 止696.67 7.700.00 

出典:TheW町Idat Six 8l1lion、1999UNより算出。

表2
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間
昇
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
実
、
清
朝
の
政
策
ち
あ
っ
て
清
朝
期

か
ら
1
9
4
0
年
代
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
の
人

口
は
刊
万
人
程
度
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
(
ナ
ム
ジ
ム
、

1
9
9
8
)
E
。
こ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば

現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
人
口
が
い
か
に
大
き
な

↑
む
の
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
モ
ン
ゴ

ル
の
よ
う
な
出
較
的
人
口
規
模
が
小
さ
い

習
だ
け
が
生
態
学
的
な
限
界
に
直
面
し
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
甘
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
の

場
合
、
そ
の
国
土
が
ほ
と
ん
ど
草
地
と
し

て
し
か
利
用
で
き
ず
、
そ
の
草
地
在
重
姿

な
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の
供
給
源
と
考
え

た
旧
ソ
連
に
よ
っ
て
そ
の
扶
養
能
力
の
調

査
が
行
わ
れ
定
結
果
、
こ
れ
ら
の
限
界
が

計
算
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の
霞
右
モ
ン

ゴ
ル
以
上
に
厳
し
い
状
況
に
迫
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
例

え
ば
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
な
ど
で
色
、
そ

の
人
口
密
度
は
お
・
間
山
/
同
と
決
し
て
高

く
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
ち
水
に
恵
ま
れ
た
ア
ン

デ
ィ
ジ
ャ
ン
州
の
人
口
密
度
は
5
2
2
/
同

と
極
め
て
高
い
ち
の
で
す
J
E
。
耕
作
地
の

市
山
%
が
濯
湖
周
農
地
で
あ
る
同
盟
で
は
港
滋
で

き
る
土
地
は
ほ
と
ん
ど
潅
殺
さ
れ
、
耕
作
大
」

れ
て
い
る
の
で
す
。
人
口
密
度
を
低
く
し
て

い
る
の
は
、
潅
洗
農
業
ち
で
き
な
い
砂
漠
地

帯
や
乾
燥
の
厳
し
い
国
土
が
広
大
で
あ
る
か

ら
で
、
実
際
に
耕
作
で
き
る
土
地
の
人
口
密

度
は
か
な
り
高
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
位
界
第
2
の
人
口
大
医
で
あ
る
イ
ン

ド
の
人
口
密
度
は
2
0
0
0
年
推
計
で
3
0

6・

ω
/闘
で
す
。
こ
れ
は
臼
本
の
人
口
密

度
3
3
6
・
お
/
闘
に
ほ
ぼ
接
近
し
て
い
ま

す
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
の
砂
漠
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
な

ど
ほ
と
ん
ど
人
間
居
住
に
適
さ
な
い
広
大
な

土
地
を
持
ち
、
し
か
ち
慕
本
的
仁
農
業
医
と

し
て
農
産
物
を
自
給
し
て
い
る
イ
ン
ド
の
人

口
密
度
が
ほ
ぼ
日
本
に
匹
酎
臥
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
驚
異
と
い
え
ま
す
。
ま
だ
そ
の

人
口
摺
加
の
推
計
を
考
え
れ
ば
、
イ
ン
ド
の

食
料
需
給
の
将
来
に
つ
い
て
、
か
な
り
厳
し

い
予
測
を
ぜ
ざ
る
在
得
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
最
大
の
人
口
大
鹿
で
あ
る
中

国
ち
同
様
で
す
J
。
中
習
の
人
口
密
度
は
1
3

2
・

U

/
同
で
あ
り
、

B
本
に
比
べ
余
俗

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ち
し
れ
ま
ぜ

ん
が
、
し
か
し
、
実
際
上
は
日
本
よ
り
ち
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

中
国
の
場
合
、
そ
の
環
境
的
な
制
約
条

件
か
ら
、
人
口
分
布
の
偏
在
伎
が
非
常
に

大
き
い
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

人
口
分
布
の
偏
在
性
は
、
皇
…
龍
江
省
愛
情
岬

と
雲
南
省
騰
沖
の
釘
で
中
国
を
2
分
す
る

国
土
2
分
割
線
を
透
聞
出
し
て
み
る
と
明
確

に
な
り
ま
す
5
0
こ
の
2
分
割
線
の
南
東

側
は
医
土
の
幻
%
を
占
め
る
の
に
過
ぎ
な

い
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
の
以
・
4
%

が
居
住
し
て
い
る
の
に
対
し
、
北
白
側
の

日
%
の
土
地
に
は
、
わ
ず
か
5
・
6
%
し

か
居
住
し
て
い
な
い
の
で
す
。

現
在
中
国
政
府
が
推
し
進
め
て
い
る
西

部
大
開
発
な
ど
ち
こ
の
南
東
部
の
開
発
余

地
が
な
い
定
め
に
、
本
来
、
乾
燥
・
半
乾

燥
地
南
で
あ
り
、
人
口
扶
養
能
力
の
少
な

い
同
国
北
西
部
の
開
発
を
進
め
な
け
れ
ば

怠
ら
な
い
と
い
う
苦
渋
の
選
択
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
〆
。

詳
細
に
見
定
と
き
、
一
種
の
環
境
的
な

扶
養
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な
例

は
枚
挙
に
阪
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

単
な
る
人
口
続
模
だ
け
か
ら
自
国
の
人
口

が
少
な
い
と
し
て
ブ
ロ
ネ
イ
タ
リ
ス
ト
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(
人
口
増
加
)
的
な
政
策
を
と
っ
て
い
る
、

モ
ン
ゴ
ル
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

の
人
口
政
策
に
は
か
な
り
の
危
機
感
を
覚

え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

3

グ

ロ

l
バ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
と
経

済
の
自
由
化
・
食
料
安
全
保
障

と
人
口

こ
こ
で
人
口
と
食
料
安
全
保
障
、
自
密

貿
易
体
制
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
口
や
環
境
の
面
か
ら
考
え
る
と
現
在
の

食
料
貿
易
ち
含
め
定
例
外
な
き
自
由
化
の

論
謁
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
り
ま
す
。

例
え
ば
ア
フ
リ
カ
の
開
発
途
上
匿
の
中

に
は
人
口
安
定
化
の
道
筋
乞
つ
い
て
い
な

い
よ
う
な
国
々
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く

は
後
発
開
発
途
上
国
で
、
先
進
匿
の
援
鴎

に
依
得
し
て
い
る
定
め
に
そ
の
経
済
政
策

石、

W
T
O
の
議
論
に
見
ら
れ
る
近
代
経

済
学
的
な
理
論
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
自
国

で
食
料
を
確
保
す
る
の
は
コ
ス
ト
高
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
屋
内
で
の
ま
食
の
生

産
と
い
う
意
昧
で
の
食
料
政
策
、
食
料
安

全
保
障
策
を
放
棄
し
て
い
る
国
々
ち
少
な

持続可能な農業開発と人口問題

く
な
い
の
で
す
。
確
か
に
短
期
的
に
見
れ

ば
、
援
助
で
安
価
な
食
料
を
供
給
し
て
ち

ら
っ
た
ほ
う
が
効
率
的
か
ち
し
れ
ま
ぜ
ん

が
、
そ
れ
を
国
際
社
会
は
い
つ
ま
で
維
持

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
食
料
の
自
由
貿
易
化
を
含
め
W

T
O
受
渉
の
ち
と
で
、
世
界
経
済
の
ボ
ー

ダ
レ
ス
化
、
グ
口
パ
ル
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
自
由
化
に
よ
っ
て
、
理
論
的
仁
は

一
般
均
衡
理
論
、
比
較
優
位
性
の
原
郊
の

中
で
、
最
適
化
が
果
だ
さ
れ
る
と
い
い
ま

す
。
し
か
し
食
料
の
場
合
、
現
実
的
に
は

理
論
の
実
現
を
阻
害
す
る
様
々
な
制
約
条

件
が
働
き
、
必
ず
し
ち
そ
う
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く

る
の
で
す
。

私
は
W
T
O
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
詳
絡
な
議
論
は
捨
象
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
い
く
つ
か
大
き
な
疑
問
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
し

ょ~つ。ま
ず
第
1
仁
、
現
在
自
由
貿
易
の
理
論

的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
民
較
優
位
原
取
は
、

食
料
貿
易
仁
関
し
て
い
え
ば
、
供
給
過
剰

の
状
態
、
少
な
く
と
ち
そ
の
可
能
性
を
前

提
と
し
て
し
か
成
立
し
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
食
料
は
工
業
製

品
と
遣
う
特
色
が
い
く
っ
ち
あ
り
ま
す
。

食
料
生
産
を
は
じ
め
と
す
る
第
1
次
産
品

は
、
工
業
製
品
に
代
表
さ
れ
る
第
2
次
産

品
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
3
次
産
品
に

出
ぺ
て
天
然
資
源
や
環
境
制
約
を
大
き
く

受
け
ま
す
。

現
在
で
は
供
給
が
過
剰
で
あ
る
こ
と
を

前
提
仁
、
商
品
と
し
て
の
農
業
生
産
が
中

山
U

的
な
議
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口

問
題
や
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
視
点
か

ら
考
え
た
と
き
に
そ
の
供
給
過
剰
な
状
態

を
ど
の
程
度
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
非
常
に
大
き
な
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
第
1
次
産
品
は
水
産
資
源

で
ち
、
農
業
資
源
で
ち
そ
う
で
す
が
、
自

然
環
境
仁
岡
山
め
て
強
<
依
与
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
こ
そ
漁
業
ち
養
殖
漁
業
が
大
き
な

割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
が
、

人
類
の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
に
お
い

て
漁
業
は
白
然
か
ら
の
鱒
り
物
を
そ
の
ま

ま
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
農
業
ち
濃
殺
や

農
業
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
、
自
然
条
件

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
だ
生
産
量
を
大
幅
に
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超
え
た
生
産
性
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
生
産
の
基
礎
的
な
条
件
で
あ
る
水
の

賦
存
震
や
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
は
自
然

環
境
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限
界
を

超
え
て
生
産
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
将
来
の
農
業
生
産
を
最
ち
大
き
く

規
定
す
る
の
は
水
文
学
的
に
循
環
す
る
淡

水
資
源
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
循

環
す
る
淡
水
資
源
は
地
球
上
の
水
の
わ
ず

か
0

・
0
0
8
%
程
度
し
か
あ
り
ま
甘
ん

し
、
そ
の
ほ
か
の
生
物
の
生
存
権
を
考
え
、

生
物
学
的
な
多
様
性
を
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態

で
ち
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、
わ
ず
か
に

そ
の
叩
分
の
1
程
度
し
か
人
類
が
利
用
で

き
な
い
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
地
球
が
か
つ
て
経

験
し
だ
こ
と
の
な
い
巨
大
な
人
口
規
模
を

扶
養
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
膨

大
な
人
口
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
私
↑
に
ち
人
間
の
活
動
が
こ

の
地
球
仁
与
え
て
い
る
負
荷
の
大
き
さ
が

理
解
で
き
ま
す
。

ち
ち
ろ
ん
M
D
G
s
で
一
部
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
地
球
上
で
1
巳
1
ド
ル
以

下
で
生
活
し
て
い
る
人
口
は
約
ロ
億
人
、

1
B
2
ド
ル
以
下
で
生
活
し
て
い
る
人
た

ち
で
考
え
れ
ば
初
億
人
と
ち
い
わ
れ
、
位

界
の
人
口
の
約
半
数
は
貧
困
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
実
が

あ
る
一
万
で
、
世
界
で
は
経
済
格
差
ち
拡

大
し
て
い
ま
す
。
世
界
で
最
ち
お
金
持
ち

3
人
の
資
産
は
、
最
貧
困
の

6
億
人
の
資

産
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
世
界
経
済
は
拡

大
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
地

球
環
境
へ
の
負
荷
が
僧
十
〈
し
て
い
る
の
で

す。
こ
の
よ
う
な
社
会
を
主
導
し
て
い
る
の

が
近
代
経
済
学
的
な
理
論
で
す
。
先
ほ
ど

ち
述
べ
ま
し
疋
が
「
出
較
優
位
の
原
則
L

、

「
均
衡
理
論
」
な
ど
が
そ
の
理
論
的
十
エ
枝
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
貿
易
受
渉
な
ど

を
通
じ
こ
の
理
論
の
強
靭
さ
は
良
く
ご
存

知
だ
と
患
い
ま
す
。
リ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て

創
始
さ
れ
疋
「
出
較
優
位
の
原
則
」
、
ワ
ル

ラ
ス
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
だ
「
均
衡
理
論
一
」

な
ど
は
ま
さ
し
く
日
大
な
理
論
体
系
で
、

そ
の
後
十
ち
多
く
の
数
学
者
、
経
済
学
者
に

よ
っ
て
改
良
が
続
け
ら
れ
一
部
の
す
き
ち

な
い
完
壁
怠
理
論
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
仁
は
大
き
な
陥
穿
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。

経
済
と
は
豊
か
さ
を
つ
く
り
出
す
ち
の

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
豊
か

さ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
非
常
に
難
問
で

す
。
実
は
現
代
経
済
学
で
は
環
境
や
人
口

の
負
荷
の
問
題
は
ま
だ
充
分
扱
わ
れ
て
い

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
例
え
ば
一
し
こ
に
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
才

l
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

値
段
が
例
え
ば

1
5
0
円、

1
ド
ル
ち
ょ

っ
と
だ
亡
し
ま
す
。
一
し
の
値
段
は
ど
の
よ

う
な
要
因
で
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
「
水
の
値
段
さ
1
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
水
仁
値
段

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
自
然
仁
お

金
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。

一
し
の
値
段
は
あ
く
ま
で
、
そ
の
水
の
採
取
、

浄
水
、
ボ
ト
ソ
ン
グ
、
輸
送
、
販
売
な
ど

に
か
か
っ
た
経
費
と
利
益
を
ま
か
な
う
た

め
の
ち
の
で
あ
っ
て
、
水
の
値
段
で
は
な

い
の
で
す
。
私
が
指
摘
す
る
経
済
学
理
論

の
陥
穿
と
は
、
ひ
と
言
で
い
え
ば
、
十
む
と

乞
と
値
段
の
な
い
天
然
資
源
に
ど
の
よ
う

に
値
段
を
付
け
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
す
。
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(
1
)
経
済
と
環
境

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

経
済
は
環
境
や
人
口
の
要
素
を
そ
の
中
に

十
分
含
め
て
き
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
経
済
活
動
は
康
墳
を
所
与
の
条
件

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

人
口
増
加
と
豊
か
さ
の
増
大
、
環
境
負
荷

の
鉱
大
に
よ
っ
て
現
在
そ
の
見
霞
し
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
剛
山
え
ば
、
今
、
中
央
ア

ジ
ア
の

C
i
S
地
域
で
最
ち
重
要
怠
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
H

水
(
淡
水
)

H

の

問
題
で
す
。
中
央
ア
ジ
ア
は
乾
燥
地
域
、

半
乾
燥
地
域
で
す
。
水
源
は
キ
ル
ギ
ス
タ

ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
両
国
に
集
中
し
、

両
国
を
水
源
と
す
る
沼
川
が
同
地
域
の
水

資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。
同

時
に
各
国
で
人
口
が
摺
加
し
、
そ
の
農
業

が
濯
滋
農
業
で
あ
る
だ
め
に
水
の
需
要
が

急
速
に
伸
び
、
世
界
的
に
著
名
な
ア
ラ
ル

海
の
消
失
の
危
機
を
招
い
て
い
ま
す

E
。

か
つ
て
、
水
は
人
口
に
出
べ
潤
沢
に
存

在
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
資
源
と
し
て

考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、

c

sの
独
立
に
伴
い
、
市
場
経

済
が
導
入
さ
れ
各
国
が
狛
白
の
経
済
運
営

持続可能な農業開発と人口問題

を
強
い
ら
れ
る
中
で
水
の
問
題
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
走
。
水

源
に
あ
た
る
国
が
水
を
石
油
や
天
然
ガ
ス

と
同
じ
意
味
で
H

資
源
u

で
あ
る
と
主
張

す
る
の
に
対
し
て
、
下
流
の
国
は
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
無
料
で
利
用
で
き
る
ち
の
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
協

議
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た
淡
水

資
源
の
使
用
料
と
し
て
つ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

は
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
に
対
し
年
間
1
0
0
0

万
ド
ル
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
疋

5
0

こ
れ
は
伝
統
的
に
経
済
外
的
条
件
と
し
て
、

資
源
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
走
「
淡
水
」

が
、
人
口
の
増
大
、
濯
滋
農
業
の
拡
大
に
よ

っ
て
そ
の
希
少
性
が
憎
し
だ
結
果
、
H

財
'

と
し
て
み
な
さ
れ
始
め
て
き
て
い
る
現
状

を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

経
済
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

前
提
で
あ
っ
た
ち
の
が
、
そ
の
生
産
を
規

定
す
る
大
き
な
条
件
と
し
て
た
ち
現
れ
て

き
ま
し
だ
。
実
は
人
口
ち
同
じ
よ
う
な
側

面
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
社
会
科
学
の

中
で
は
部
提
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
自
体

の
意
味
が
深
<
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
走
。

そ
の
結
果
、
実
は
氷
の
値
段
、
空
気
の

値
段
、
人
口
と
い
う
ち
の
は
、
充
分
に
経

済
学
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た

の
で
す
。
い
く
ら
天
才
た
ち
が
つ
く
り
出

し
た
理
論
で
あ
っ
て
ち
、
ち
と
ち
と
間
わ

れ
作
拙
か
っ
た
ち
の
を
論
じ
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
人
口
や
環
境

と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
現
代
経
済
学

は
そ
の
有
効
性
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
私
は
経
済
学
に
つ
い
て
専
門
家
で
は
あ

り
ま
世
ん
が
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
解
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
だ
ち
は
現
在
経
済
的

価
値
と
い
う
ち
の
で
様
々
な
乞
の
を
測
り

ま
す
。
資
本
主
義
の
社
会
に
お
い
て
経
済

的
価
値
と
い
う
ち
の
は
単
に
ち
の
の
値
段

を
超
え
て
、
人
間
の
生
き
万
に
ま
で
影
響

し
ま
す
。
ま
さ
し
く
社
会
的
価
債
を
決
め

る
ち
の
で
あ
っ
た
り
、
計
算
可
能
性
と
い

う
形
で
、
私
た
ち
の
行
為
規
範
に
な
っ
疋

り
し
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ほ
ど
私
た
ち
の

生
き
方
そ
の
色
の
を
縛
っ
て
い
る
経
済
的

価
値
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
人
間
が

つ
く
り
出
し
た
約
束
事
で
す
。
自
然
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
人
間
が
、
自
然
の
価
値
を
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測
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
部
分
が
全
体
を

測
る
よ
う
な
右
の
で
、
測
り
き
れ
る
ち
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

水
や
空
気
が
H

た
だ
M

と
い
う
こ
と
は

測
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
価
値
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
こ
と
だ
亡
思
い
ま

す
。
比
較
優
位
の
原
則
や
均
衡
論
は
経
済

的
に
計
測
で
き
る
ち
の
に
対
し
て
は
有
効

で
あ
っ
て
ち
、
そ
の
価
値
を
測
り
得
な
い

ち
の
に
対
し
て
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
保

障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
2
)
国
際
貿
易
交
渉
と
食
料
生
産

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
食
料
生
産
仁

純
粋
な
経
済
学
的
理
論
が
適
用
可
能
で
あ

る
か
、
疑
問
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
第
2
次
産
業
や
第
3
次
産
業
の
よ
う

に
自
然
環
境
の
制
約
を
受
け
に
く
い
経
済

活
動
の
分
野
で
は
お
そ
ら
く
経
済
理
論
は

非
常
に
適
合
的
で
し
ょ
う
。
例
外
な
き
競

争
、
出
較
優
位
の
原
則
の
徹
底
を
通
じ
だ

均
衡
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
効
用
ち
最
大
化

さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
農
業
や
漁
業
は
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
環
境
劣
化
な
ど
で
、
そ
の
生

震
基
盤
が
揺
る
が
さ
れ
れ
ば
、
現
在
想
定

さ
れ
て
い
る
均
衡
そ
の
ち
の
が
成
立
し
な

い
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

現
在
ま
で
の
よ
う
に
、
人
口
周
加
よ
り

供
給
能
力
が
上
回
っ
て
き
疋
社
会
で
は
、

比
較
優
位
性
に
基
づ
い
て
市
場
を
開
放
す

る
こ
と
で
、
消
費
者
ち
安
価
な
食
料
を
入

手
で
き
、
生
産
者
ち
適
正
な
利
潤
を
子
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
適
地
適

作
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
庚
境
に
対
す

る
負
荷
ち
少
な
く
て
済
む
と
い
う
論
理
構

築
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口

が
擦
加
を
続
け
、
消
費
水
準
が
上
昇
し
、

池
球
規
模
で
見
て
供
給
が
需
要
を
満
た
せ

怠
か
っ
た
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
で
食
料
と
い
う
商
品
の
特
殊

性
が
出
て
き
ま
す
。

入
院
が
生
存
し
て
い
く
と
き
に
絶
対
に

必
要
な
食
料
が
不
足
す
る
と
、
適
正
な
価

格
と
い
う
概
念
は
破
棄
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ど
ん
な
に
高
騰
し
て
乞
必
要
な

乞
の
は
必
要
な
の
で
す
。
環
境
条
件
の
劣

化
や
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、
需
要
が
供
給

を
上
回
っ
た
と
き
に
は
価
格
は
均
衡
の
メ

力
二
ズ
ム
と
し
て
は
機
能
し
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
ち
そ
ち
供
給
余
剰
が
な
い
中
で

増
産
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
く

る
の
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
食
料
は
経
済

の
財
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
い
く
ら
高
く

て
ち
売
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
の
貿
易
受
渉
で
は
食
料
の
余
剰
を
前

提
と
し
て
、
翰
入
国
側
の
市
場
開
放
義
務

が
強
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

翰
出
国
が
食
料
不
足
に
絡
っ
た
と
き
に
ち

輸
出
を
継
続
す
る
義
務
な
ど
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
の
よ
う
に
高
度
に
食
料
供

給
を
海
外
に
依
序
し
て
い
る
匿
に
と
っ
て

は
こ
れ
は
ま
さ
し
く
生
死
を
在
右
す
る
ち

の
で
す
。
現
在
は
余
剰
を
前
提
に
貿
易
自

由
化
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た

ん
不
足
し
走
と
き
に
、
ま
と
ち
な
国
の
意

思
決
定
者
が
、
自
分
の
鴎
の
鴎
尽
を
飢
え

死
に
さ
世
て
ま
で
、
輪
出
を
続
け
る
な
ど

と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
食
料
は
経
済
的
な
"
商
口
田
u

で
は
な
く
な
り
、
政
治
的
な
意
思
決
定
の

対
象
と
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
緊
急
時
に
は
経
済
よ
り
ち
政
治
が
優

先
さ
れ
る
の
は
人
類
の
歴
史
に
枚
挙
に
暇

が
あ
り
ま
ぜ
ん
。
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現
在
主
要
な
食
料
輸
出
国
で
あ
る
、
欧

州
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
農
業
は
膨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入
型
農
業
で
あ
り
、
工
業

部
門
で
の
利
益
を
農
業
部
門
に
投
入
す
る

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
作
物
に
対
し
て
限
界
ま
で
肥
料

の
投
入
が
な
さ
れ
、
そ
の
農
業
生
産
物
の

肥
料
に
対
す
る
反
応
性
は
著
し
い
限
界
逓

減
を
示
し
て
い
る
と
い
い
ま
す

5
。
こ
の

過
剰
な
投
入
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る

先
進
国
の
農
業
を
維
持
す
る
定
め
に
、
食

料
輸
出
を
途
上
国
に
行
う
と
い
う
非
常
に

無
理
の
あ
る
構
図
が
つ
く
り
出
さ
れ
、
こ

の
構
図
を
維
持
す
る
た
め
に
国
際
的
な
貿

易
ル
ー
ル
が
形
づ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い

う
非
常
に
危
険
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

の
で
す
。
言
葉
を
か
え
れ
ば
、
先
進
国
は
、

食
料
輸
出
と
い
う
形
で
、
先
進
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
浪
費
を
途
上
国
仁
輸
出
し
て
い
る

の
で
す
。
世
界
的
に
見
て
ち
新
規
可
耕
地
は
非
常

に
限
ら
れ
左
右
の
で
す
。
耕
作
の
拡
大
仁

よ
っ
て
こ
れ
か
ら
増
加
す
る
人
口
や
生
活

水
準
の
上
昇
か
ら
生
じ
る
消
費
量
の
増
加

を
ま
か
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら

持続可能な農業開発と人口凋題

れ
て
い
ま
す
。
ま
乞
、
世
界
的
に
見
て
主

要
な
食
料
生
産
地
帯
の
多
く
が
境
警
や
池

下
水
の
枯
渇
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
大
平
原
の
か
な
り
大
き
な
部

分
は
そ
の
農
業
生
産
の
た
め
の
潅
潟
水
源

と
し
て
化
石
水
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
、
補
給
の
な
い
化
石
水
が
枯
渇
す

る
こ
と
は
地
震
学
的
に
は
っ
き
り
し
て
い

ま
す

5
0
同
時
に
こ
れ
ま
で
農
業
生
産
を

支
え
て
き
た
高
収
性
の
濃
滋
農
地
が
、
世

界
各
池
で
塩
害
な
ど
の
進
展
か
ら
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
高
収
性
を
維
持
で
き
な
い
状

況
が
頻
発
し
て
い
る
の
で
す

B
。

こ
れ
か
ら
世
界
的
に
見
れ
ば
食
料
の
増

産
は
ど
ん
ど
ん
と
困
難
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
ち
な
お
、
現
任
の

食
料
輸
出
国
は
食
料
輸
出
を
続
け
る
こ
と

が
可
能
で
、
ま
た
売
る
ち
の
ち
な
い
し
L

D

C

S
匝
低
調
発
国
)
の
途
上
国
は
援
肪

を
受
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。供
給
過
剰
を
前
提
と
し
だ
こ
の
状
態
が

い
つ
ま
で
維
持
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

短
期
的
仁
見
て
ち
白
由
貿
易
の
結
果
、
食

料
価
格
は
乱
高
下
し
、
そ
の
結
果
、
食
料

を
め
ぐ
り
政
治
的
な
状
況
ま
で
不
安
定
化

す
る
と
い
い
ま
す
。
辻
井
に
よ
る
研
究
を

基
に
し
て
志
、

W
T
O
体
制
に
よ
る
自
由

貿
易
は
各
国
の
農
業
生
産
基
盤
を
破
壊
す

る
万
向
に
向
か
い
ま
す
。
特
に
コ
メ
の
場

合
、
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
途
上
諸

国
の
米
価
・
コ
メ
供
給
が
不
安
定
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
コ
メ
不
足
が
一
層
深
刻
に

な
る
と
い
い
ま
す

E
。

さ
ら
に
、
人
口
や
環
境
の
面
か
ら
考
え

れ
ば
、
こ
れ
か
ら
ち
な
お
し
ば
ら
く
、
少

な
く
と
乞
引
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
、
人

口
は
増
え
続
け
、
需
要
は
拡
大
し
続
け
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
い
え
ば
、

W

T

O
は
必
ず
し
ち
途
上
国
に
と
っ
て
万
能

薬
で
は
な
い
と
主
張
す
る
声
は
、
途
上
司

で
ち
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
の
は
ご
存
知
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
市
)
O

マ
ル
サ
ス
以
来
、
人
口
治
加
が
起
こ
り
、

食
料
不
足
の
問
題
が
生
じ
る
と
予
言
さ
れ

な
が
ら
、
そ
の
予
言
は
こ
と
ご
と
く
外
れ

て
き
ま
し
た
。
特
仁
、
様
々
な
批
判
は
あ

る
と
し
て
ち
1
9
6
0
年
代
後
半
か
ら
の

H

緑
の
革
命
μ

が
果
た
し
だ
役
割
は
大
き

く
、
新
た
な
緑
の
革
命
が
こ
れ
ら
の
懸
念
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を
払
拭
す
る
と
い
う
意
見
ち
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
植
物
の
持
つ
生
物
的
な

限
界
を
含
め
、
再
び
「
新
た
な
緑
の
革
命
」

を
起
こ
す
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
人
口
借
地
加
を
上
回
る
食
料

供
給
が
実
現
で
き
た
と
は
い
っ
て
志
、
地

球
の
生
態
系
の
限
界
な
ど
か
ら
考
え
て
ち
、

無
線
に
そ
の
状
況
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
サ
ス
の
予
言
ち
無
限
に
そ
の
予
測
が

は
ず
れ
続
け
る
と
い
う
ち
の
で
ち
な
い
と

い
え
ま
す
。
こ
の
地
球
が
ど
こ
ま
で
許
容

で
き
る
の
か
。
正
確
に
が
い
っ
a

と
い
う

問
い
に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
す
。

工
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
法
亡

い
う
人
間
の
活
動
が
環
境
に
与
え
る
負
荷

の
計
澱
活
を
編
み
出
し
た
、
ワ
ッ
力
ナ

ー
ゲ
ル
(
く
く
ω
尖
需
コ
ω
問。一

2
0
0
2
)
に
よ

る
と
1
9
7
0
年
代
前
半
に
は
す
で
に
超

え
た
と
ち
い
い
ま
す

E
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

お
そ
ら
く
遠
く
な
い
将
来
、
そ
の
影
響
が

は
っ
き
り
し
て
く
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
、
地
球
の
食
料
生
産
能
力
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ

は
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
曲
線
が
一
部
す
よ
う
に
、

力
タ
ス
ト
ロ
フ
田
町
界
を
超
え
る
ま
で
、
そ

れ
を
超
え
た
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
し
、

気
づ
い
定
と
き
に
は
す
で
に
不
可
逆
的
で

そ
の
限
界
点
よ
り
は
る
か
に
低
い
扶
養
能

力
し
か
持
て
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
と
食
料
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

食
料
貿
易
の
問
題
は
単
に
経
済
的
な
問
題

と
い
う
視
点
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ま

さ
し
く
、
地
球
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
の
で
す
。

(
3
)
人
口
の
視
点
か
ら
見
た
ア
ジ
ア
諸
国

Z
お
け
る
醐
開
発
問
題
と
冨
際
貿
易
受

渉
と
将
来
へ
の
展
望

こ
こ
で
本
講
演
の
主
題
「
人
口
の
視
点

か
ら
見
た
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
開
発
問

題
と
国
際
貿
易
交
渉
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

①
開
発
に
お
け
る
人
口

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
旧
来
の
開

発
理
論
で
は
H

数
は
力
な
り
u

で
人
口
の

多
い
こ
と
が
国
力
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て

き
ま
し
走
が
、
現
在
の
開
発
に
お
い
て
人

口
の
安
定
化
こ
そ
持
続
可
能
な
隠
発
を
実

現
す
る
よ
で
最
右
基
礎
的
な
条
件
で
あ
る

こ
と
が
解
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
人
口
の
増
加

率
は
各
国
の
努
力
で
安
定
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
人
口
に
は
そ
の
モ
メ
ン
タ
ム
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
日
年
程
度
は
躍
え
続
け

ま
す
。
人
口
構
造
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題

は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
の
総
数
は
泡
え
続

け
る
の
で
す
。
こ
の
人
口
の
安
定
化
が
凋

発
の
定
め
に
最
土
U

震
要
な
条
件
で
あ
る
こ

と
は
事
実
で
す
。

②
持
続
可
能
な
開
発
の
可
能
性
と
人
口
問
題

食
料
は
経
済
の
商
品
で
あ
る
前
に
人
が

生
き
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
の
ち
の
で
す
。

人
口
問
題
の
使
命
が
、
「
人
が
尊
厳
を
持
っ

て
人
間
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
ら
、
食
料
安

全
保
障
の
確
保
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
ち

の
で
す
。
現
実
的
に
日
本
が
そ
の
食
料
の

多
く
を
海
外
仁
依
存
し
て
い
る
現
実
を
考

え
だ
と
き
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
現
実
的
な
経
済
を

考
え
た
と
き
日
本
が
農
業
生
産
の
分
野
で

孤
立
主
義
を
と
る
こ
亡
な
ど
不
可
能
で
す
。

28 



ま
だ
日
本
の
農
業
後
継
者
の
問
鐙
は
深
刻

で
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策
を
大
き
く
転

換
し
な
け
れ
ば
怠
ら
な
い
こ
と
ち
事
実
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
食
料
生
産
の
現
状
と

地
球
環
境
、
そ
し
て
人
口
の
趨
勢
を
考
え

れ
ば
な
ん
と
し
て
で
ち
現
在
の
食
料
生
産

能
力
を
維
持
し
、
む
し
ろ
拡
大
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

現
在
、
也
界
の
食
料
輸
出
国
の
ほ
と
ん

ど
は
、
先
進
毘
で
工
業
分
野
の
利
話
を
農

業
分
野
に
移
転
し
、
途
上
国
で
生
産
す
る

よ
り
ち
安
い
食
料
品
を
輸
出
し
て
き
ま
し

だ
。
ど
う
考
え
て
ち
こ
の
よ
う
な
メ
力
一
一

ズ
ム
を
長
期
的
に
維
持
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
だ
オ
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ

一
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
は
自
然
環
境
の
豊
か

さ
と
人
口
の
希
薄
さ
か
ら
そ
の
食
料
生
産

に
対
す
る
優
位
性
を
主
張
し
ま
す
。
事
実
、

オ
ス
ト
ラ
リ
ア
や
一
一
ュ
ジ

i
ラ
ン
ド

が
開
発
し
だ
中
東
の
市
場
を
ヨ
ロ
ッ
パ

が
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
を
行
う
こ
亡
で
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
嘆
き
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
工

業
部
門
の
利
益
を
農
業
部
門
仁
移
転
し
て

農
業
翰
出
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

持続可能な農業開発と人口問題

人
口
の
希
薄
さ
と
高
度
な
技
術
、
自
然
環

境
の
豊
か
さ
で
食
料
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
何
の
問
題
ち
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。

先
日
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
走

と
き
に
こ
の
こ
と
を
実
感
し
ま
し
走
。
会

議
が
終
わ
っ
て
見
に
行
つ
だ
国
立
博
物
館

で
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は
ニ
ュ
ジ

ラ
ン
ド
に
対
す
る
白
人
の
入
植
の
歴
史
と

原
生
林
伐
採
が
同
時
に
描
か
れ
て
い
ま
し

定
。
そ
こ
で
解
つ
疋
こ
と
は
、
非
常
に
森

林
が
震
か
に
見
え
る
こ
ュ
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
す
が
白
人
入
植
後
わ
ず
か
1
0
0
年
で
、

そ
の
原
生
林
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
現
在
は
植
林
さ
れ
た
、
ち
し
く
は

再
生
さ
れ
た
こ
次
林
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
意
昧
す
る
こ
と
は

深
刻
で
す
。
つ
ま
り
草
地
と
し
て
羊
や
牛

の
放
殺
に
使
え
る
土
地
は
す
で
に
利
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
大
ま

か
に
い
っ
て
二

1
1一
ブ
ラ
ン
ド
に
は

1

億
頭
の
羊
・
ヤ
ギ
、

1
1
0
0
万
頭
の
牛

が
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
前
述
し
疋
モ
ン
ゴ

ル
の
換
算
式
を
使
え
ば
、
-
億
5
5
0
0

万
頭
の
羊
に
換
算
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
2

0
0
で
割
っ
て

5
を
か
け
る
と
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
草
地
が
扶
養
可
能
な
人
口
が

算
出
で
き
ま
す
。
そ
れ
は

3
8
7
万
5
0

0
0
人
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
二
ュ
ジ
ラ
ン
ド
人
口
が
約

4
0
0
万
人
で
す
か
ら
、
あ
れ
ほ
ど
白
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
二
ュ

i

一
ブ
ラ
ン
ド
で
す
ら
ほ
ぼ
生
態
系
か
ら
見

て
均
衡
に
達
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
驚
傍
の
事
実
で
す
。
仮
に

気
前
よ
く
あ
と
2
倍
程
度
の
人
口
扶
養
力
、

一
言
葉
を
代
え
れ
ば
食
料
自
給
を
達
成
し
疋

余
剰
食
料
生
産
が
可
能
で
あ
る
と
仮
定
し

ま
し
ょ
う
。
し
か
し
イ
ン
ド
だ
け
で
ち
毎

年
2
0
0
0
万
人
人
口
が
描
増
加
し
て
い
る

の
で
す
。
ア
ジ
ア
人
口
が
安
定
化
し
つ
つ

あ
る
と
い
っ
て
右
、
世
界
人
口
は
毎
年
8

0
0
0
万
人
弱
ず
つ
増
加
を
続
け
ま
す
。

そ
の
富
山
昧
で
は
仮
仁
完
全
な
自
由
化
を
果

た
し
、
出
較
優
位
の
原
則
に
基
づ
い
て
、

二
ュ
!
ジ

l
ラ
ン
ド
が
い
く
ら
躍
産
を
し

て
ち
規
加
し
続
け
る
人
口
仁
対
し
て
は
焼

け
石
に
水
な
の
で
す
。
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(
4
)
奈
渉
の
課
題

こ
の
よ
う
に
人
口
と
詩
続
可
能
な
開
発

と
い
う
視
点
か
ら
考
え
だ
と
き
に
、
交
渉

の
過
程
に
載
っ
て
い
な
い
重
要
な
問
題
が

い
く
っ
ち
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
だ
。

当
初
、

W
T
O
は
環
焼
条
件
な
ど
を
そ
の

受
渉
の
中
で
取
り
込
む
努
力
を
し
て
い
ま

し
た
が
い
つ
の
間
に
か
万
針
転
換
し
ま
し

だ
。
こ
れ
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
で
形
成
さ
れ
て
い
る
W
T
O
に
と
っ

て
環
境
問
題
は
あ
ま
り
に
乞
扱
い
に
く
い

問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
な
に
せ
嬰
素
が
多
様
す
ぎ
て
蓑
然

論
と
し
て
因
果
律
を
語
る
こ
と
は
で
き
て

右
、
必
然
的
な
鈎
果
連
関
を
一
加
す
こ
と
が

非
常
に
難
し
い
こ
と
。
さ
ら
に
康
境
問
題

は
、
経
済
学
の
前
提
で
あ
っ
て
、
通
常
意

識
さ
れ
て
い
な
い
課
題
で
あ
る
か
ら
で
す
。

ち
ち
ろ
ん
人
口
問
題
ち
同
じ
で
す
。

ち
う
1
つ
重
要
な
論
点
が
あ
り
ま
す
。

仮
に
経
済
学
の
理
論
の
土
俵
で
勝
負
し
疋

と
し
て
ち
経
済
学
が
万
能
で
は
な
い
こ
と

は
経
済
学
自
身
が
示
し
て
い
ま
す
。
経
済

学
理
論
の
中
で
ち
最
右
高
度
に
数
学
的
に

展
開
さ
れ
疋
ア
ロ
ー
の
一
般
均
衡
理
論
の

中
で
、
完
全
に
均
衡
が
達
成
さ
れ
、
効
用

の
最
適
化
が
行
わ
れ
た
と
し
て
ち
、
そ
れ

が
最
低
生
存
水
準
以
上
で
達
成
さ
れ
る
と

い
う
保
障
は
怠
い
、
と
い
う
こ
と
が
一
部
さ

れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
言
葉
を
代
え

れ
ば
経
済
学
的
に
理
想
的
な
状
態
を
達
成

し
た
と
し
て
ち
、
「
飢
え
て
死
ぬ
人
が
奇
在

す
る
か
ち
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
経

済
学
理
論
包
賓
が
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
5
)
ア
ジ
ア
の
戦
略

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
実
は
経
済

学
理
論
に
基
づ
い
て
例
外
な
き
自
由
化
を

行
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
危
険
か
解
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
論
法
を
展
開
す

る
と
、
日
本
は
自
由
貿
易
で
最
古
利
益
を

享
受
し
て
い
る
鹿
で
は
な
い
か
。
白
国
分
ば

か
り
が
一
人
勝
ち
し
て
、
抽
出
の
国
の
発
展

の
可
能
性
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
と
い
う
議
論
が
巻
き
起
こ
る
と
思
い

ま
す
。
事
実
、
製
造
業
の
分
野
で
の
日
本

の
層
際
競
争
力
が
現
在
の
日
本
を
つ
く
り

上
げ
、
そ
の
利
益
で
私
た
ち
は
豊
か
な
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
膨
大
な
食
料
輸
入

ち
こ
の
利
益
な
し
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
財
と
い
う
点
で
は
同
じ
か
ち
し
れ

ま
せ
ん
が
自
然
環
境
か
ら
の
制
約
と
い
う

点
で
、
第
1
次
産
業
と
第
2
次
産
業
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自

然
環
境
の
制
限
を
受
け
な
い
第
3
次
産
業

は
お
そ
ら
く
経
済
学
的
な
理
論
の
適
用
可

能
性
が
高
い
分
野
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
分
野
で
あ
っ
て
ち
部
の
意
昧
で
の
最
先

端
の
経
済
学
理
論
は
別
の
可
能
性
を
示
し

て
い
ま
す
。
複
雑
系
の
経
済
学
と
い
う
乞

の
で
は
、
完
全
競
争
の
中
で
は
寡
占
が
生

じ
、
結
果
亡
し
て
長
期
的
に
は
競
争
が
悶

害
さ
れ
る
と
い
う
ち
の
で
す
J

。
現
在
に
お

け
る
格
差
の
拡
大
を
見
れ
ば
複
雑
系
の
経

済
学
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

世
界
の
大
金
持
ち

3
人
の
総
資
産
は
、

世
界
の
最
貧
人
口

6
億
人
の
総
資
産
に
匹

敵
す
る
そ
う
で
す
。
ま
疋
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
な
ど
が
民
生
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
分
野

で
寡
占
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
す
。
現
在
で
ほ
と
ち
か

く
、
か
つ
て
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ソ
フ

ト
ウ
工
ア
の
優
位
性
は
、
そ
れ
が
優
れ
て
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い
る
か
ら
と
い
う
よ
り
、
多
く
の
人
が
使

っ
て
い
る
か
ら
生
じ
た
ち
の
で
し
た
。
そ

の
意
昧
で
は
、
実
は
完
全
競
争
と
い
う
ち

の
は
理
想
で
し
か
な
い
の
か
ち
し
れ
ま
甘

ん。

持続可能な農業開発と人口問題

日
本
を
は
じ
め
、
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
匿

の
人
口
密
度
は
高
<
、
そ
の
農
地
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
の
中
で
私
だ
ち

の
先
視
は
営
々
と
し
て
食
料
を
生
産
し
、

人
口
を
扶
養
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は

経
済
的
に
利
益
を
追
求
す
る
だ
め
に
行
わ

れ
て
き
定
乞
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、

人
々
が
地
域
で
生
き
る
た
め
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
定
。
食
料
生
産
と
祭
り
や
様
々
な

行
事
が
有
機
的
に
組
み
込
ま
れ
、
人
々
の

生
活
は
そ
の
リ
ズ
ム
の
中
で
行
わ
れ
て
き

ま
し
だ
。
ま
さ
し
く
生
き
る
価
値
そ
の
ち

の
だ
っ
た
と
い
っ
て
ち
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
少
な
い
農
地
の
中
で
高
い
人
口
密

度
を
支
え
て
生
き
て
き
た
ア
ジ
ア
の
人
々

の
知
恵
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
農

民
が
力
を
〈
一
口
わ
官
、
地
域
で
生
き
る
だ
め

の
食
料
生
震
を
行
い
、
そ
の
余
剰
を
販
売

し
て
き
走
の
で
す
。

前
述
し
疋
よ
う
に
、
食
料
は
不
足
す
れ

ぱ
お
そ
ら
く
政
治
期
と
な
り
ま
す
。
現
在

は
経
済
財
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

か
ら
、
経
済
原
則
が
あ
る
程
度
適
合
的
で

す
が
、
政
治
財
に
な
っ
た
と
き
に
は
当
然

経
済
財
を
支
配
す
る
経
済
原
則
が
適
用
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
↑
し
と
を
充
分

認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
簡
単
に
い
え
ば
、
現
在
適
用
さ
れ

て
い
る
ル
ル
は
恐
ら
く
あ
っ
さ
り
と
破

棄
さ
れ
、
一
一
顧
だ
に
さ
れ
な
く
な
る
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
な
っ
た
と
き

に
い
く
ら
地
団
太
を
踏
ん
で
ち
取
り
返
し

は
っ
き
ま
ぜ
ん
。

A

フ
私
た
ち
が
な
す
べ
き
は
公
正
な
貿
易

を
推
進
し
、
ア
ジ
ア
域
内
の
協
力
を
強
化

す
る
と
と
ち
に
、
各
国
で
そ
の
食
料
生
産

能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
努
力
を
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
国
際
的
な
食
料
貿
易
の
協
議
の

場
仁
、
経
済
学
的
な
理
論
に
基
づ
い
だ
経

済
的
な
協
議
ば
か
り
芥
戸
打
υ
う
の
で
は
な
く
、

環
境
や
人
口
扶
養
力
の
科
学
的
な
検
討
を

取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
患
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
現
在
、
自
由
化
の
急

先
鋒
と
な
っ
て
い
る
国
で
あ
っ
て
ち
そ
れ

ほ
ど
余
力
が
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
す
る

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
冨
で
適
池

適
作
を
促
進
し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
農
業

生
産
を
指
向
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

4
盤
国
会
議
員
活
動
、
が
果
た
し
た
役
部

同
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
で

は
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
国
会
議
員
活
動

を
政
策
的
仁
志
事
務
局
業
務
の
面
で
ち
支

援
し
て
ま
い
り
ま
し
だ
。
経
済
的
な
利
害

得
失
が
数
ヵ
月
の
幅
で
考
え
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
人
口
問
題
は
少
な
く
ち
勾
年

か
ら
お
年
、
長
期
的
仁
見
れ
ば
1
0
0
年

以
上
の
時
間
の
師
団
で
ち
の
を
考
え
ま
す
。

人
口
問
題
が
提
示
す
る
現
状
と
、
世
界
の

貿
易
交
渉
と
で
は
そ
の
論
じ
て
い
る
時
間
同

の
幅
が
あ
ま
り
に
ち
違
う
の
で
す
。
経
済

学
の
発
見
の
1
つ
に
つ
合
成
の
誤
謬
」
と

い
う
ち
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ミ
ク
ロ

に
お
い
て
最
適
な
ち
の
の
集
合
が
、
マ
ク

ロ
に
お
い
て
最
適
で
あ
る
と
は
い
え
怠
い

と
い
う
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。
本
来
時
潤

の
問
題
を
論
じ
た
議
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
時
間
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
ち
同
じ
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こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

2
1
3
力
月
で
最
古
利
益
が
山
山
る
と
い

う
こ
と
と
、

1
0
0
年
た
っ
た
と
き
に
最

ち
良
い
選
択
と
は
恐
ら
く
遣
う
の
で
す
。

国
会
議
員
活
動
の
中
で
ち
こ
の
問
題
は
意

識
さ
れ
て
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
包
会
議
員

を
中
心
に
世
界
に
こ
の
よ
う
な
考
え
万
を

発
信
し
て
き
ま
し
た
。
世
界
的
に
ち
1
9

9
4
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
だ
国
連
の
政
府
間
会
議
で
あ
る
「
国
際

人
口
開
発
会
議
(
|
C
P
D
)
」
と
河
時
仁

開
催
さ
れ
た
「
毘
際
人
口
開
発
議
員
会
議

(
C
P
P
D
)
」
で
そ
れ
を
発
信
し
ま
し

だ
。
そ
れ
か
ら
5
年
後
に
そ
の
進
捗
状
況

を
評
価
す
る
C
P
D
+
5
の
会
議
と
霞
際

議
員
会
議
(
i
F
P
)
が
開
催
さ
れ
ま
し

走
。
そ
こ
で
人
口
問
題
の
視
点
と
国
際
貿

易
交
渉
の
視
点
が
一
致
し
た
ち
の
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
決
議
が
な
さ
れ
、

ー

c
p
D
÷
5
の
国
連
総
会
文
書
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
だ
。

1
9
9
9
年
国
連
総
会
文
墨
田

(
〉
¥
ω
l日
」
¥
印
¥
k
y且
且
」
)

。
中
略
。
「
行
動
計
画
L

に
述
べ

ら
れ
て
い
る
人
口
関
連
の
目
標
や
政
策

が
、
環
境
や
通
商
な
ど
の
分
野
に
お
け

る
国
際
合
意
に
適
切
な
形
で
反
映
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
」出
説
明
凶

制
一

m
m
田

町

lmi制

帥

叫

刑

制

帥

h
刊

川

町

民

枇

m
鮒

叩

出
ω柳
町
一
同
町
町

民
ヤ
剖
丹

b
w
暗

部

5
終
わ
り
に

残
念
な
が
ら
こ
の
文
書
の
意
昧
は
充
分
に

理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
ぜ
ん
。
ご

参
加
の
皆
様
の
因
に
は
「
人
口
と
開
発
に

関
す
る
国
会
議
員
フ
ォ
ラ
ム
」
が
あ
り
、

私
だ
ち
と
共
伺
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
戻
り
に
な
っ
た
ら
自
国
の
人
口
と

開
発
に
関
す
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
連
絡

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
ア
ジ
ア
か
ら
人
類

の
未
来
に
ど
の
よ
う
な
発
信
が
で
き
る
の

か
、
ぜ
ひ
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
疋
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

W
T
O
体
制
下
で
各
国
の
農
業
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
こ
の
問
題
は
現
在
の
利

益
と
将
来
の
利
益
、
商
業
的
な
利
益
と
人

間
の
生
存
や
尊
厳
と
い
う
ち
の
を
い
か
に

謁
整
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
一
し
の

問
題
は
多
く
の
人
々
が
か
か
わ
り
、
利
害

が
錯
綜
し
決
定
的
な
回
答
が
出
ま
せ
ん
。

現
在
の
趨
勢
で
は
、
例
外
な
き
白
由
化
と

食
料
生
産
の
茜
業
化
の
万
向
に
あ
り
ま
す
。

現
代
社
会
が
市
場
を
中
山
と
し
定
社
会
で

あ
り
、
合
理
化
と
計
算
可
能
性
に
規
定
さ

れ
疋
社
会
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、

そ
れ
で
全
て
の
問
題
が
解
決
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
ゼ
ん
。

人
口
が
こ
れ
ほ
ど
培
大
し
、
ー
人
当
た

り
の
工
ネ
ル
ギ
|
消
費
量
が
こ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
っ
疋
現
代
仁
お
い
て
、
人
口
や
環

境
な
ど
こ
れ
ま
で
経
済
学
的
な
協
議
の
要

素
と
し
て
意
識
さ
れ
な
か
っ
主
要
素
を
充

分
に
取
り
述
む
必
要
が
あ
る
こ
と
は
紛
れ

ち
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
食

料
を
生
産
し
て
い
る
農
民
が
安
必
し
て
食

料
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
人
口

を
扶
養
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
め
に

は
ど
の
よ
う
に
し
疋
ら
良
い
の
か
、
ぜ
ひ

皆
様
で
ご
検
訟
い
た
だ
き
だ
い
と
思
い
ま

す
し
、
各
国
包
会
議
員
、
政
府
と
連
携
し
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て
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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問
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よ
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博
、
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フ
ィ
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ピ
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食
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危
機
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政
策
要
因
|

市
場
原
理
主
義
批
判
」
『
生
物
資
源
経
済
研

究
』
陥

B
、

2
0
0
0年
間
ば
月
、
間
山

i
u四
頁
。

(氾
)
<
o

↓03問
XCω
コ
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
ン
ザ
ン
大
学

学
長
。

1
9
9
9
年
ハ
グ
で
開
催
さ
れ
た

国
際
人
口
開
発
会
議
評
価
の
だ
め
の
臣
会
議

員
会
議
に
お
け
る
発
表
原
稿
お
よ
び
筆
者
に

よ
る
聞
き
取
り
。

(
悶
)
豆
一
見
立
一
ω
〈
〈
日
正
ヨ
ω問。一

2
0
0
2
他
が
提
唱

し
て
い
る
エ
コ
ロ
ジ
力
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
の
算
出
万
法
に
よ
る
。
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国際保健の新たな潮流と

ドツソ]ICAメ
国際協力機構 (JICA)理事

上田善久

本
年
、
日
本
で
開
催
さ
れ
る
、
「
第
4
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
L

と
「
G
B
洞
爺
淑
サ

ミ
ッ
ト
ヘ

そ
の
双
万
で
〔
保
健
分
野
〕
が

開
発
主
要
課
題
の
ー
っ
と
し
て
議
論
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
走
。
感
染
症
対
策
、
母
子
保
健
、

保
健
人
材
欠
乏
な
ど
は
個
々
人
の
白
線
に
立

っ
疋
『
人
筒
の
安
全
保
障
』
の
観
点
か
ら
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
墓
穫
と
な
る
保
健

シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
は
民
間
部
門
や
地
域
社

会
ち
巻
き
込
ん
だ
全
員
参
加
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
国
際
保
健
の
滞
流

に
対
し
J
l
C
A
は
ど
の
よ
う
に
取
り
紹
ん

で
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
つ

国
際
保
健
の
新
た
な
潮
流
一
一
極
際
社
会
の
認

識
の
高
ま
り
と
多
様
な
プ
レ

i
ヤ
i

2
0
0
0
年
の
国
連
ミ
レ
二
ア
ム
会
議
と

G
B
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
は
保
健
分
野
で
の
国
際

協
力
拡
大
に
向
け
て
大
き
な
道
標
と
な
っ

た
。
乳
幼
児
と
妊
産
婦
の
健
康
向
上
、
そ
し

て
感
染
症
対
策
の
3
項
目
は
国
連
採
択
開
発

巨
標

(
M
D
G
S
)
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
で

国
際
世
論
を
喚
起
し
た
。
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で

は
感
染
症
対
策
を
初
め
て
本
格
的
に
取
り
ょ

げ
、
そ
の
後
の

=
G
o
g
-
5
a
=
(感
染
症
対

策
の
定
め
の
鴎
際
基
金
)
設
立
に
繋
が
っ
た
。

米
国
ち
2
0
0
1
年
の
同
時
多
発
一
ア
口
を
契

機
仁
弱
発
援
問
僧
額
を
表
明
し
、

1
6
0
億

ド
ル
を
超
え
る
感
染
疫
対
策
を
約
束
、
ま
た

民
間
ゲ
イ
ツ
財
団
志
保
健
分
野
支
援
に
参
画

し
皿
山
億
ド
ル
に
及
ぶ
資
金
を
拠
出
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
巨
額
資
金
流
入
に

呼
応
し
て
飽
別
課
題
毎
の
国
際
パ
ト
ナ
!

シ
ッ
ブ
ち
次
々
と
設
立
さ
れ
走
。

増
大
す
る
途
上
国
負
担
と
求
め
ら
れ
る
援
助

協
調
一
万
、
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
個
別

プ
ロ
ジ
工
ク
卜
乱
立
は
途
上
国
側
に
大
き
な

負
荷
ち
生
ん
だ
。
保
健
省
関
係
者
は
事
業
ご

と
の
対
応
に
追
わ
れ
、
現
場
の
保
健
医
療
従

事
者
ち
各
種
研
修
や
個
別
進
出
掛
報
告
に
忙
殺

さ
れ
、
本
来
の
サ
ビ
ス
活
動
仁
支
障
が
生

じ
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
予
測
性
の
乏
し
い
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巨
額
の
支
援
事
業
は
持
続
性
の
あ
る
保
健
医

療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
難
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
支
援
国
・
国
際
機

関
は
重
複
防
止
、
手
続
統
一
化
を
含
む
援
問

協
調
を
強
く
推
進
し
、
昨
年
に
は
欽
州
諸
国

を
中
心
仁
、
保
健
分
野
で
の
度
聞
協
調
を
さ

ら
に
強
<
諮
っ
疋
国
際
保
健
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
ブ
が
提
唱
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
動
き
は
、

媛
的
手
法
を
財
政
支
援
裂
の
み
に
単
純
化
し

か
ね
な
い
危
倶
ち
有
し
て
い
る
が
、
援
問
効

率
化
と
途
上
国
側
負
担
軽
減
と
い
っ
た
視
点

か
ら
は
歓
迎
す
べ
き
流
れ
で
あ
る
。

援
助
の
多
様
化
の
中
で
減
額
さ
れ
る
日
本
の

O
D
A
予
算

近
年
、
我
が
国
O
D
A
は
紛
争
終
結
国
の

復
興
支
援
や
平
和
構
築
、
池
球
環
境
問
題
な

ど
の
新
疋
な
国
際
的
課
題
な
ど
対
象
の
憶
が

広
が
る
一
方
、

O
D
A
予
算
は
1
9
9
7
年

の
1
兆
1
6
8
7
億
円
を
ピ
ー
ク
に
漸
減

し、

2
0
0
7
年
度
に
は
7
3
9
3
億
円
に

、

ま
で
削
減
さ
れ
主
要
援
問
問
と
し
て
の
地
位

と
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

現
場
力
が
真
骨
演
の
J
I
C
A
メ
ソ
ッ
ド

こ
う
し
た
時
期
に
こ
そ
、
的
確
に
援
助

ー
ズ
に
応
え
る
質
の
高
い
事
業
が
求
め
ら
れ

る。

J

C

A
は
、
途
上
国
側
の
捲
続
性
あ

る
自
立
化
の
支
援
を
基
本
と
し
つ
つ
、
そ
の

実
施
に
は
専
門
性
・
経
験
に
富
ん
だ
国
内
外

の
機
関
と
連
携
し
て
援
助
人
材
を
確
保
し
、

政
策
レ
ベ
ル
か
ら
末
端
の
フ
ィ
ル
ド
ま
で

一
貫
性
を
持
っ
て
制
度
整
備
、
組
織
強
化
、

人
材
育
成
に
包
括
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

財
政
支
援
型
協
力
が
幅
増
大
す
る
中
で
、

一」~つ

し
疋
現
場
重
視
型
J
I
C
A
メ
ソ
ッ
ド
と
ち

い
う
べ
き
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
途
上
国

側
だ
け
で
な
く
他
の
緩
部
機
関
か
ら
ち
保
健

シ
ス
テ
ム
強
化
を
実
践
す
る
ち
の
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
特
仁
フ
ァ
ン
ド
型
の

援
邸
機
関
か
ら
は
資
金
を
確
実
に
吸
収
す
る

体
制
"
つ
く
り
の
支
援
機
関
と
し
て
J
i
C
A

へ
の
期
待
は
大
き
い
。

求
め
ら
れ
る
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
へ
の
対
応

人
的
・
知
的
援
闘
を
中
山
と
す
る
J
ー

c

A
事
業
は
、
将
来
の
制
度
構
築
を
見
据
え

疋
モ
デ
ル
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
型
案
件
が
多
い
。

従
っ
て
、

そ
の
事
業
効
果
を
拡
大
す
る
に

は
本
年
叩
月
に
合
併
す
る
J
B
I
C
借
款

事
業
は
ち
と
よ
り
、
官
民
の
悶
際
的
資
金

援
問
・
協
力
機
関
と
の
協
議
を
一
層
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
走
、

そ
の
定
め

に
は
再
現
性
の
高
い
工
ど
デ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
実
施
体
制
ち
求
め
ら
れ
る
の
で
、

O
な
ど
の
専
門
機
関
と
の
調
査
研
究
面
の

連
携
ち
必
要
に
な
る
。
さ
ら
に
援
助
事
業

の
質
を
確
保
す
る
に
は
専
門
家
等
援
肪
リ

ソ
ー
ス
の
健
保
と
強
化
ち
急
務
で
あ
り
、

合
後
と
ち
民
間
団
体
、
大
学
・
研
究
機
関
、

市
民
団
体
等
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

拡
大
し
、
途
上
国
保
健
分
野
で
の
人
材
育

成
-
組
織
強
化
と
い
う
難
鐙
に
ぜ
一

L8ω
コ=

で
取
り
絡
め
る
よ
う
な
国
内
環
境
を
醸
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 W 

H 
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「国際取引、持続可能な生産、

社会的責任について考えるJ

3
月
1
B
関
連
大
学
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

(
P
A
i
)
財
団
の
主
催
、

東
京
財
団
、
国
連
大
学
の
後
援
で
、
「
食
の

安
全
」
仁
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。

現
在
日
本
で
は
中
罰
か
ら
輸
入
さ
れ
疋

冷
凍
鮫
7
7
仁
農
薬
の
メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
が
混

入
さ
れ
た
事
件
が
起
こ
り
、

Z
O才
一
面
明
石
。
一
一

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
中
国
産
原
料
や
中
国

で
加
工
さ
れ
だ
食
品
に
対
苦
る
忌
避
感
が

高
ま
っ
て
い
る
。

現
在
日
本
の
食
料
自
給
準
は
初
%
を
切

り
、
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

特
に
加
工
食
品
の
分
野
は
労
働
コ
ス
ト
が

商
品
の
価
格
に
反
映
さ
れ
る
分
野
で
あ
り
、

中
居
へ
の
依
存
が
愚
ち
大
き
な
分
野
で
あ

る。
会
議
は
尾
辻
秀
久
一
元
厚
生
労
働
大
臣
の

「
日
本
の
食
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
と
課

題
L

と
題
し
定
講
演
か
ら
始
ま
つ
だ
。
午

前
中
は
ノ
ル
ウ
工
の
一
苅
厚
生
大
臣
ベ
ル

ナ
ー
-
ク
リ
ス
テ
ィ
博
士
が
議
長
を
務
め
、

オ
ビ
ジ
フ
ォ
・
ア
ギ
マ
ム
国
連
大
学
学

術
研
究
官
が
包
際
的
な
ガ
パ
ア
ン
ス
の
視

点
か
ら
、
中
国
の
食
の
管
理
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
中
国
の
食
の
安
全
の
責
任
者
で
あ

る
、
秦
貞
釜
中
関
疫
学
科
学
研
究
院
院

長
が
、
「
食
の
安
全
日
中
国
の
今
後
の
課
題
」

と
し
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
キ
ナ
|
中
関
〈
一
口

向
調
査
報
告
者
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
芥
戸
一
り
つ

だ。
午
後
に
は
、
広
中
和
歌
手
・
元
環
境
庁

長
官
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長

代
行
の
議
事
の
ち
と
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館

の
力
|
一
フ
・
ブ
ー
ン
ス
ト
ラ
参
事
官
が
、

「
食
の
安
全
・
持
続
可
能
な
開
発
・
社
会
的

責
任
に
基
づ
く
貿
易
と
国
際
協
力
」
に
つ

い
て
、
結
城
登
美
雄
・
民
俗
研
究
家
が

「
日
本
の
農
業
の
現
状
」
に
つ
い
て
、
木
村

毅
・
妹
の
素
品
質
保
証
部
長
が
「
日
本
の

食
の
安
全
の
実
態
企
業
の
役
割
」
に
つ

い
て
、
マ
ル
テ
ン
・
ア
ド
ル
フ
・
オ
ラ
ン

ダ

D
S
M
社

グ

ロ

パ

ル

マ

ネ

ジ

ャ

が
「
王

U
の
食
の
安
全
の
実
態
企
業
の

役
割
」
に
つ
い
て
、
安
井
美
紗
ヱ
7

・
東
京

財
団
広
報
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
が
「
食
安

全
と
国
際
取
引
に
関
す
る
日
本
の
消
費
者

の
視
点
L

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
つ

走。
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「食の安全jに関する国際ラウンドテ ブル

前
半
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
秦
氏
が
中
国

の
冷
凍
飯
7
7

へ
の
農
薬
混
入
問
題
は
、
残

留
農
薬
な
ど
の
問
題
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
人
為
的
な
犯
罪
で
あ
っ
疋
と
強
認
し
、

食
品
全
体
の
安
全
性
の
問
題
と
峻
別
す
べ

き
だ
と
訴
え
定
。
そ
こ
で
共
通
認
識
と
し

て
得
ら
れ
疋
結
論
は
、
国
際
的
な
食
品
の

安
全
基
準
を
形
成
し
、
そ
れ
に
全
て
の
悶

が
準
拠
す
る
こ
と
の
重
委
性
で
あ
る
。
そ

の
意
昧
で
は
国
際
標
準
化
機
構

(
S
O
)

な
ど
の
役
割
右
重
要
に
な
っ
て
く
る
ち
の

と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
結
城
氏
よ
り
毎
年
日
本
の
農
林
水
産
業

従
事
者
が

1
万
人
以
上
減
り
続
け
、
従
事

者
の
初
%
が
印
歳
以
上
、
百
歳
以
上
が

羽
%
と
梅
騰
な
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。
人
口
構
造
上
か
ら
ち
日
本
の
食
の

自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
若

者
が
農
業
に
参
入
し
な
い
理
由
の
一
つ
が

農
業
所
得
の
低
さ
に
あ
り
、
そ
れ
を
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
の
方
法
と
し
て

農
作
物
に
ち
農
家
希
望
価
格
の
よ
う
な
ち

の
が
あ
っ
て
ち
ょ
い
の
で
は
な
い
か
と
提

案
し
た
。

閉
会
挨
拶
で
広
中
議
員
は
、
会
議
を
要

約
し
た
後
、
食
品
の
製
造
、
流
通
、
消
費

に
は
信
頼
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
構
築
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

8
本
が
食
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
依
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
国
際
的
な
食

の
安
全
は
そ
の
ま
ま
、
日
本
の
国
民
に
と

っ
て
の
安
全
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
こ
の
会
議
は
時
宜
を
得
た
ち
の
で
あ

り
、
引
き
続
き
真
剣
に
議
論
す
る
べ
き
内

容
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
会
議
で
は
人

口
題
加
が
ち
た
ら
す
食
料
安
全
保
障
の
問

題
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
人
口
が

増
加
す
る
中
で
遺
伝
子
組
み
換
え
や
農
薬
、

化
学
肥
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
ち

事
実
で
あ
る
。
合
問
議
論
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
人
口
増
加
の
中
で
質
的
な
安
全
性
の

確
保
は
ち
と
よ
り
量
的
な
確
保
す
ら
ち
ど

こ
ま
で
可
能
か
、
深
刻
な
問
題
が
残
っ
た

と

い

え

る

。

(

楠

本

修

)
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第4関東京アフリ力開発会議(TICADIV) / 

北海道洞爺湖G8サミットに向けて

IPPFの提言「元気なアフリカは

元気な母親と子どもかSJ

IPPド資金調達オフィサー

百合中村

-
東
京
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
(
T
l

C
A
D
)
・
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
と
l
p
P
F
の
取
り
組
み

今
年
日
本
は
、
東
京
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
(
T
i
C
A
D
)
と
G
8
サ
ミ
ッ
ト
と

い
う
大
き
な
国
際
会
議
の
隠
催
地
と
し
て
、

世
界
か
ら
大
き
な
期
待
と
注
臼
を
集
め
て

い
ま
す
。

4
7

で
こ
そ
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発

は
、
ミ
レ
二
ア
ム
間
開
発
目
標
(
M
D
G
)

と
と
ち
に
、
表
舞
台
に
あ
が
る
機
会
乞
培

え
て
き
て
い
ま
す
が
、
第
1
回
東
京
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議
が
開
催
さ
れ
た
1
9
9
3

年
当
時
、
世
界
は
、
「
援
助
疲
れ
」
の
た
め

に
、
あ
る
い
は
他
の
課
題
に
気
を
と
ら
れ
、

ア
フ
リ
カ
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
τ
!
C
A
D
を
開
催
し
、
官

界
に
ア
フ
リ
カ
開
発
の
重
要
性
を
訴
え
、

共
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か
け
た
臼
本
の

先
見
の
明
と
士
山
は
、
高
<
評
価
さ
れ
る
べ

き
だ
と
患
い
ま
す
。

そ
の
後
T
C
A
D
は
、

5
年
毎
に
様
々

な
角
度
か
ら
ア
フ
リ
カ
開
発
を
考
え
る
フ
ォ

ラ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
4

ロ
B
と
な
る
4
7
年
は
、
「
元
気
な
ア
フ

リ
力
安
」
目
指
し
て
L

と
い
う
基
本
メ
ッ
セ
i

ジ
の
下
、
保
健
医
療
や
環
境
等
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
前
向
き
な
霊
化
を
後
押
し
す
る
だ
め

に
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
の
知

恵
と
資
金
を
結
集
す
る
場
と
な
る
予
定
で

す
。
す
で
に
そ
の
準
備
プ
ロ
セ
ス
は
善
々
と

進
み
、
ル
サ
力
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
東
京
存
」
含

む
世
界
各
地
で
関
係
者
閣
の
準
備
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
だ
。
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国
際
家
族
計
画
連
盟
(
l
p
p
F
)
は

国
連
人
口
基
金
(
U
N
F
P
A
)
や
国
連

児
童
基
金
(
ユ
二
セ
フ
)
と
と
ち
に
、
保

健
分
野
の
ク
ラ
ス
タ
!
・
グ
ル
ー
プ
(
臼

本
政
府
の
公
式
コ
ン
サ
ル
テ
i
シ
ョ
ン
・

1
ニ
ッ
ト
)
に
唯
一
の
市
民
社
会
邸
体
と

し
て
参
加
し
、
日
本
政
府
に
合
後
集
中
的

に
取
り
組
む
べ
き
ア
フ
リ
カ
開
発
の
重
要

課
題
・
優
先
す
べ
き
項
包
に
つ
い
て
の
提

一
一
一
一
口
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
i

p
p
F
ア
フ
リ
カ
地
域
事
務
局
は
、
日
本

政
府
や
ア
フ
リ
カ
連
合
(
A
U
)
と
合
同

で
人
筒
の
安
全
保
障
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ

地
域
会
合
を
開
催
し
だ
り
、
U
N
F
P
A

と
合
同
で
ア
フ
リ
カ
市
民
社
会
会
合
を
関



毘際家族計画連盟(lPPF)活動レポート-9

x 
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;県

催
す
る
な
ど
ア
フ
リ
カ
を
基
態
と
し
だ
T

i
C
A
D
の
準
備
プ
ロ
セ
ス
に
積
極
的
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ

5
の
準
備
活
動
の
集
大
成
と
し
て

ま
と
め

5
れ
る
横
浜
宣
言
や
行
動
計
画
等

の
T

C

A

D
本
会
議
の
成
果
は
、
可
能

な
限
り
7
月
の
北
海
道
洞
爺
湖
G
B
サ
ミ

ッ
ト
仁
引
き
継
が
れ
る
べ
き
ち
の
と
い
う

合
意
が
関
係
者
間
で
で
き
て
お
り
、
そ
の

実
現
仁
向
け
疋
日
本
政
府
の
仕
切
振
り
に

開
閉
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
旧
公
訴

湖
G
B
サ
ミ
ッ
ト
は
、

2
0
0
0
年
に

G

B
史
上
初
め
て
感
染
症
の
問
題
を
と
り
あ

げ
、
そ
の
後

2
0
0
2
年
の
世
界
工
イ

ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金

(
G
F

A
T
M
、
通
称
ゲ
ロ
パ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
)

の
発
足
に
つ
な
が
っ
疋
九
州
沖
縄
サ
ミ
ッ

ト
の
例
に
続
き
、

4
7
後
の
保
健
医
療
を
含

む
世
界
の
動
き
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

場
に
な
り
う
る
の
で
す
。

2

ア
フ
リ
カ
の
保
健
医
療
分
野
で
何

が
問
題
な
の
か

〈

1
)
ミ
レ
ニ
ア
ム
間
開
発
芭
標

(
M
D
G
)
i

進
捗
の
遅
い
M
D
G
4
と
M
D
G
5

2
0
0
2
年
に
開
催
さ
れ
た
冨
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
、

1
8
9
の
加
盟
国
代
表

は
、
引
世
紀
の
国
際
社
会
の
目
標
と
し
て
国

連
ミ
レ
二
ア
ム
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ

の
宣
言
は
、

ω年
代
に
開
催
さ
れ
疋
主
要
国

際
会
議
や
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
国
際
開

発
目
擦
を
統
合
し
、
共
通
の
枠
組
み
と
し
て

2
0
1
5
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
8
つ
の
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
中
間
同
点
に
あ
る
現
在
、
そ
の
う

ち
保
健
医
療
関
連
の
M
D
G
4
(乳
幼
児
死

亡
率
の
削
減
)
、

M
D
G
5
(妊
産
婦
の
健

康
の
改
差
己
、

M
D
G
B
(
Hー

v
/
工
イ

ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、
そ
の
他
の
疾
病
の
蔓
延
の

紡
止
)
の
進
鱗
状
況
が
非
常
に
遅
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
仁
、
母
ヱ
J

保
健
仁
関

わ
る
M
D
G
4
と
5
は
、
い
ず
れ
ち
見
落
と

さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
応
が

回
議
ち
急
が
れ
て
い
ま
す
。
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ヅラフに妊娠関連女性死亡数(10万出生当たり、2005年)

... 

45 途上自平均

先進国平勾
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資料:ユニセ7、TheState 01 the World's Children 2008 (12ページ)

母
子
保
健
へ
の
取
り
組
み
が
大
き
く
遅
れ

て
い
る
こ
と
は
現
状
か
ら
見
て
あ
ま
り
に
明

ら
か
で
す
。
毎
日
1
分
間
仁
1
人
の
女
性
が

妊
娠
か
出
産
が
理
由
で
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
は
1
9
9
0
年
か
ら
ほ
と
ん

ど
改
善
が
見
ら
れ
て
い
ま
ぜ
ん
。
そ
の
死
の

ω
%
が
途
上
田
で
、
ま
た
約
半
分
が
サ
ブ
サ

ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
で
起
き
て
い
ま
す
よ
。
同

地
域
で
は
、

2
0
0
5
年
、
ね
万
生
誕
生
当

た
り
、

9
2
0
人
の
母
親
が
妊
娠
・
出
直
径
が

理
由
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
数
字
は
先

進
国
平
均
で
は
8
人
仁
過
ぎ
ま
せ
ん
(
グ
ラ

フ
1
参
照
)
。

世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)
、
U
N
F
P

A
、
ユ
ニ
セ
フ
、
国
連
人
口
部
、
世
界
銀

行
の
〈
一
口
向
調
査

(
2
0
0
5
)
E
に
よ
る
と
、

女
性
が
妊
娠
出
産
を
理
由
に
命
を
落
と
す
確

率
は
、
日
本
で
は
1
万
2
7
0
0
人
に
1
人

に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
ア
フ
リ
カ
平
均
で
は
辺

人
に
1
人
、
そ
し
て
最
貧
国
の
1
つ
で
あ
る

こ
ジ
工

l
ル
に
い
だ
っ
て
は
7
人
に
1
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
全
年
間
妊
娠
数

(約
2
億

1
1
0
0
万
)
の
約
3
分
の

1

(
8
7
0
0
万
)
が
望
ま
な
い
妊
娠
で
、
約

4
6
0
0
万
が
人
口
妊
娠
中
絶
に
終
わ
っ
て

い
ま
す

2
0
し
か
し
約
2
億

1
0
0
万
人

の
女
性
が
避
妊
を
望
み
な
が
ら
実
行
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
最
新

(
2
0
0
0
1
2
0

0
6
年
)
の
推
計
で
は
、
途
上
国
の
妊
婦

4
人
中
1
人
は
、
技
術
を
持
っ
た
医
療
従

事
者
(
医
師
、
看
護
師
、
肪
産
師
)
に
よ

る
出
産
前
検
診
の
機
会
が
全
く
な
く
、

4

割
以
上
の
妊
婦
は
こ
れ
ら
の
医
療
従
事
者

か
ら
全
く
支
援
を
受
け
ず
仁
出
産
し
て
い

ま
す

1
3

特
に
ア
フ
リ
カ
の
農
村
部
で
は

医
療
従
事
者
支
援
を
受
け
る
割
合
は
位
%

と
1
9
9
0
年
代
か
ら
は
亡
ん
ど
変
わ
っ

て
い
ま
ぜ
ん

E
。

母
親
の
健
康
は
予
ど
ち
の
健
康
や
生
存

率
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
母
親
を

な
く
し
疋
新
生
児
が

2
歳
以
下
で
亡
く
な

る
健
率
は
、
母
親
が
生
存
す
る
新
生
児
に

出
し
て
3
j
m
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
(
立
。

毎
年
生
ま
れ
る
1
億

3
0
0
0
万
人
の
赤

ち
ゃ
ん
の
う
ち
、

4
0
0
万
人
は
生
ま
れ

て
1
ヵ
月
以
内
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
m
m
%
が
途
上
国
で
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た

1
力
月
以
内
仁
亡
く
な
る
赤
ち
ゃ
ん

の
半
数
が
生
ま
れ
て
M
時
間
以
内
に
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
く
が
母
親
が
健

40 



園
駅
で
、
衛
生
的
で
緊
急
時
に
ち
対
応
で
き

る
安
全
な
環
境
で
出
産
が
で
き
れ
ば
防
げ

る
ち
の
で
す
。
2
0
0
6
年
中
に
5
歳
未

満
で
亡
く
な
っ
た
予
ど

t
の
数
は
9
7
0

万
人
に
及
び
ま
す
。
そ
の
半
数
(
4
8
0

万
人
)
は
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
ち
だ
ち
で
し

だ
2
。
M
D
G
4
は
、
1
9
9
0
年
に
1

3
0
0
万
で
あ
っ
疋
こ
の
数
字
を
2
0
1

5
年
ま
で
に
5
0
0
万
に
減
じ
る
と
い
う

ち
の
で
す
。
一
し
の
自
擦
を
達
成
す
る
定
め

に
、
世
界
は
過
去
均
年
間
よ
り
ち
ゅ
倍
以

上
早
い
速
度
で
7

才
ど
ち
の
生
存
率
を
高
め

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

E
。

国際家族計画連盟(lPPF)活動レポート-9

近
年
什
|
〉
/
工
イ
ズ
は
、
ア
フ
リ
カ

の
女
性
の
閤
で
よ
り
急
速
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ア
フ
リ
カ
で
汁

i
V
と
と
ち
に
生

き
る
人
々
の
数
は
、
2
2
5
0
万
人
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
市
j

m

歳
の
女
性
で
は
、
同
じ
年
齢
層
の
男
性
に

也
較
し
て
2
倍
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

別
の
ア
フ
リ
カ
以
カ
国
で
実
施
さ
れ
た
調

査
に
よ
る
と
、
若
い
女
性
の
3
分
の
2
が

H
i
V
感
染
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
解
っ
て
い
ま
す
2
0

ま
た
、

H

V

陽
性
の
女
性
が
、

7
7
ど
ち

を
持
つ
こ
と
や
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
情

報
や
サ
ど
ス
を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
さ

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
国
連
人
口

基
金
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
妊
娠
中
の

女
性
で
は
8
%
に
し
か
H
ー

v予
防
に
関

す
る
教
世
間
や
サ
ー
ビ
ス
は
届
い
て
い
ま
ぜ

ん
。
国
連
合
同
工
イ
ズ
計
画

(
U
N
A

D
S
)
と
W
H
O
謁
べ
に
よ
る
と
、
2
0

0
5
年
中
0
1
は
歳
の
予
ど
ち
の
新
規
感

染
者
数
は
村
山
万
人
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

母
子
感
染
に
よ
る
ち
の
で
、
そ
の
9
部
が

ア
フ
リ
カ
の
予
ど
ち
で
し
た
。
グ
ラ
フ
2

で
ち
解
る
よ
う
に
汁

V
陽
性
の
予
ど
ち

(
0
1
同
歳
)
の
数
は
ア
フ
リ
カ
で
断
然
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
母
予
感
染
の
確
率

は
勾

l
ぬ
%
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

2
0
0
5
年
に
途
上
国
に
住
む
H
ー

v陽

性
の
母
親
で
母
子
感
染
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
疋
の
は
全
体
の
什
%
に
過
ぎ
ま
せ

ん
5
0

(
2
)
脆
弱
な
ア
フ
リ
カ
保
健
医
療
シ
ス
テ

ム
と
保
健
分
野
間
開
発
支
媛
の
マ
イ
ナ

ス
効
果

以
上
で
見
た
ア
フ
リ
カ
の
母
子
保
健
の

惨
状
は
、
脆
弱
な
保
健
シ
ス
テ
ム
と
い
う

鏡
に
映
さ
れ
た
像
で
す
。
つ
ま
り
、
母
予

保
健
の
状
況
を
売
れ
ば
、
そ
の
国
の
保
健

シ
ス
テ
ム
が
ど
れ
ほ
ど
効
果
的
仁
機
能
し

て
い
る
か
が
解
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア

フ
リ
カ
の
脆
弱
な
保
健
復
療
シ
ス
テ
ム
は
、

限
ら
れ
た
予
算
〈
口
、
絶
対
的
な
人
的
資
源

不
足
(
ア
フ
リ
カ
で
は
少
な
く
と
ち
百
万

人
の
保
健
医
療
従
事
者
が
緊
急
に
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
)
、
国
が
直
面
し
て
い
る
問

題
解
決
の
優
先
度
や
二

l
ズ
の
高
さ
に
応

じ
だ
計
画
・
戦
略
策
定
能
力
不
足
、
効

果
・
効
率
的
な
事
業
実
施
・
評
価
能
力
不

足
、
薬
品
等
の
関
連
物
資
不
足
、
効
果
的

な
物
資
供
給
シ
ス
テ
ム
や
情
報
シ
ス
テ
ム

の
未
整
備
、
ク
リ
二
ッ
ク
・
病
院
等
の
イ

ン
フ
ラ
不
足
と
い
う
多
く
の
懇
条
件
が
か

ら
み
あ
っ
た
深
刻
な
問
題
で
す
。
さ
ら
に
、

紛
争
や
不
安
定
怠
政
治
状
況
が
悪
化
さ
せ

て
い
ま
す
。

一
万
、
保
健
医
療
分
野
支
援
の
総
額
は

1
4
0
億
ド
ル
に
達
し
だ
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
詰
)
。
保
健
医
療
支
度
は
非
常
に
重

41 
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要
で
あ
り
、
大
き
な
効
果
を
生
み
出
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
同
時

に
、
途
上
国
の
保
健
医
療
分
野
支
援
に
携

わ
っ
て
い
る
ド
ナ

l
(羽
力
国
以
上
の
二
回

間
ド
ブ
|
、
お
の
国
連
機
関
、
勾
の
国

際
・
地
域
フ
ァ
ン
ド
、

ωの
グ
ロ
ー
バ
ル

保
健
イ
ニ
シ
ア
一
ア
ィ
ブ

)
B
が
そ
れ
ぞ
れ

の
都
合
で
以
下
の
よ
う
な
状
況
を
生
み
出

し
、
脆
弱
な
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら

に
逼
迫
さ
せ
て
い
る
聞
が
あ
る
こ
と
ち
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

・
ド
ナ
ー
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
国
家
計
画

に
含
ま
れ
な
い
持
続
不
可
能
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
媛
に
終
始
す
る
(
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
終
わ
っ
た
後
、
事
業
を
続
け
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
困
難
)
。

-
特
定
の
疾
病
対
策
な
ど
、
ド
ナ
か
ら

の
潤
沢
な
資
金
が
あ
る
分
野
の
事
業
が

集
中
し
て
実
施
さ
れ
る
(
事
業
の
内
容

は
必
ず
し
ち
国
家
の
二
ズ
や
優
先
度

に
合
っ
て
お
ら
ず
、
重
複
や
非
効
率
等

の
問
題
が
生
じ
て
い
る
)
。

・
ド
ナ
は
、
次
々
に
個
別
課
題
対
策
の

た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
乱
立
さ
せ
、

犯
自
の
支
援
ス
キ
ム
に
固
執
す
る

(
途
上
国
政
府
は
、
ド
ナ
ー
や
イ
二
シ
ア

テ
ィ
ブ
か
ら
の
異
な
る
要
求
に
対
応
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
)
。

ド
ナ
ー
が
支
爆
に
必
要
と
な
る
人
材
を

現
地
の
人
的
資
源
か
ら
引
き
抜
い
て
い

る
(
現
地
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
人
的

資
源
は
さ
ら
に
希
少
に
な
る
)
。

42 

(
3
)
効
巣
的
な
市
民
社
会
団
体
位
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
巴
根
ざ
し
た
活
動
と
ド

ナ
ー
か
ら
の
政
治
的
圧
力

ア
フ
リ
カ
の
市
民
社
会
団
体
は
ゴ
ミ
ユ

一
テ
ィ
に
根
ざ
し
だ
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
公
的
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
互
補
い
、

人
々
の
健
康
互
支
え
て
き
ま
し
走
。
過
去

印
年
以
上
に
わ
た
る
家
族
計
爾
運
動
の
歴

史
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
保
健

関
連
活
動
が
貧
困
層
や
社
会
的
弱
者
等
の

公
的
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
行
き
届
か
な
い

人
々
を
力
パ
し
、
高
い
効
果
が
あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
功
例

の
ー
っ
と
し
て
、
ガ

l
ア
の

p
p
F
加

盟
協
会
で
あ
る
ガ
ー
ナ
家
族
計
画
協
会

(
p
p
A
G
)
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
仁
根

ざ
し
た
活
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
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p
p
A
G
は、

1
9
7
4
年
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
事
業
を
他
仁
先
駆
け

て
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
同
事
業
は
、
効

果
を
認
め
だ
ド
ナ
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、

特
に
他
に
医
療
施
設
が
な
い
農
村
部
や
ガ

ー
ナ
北
部
の
貧
困
地
域
の
勾
以
上
の
コ
ミ

表 1: PPAGによるサ ビス提供実績の推移 (2002-2006)

PPAGサピス提供実績
ギャクルール導入前115' ギャデルル導入植

2002 2003 2004 2005 20日6

SRH調達I!i療サピス提供数・ 2，482，487 2，679，638 1，035，780 664，176 958，608 

男性用コンドーム配布教 6，518，572 4，411，437 2，755，060 3，506，479 3，190，861 

その他避妊具配布教舎盆 1，287，2円98 1，093，336 561.582 551，906 652，685 

コミュニティに筏ざしたボランティア数 1750 1685 760 650 761 

母子保銭、家E集計E豆、HIVカウンセリング、ST胎療、男性向けSRHサビス、中絶後ケア等
"女性用コンドーム経口避妊菜、注射語、ネJレモン避妊3妻、子宮内避妊具緊急避妊薬等

ュ
二
テ
ィ
で
の
活
動
に
拡
大
し
ま
し
た
。

同
活
動
は
、
家
族
計
画
に
限
ら
ず
、
出
産

前
検
診
や
子
ど
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

包
括
的
リ
プ
口
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
、

1
8
0
0
人
以
上
の
対
象

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
人
を
家
族
計
画
サ

ビ
ス
は
ち
と
よ
り
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル

ス
最
前
線
要
賓
と
し
て
教
育
し
、
必
要
に

応
じ
て
ク
リ
二
ッ
ク
に
取
り
次
ぐ
な
ど
村

人
が
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
と
し
ま
し

疋
。
そ
の
結
果
、

2
万
人
以
上
の
女
性
と

そ
の
予
ど
ち
が
ア
ウ
ト
リ
チ
に
よ
る
母

予
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、

3
万
8
0
0

0
人
以
上
の
女
性
仁
避
妊
を
可
能
と
し
、

8
0
0
0
人
以
上
の
人
々
が
S
T
|
治
療

を
受
け
ま
し
だ
。

2
0
0
2
年、

P
P
A

G
は
、
政
府
系
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

2

倍
に
当
た
る

6
5
0
万
倍
以
上
の
コ
ン
ド

ム
を
配
布
し
ま
し
た
。

p
p
A
G
に
よ

る
コ
ミ
ュ
一
一
テ
ィ
仁
根
ざ
し

E
活
動
は
、

多
く
の
望
ま
な
い
妊
娠
や
妊
産
婦
の
死
亡

を
予
防
す
る
こ
と
仁
大
き
な
効
果
を
あ
げ

ま
し
た
。
ま
だ
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
不
得

意
分
野
、
例
え
ば
若
者
を
対
象
と
し
走
H

i
v予
防
を
含
む
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
に
関
す
る
教
育
等
ち
p
p
A
G
の
よ
う

な
市
民
社
会
団
体
が
、
地
一
元
の
リ
ダ

や
宗
教
指
導
者
、
両
親
、
学
校
等
を
巻
き

込
み
、
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
走
。

し
か
し
、
こ
う
し
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
動
に
陰
り
が
出
て
い
ま
す
。
表
ー
は
、

2
0
0
2
年
か
ら

2
0
0
6
年
ま
で
の

p

p
A
G
の
サ
ビ
ス
提
供
状
況
で
す
。
全

て
の
項
目
で
提
供
し
疋
サ
ど
ス
が
半
減

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

2
0
0
1
年
1

月
に
再
導
入
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
に
よ
る
グ
ロ
パ
ル
・
ギ
ャ
グ
・
ル

ル
(
口
封
じ
の
世
界
ル
ー
ル
)
き
の
影

響
に
よ
る
ち
の
で
す
。

p
p
A
G
は
、
ア
メ
リ
カ
の
都
〈
一
口
の
冊
押

し
付
け
に
よ
っ
て
、
ガ
ー
ナ
で
合
法
の
救

命
に
関
わ
る
サ
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
医

学
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
知
識
を
伝
え

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
人
々
の
二

l
ズ
に
反
し
、
こ
れ
ま
で
に

培
つ
定
信
頼
を
裏
切
る
ば
か
り
か
、
再
臨
療

従
事
者
と
し
て
の
倫
理
に
反
す
る
と
し
て
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こ
の
ル
ル
の
受
け
入
れ
に
応
じ
ま
ぜ
ん

で
し
た
。
そ
の
結
果
、

p
p
A
G
は
直

接
・
間
接
的
費
用
を
含
め
約
2
0
0
万
ド

ル
の
フ
ァ
ン
ド
在
失
う
こ
と
と
な
り
、
活

動
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
P
P
A
G
の
活
動
に
頼
っ

て
き
だ
多
く
の
女
性
、
男
性
、
予
ど
ち
は

サ
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
走
。

最
ち
皮
肉
な
悲
劇
は
、
中
絶
を
減
ら
す
と

い
う
名
目
で
導
入
さ
れ
だ
は
ず
の
ギ
ャ

グ
・
ル
ル
の
結
果
、
危
険
な
中
絡
が
増

え、

p
p
A
G
で
は
中
絶
後
ケ
ア
提
供
数

が
急
激
仁
潟
大
し
だ
こ
と
で
す
。
一
し
の
悲

劇
は
、
ガ
ー
ナ
に
根
ら
ず
、
他
の
ア
フ
リ

カ
諸
国
で
ち
起
き
て
い
ま
す
。

3
.
l
p
p
F
か
ら
の
提
量
一
回
日

T
i
c

A
D
N
・
洞
爺
湖

G
8
サ
ミ
ッ
ト

で
国
際
保
健
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
る
べ
き
こ
と

T

C

A

D

N
と
岡
山
爺

淑

G
B
サ
ミ
ッ
ト
を
以
下
の
3
項
目
へ
の

取
り
組
み
を
震
要
課
題
と
し
て
世
界
に
呼

び
か
け
る
場
と
す
る
よ
う
提
言
し
ま
す
。

p
p
F
d
、

(
1
〉
ア
フ
リ
カ
の
母
手
保
健
の
改
善

若
丸
な
ア
フ
リ
カ
は
、
元
気
な
母
親
と

7
7
ど
ち
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
実
現
の

だ
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
し
て
き
定

ア
フ
リ
カ
の
母
子
保
健
の
改
善
仁
早
急
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
H

貼
り
ま
ぜ
ん
。
具
体

的
に
は
、
ま
ず
ソ
ブ
ロ
・
ヘ
ル
ス
サ
ピ

ス
を
充
実
さ
せ
、
誰
ち
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
ア
ク
セ
ス
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
女
性

が
家
族
計
画
や
中
絶
関
連
合
併
症
の
予

紡
・
治
療
を
含
む
包
括
的
な
り
プ
ロ
・
ヘ

ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
妊
産
婦
死
亡
率
を
ほ
ぼ

4
分
の
ー

に
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す

5
0

全

て
の

H

V

陽
性
の
女
性
が
自
分
の
身
体

と
生
ま
れ
く
る
7
7
ど
ち
の
両
万
を
守
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
ち
含
め
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

次
仁
、
女
性
が
妊
娠
期
か
ら
出
産
を
通
じ

て
訓
練
を
受
け
だ
朗
産
師
、
看
護
師
、
医

師
に
よ
る
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
利
居
者

負
担
額
の
問
題
へ
の
配
慮
亡
朗
産
師
、
看

護
師
、
窓
師
の
育
成
が
必
要
で
す
。
ま
走
、

出
産
持
・
直
後
の
緊
急
事
態
仁
早
急
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
女
性
と
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
予
ど
ち
が
子
選
れ
に
な
ら
な
い
で
緊

急
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
前
つ
く

り
ち
急
が
れ
ま
す
。

特
に

B
本
は
こ
の
分
野
で
は
自
ら
の
経

験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
は
、

人
間
を
中
の
に
す
え
た
家
族
計
画
を
他
の

寄
生
虫
額
除
等
の
他
の
公
衆
衛
生
課
題
へ

の
取
り
組
み
ゃ
教
湾
と
絡
み
合
わ
世
、
保

健
闘
や
倒
産
師
が
中
山
と
な
り
、
住
民
が

組
織
的
に
参
加
す
る
活
動
の
中
で
普
及
さ

せ
て
き
ま
し
だ
。
特
に
女
性
が
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
住
民
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
d

つ
く
り
仁
励
み
、
自
分
の
声
を
出
せ

る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
だ
こ
と
、

N

G

0
・
政
府
・
専
門
家
間
の
連
携
、
質
の
高

い
リ
ー
ダ
の
教
育
に
刀
を
入
れ
た
こ
と
、

有
効
な
教
材
を
開
発
・
改
善
し
、
活
動
の

経
済
的
自
立
と
そ
の
指
続
を
山
が
け
定
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
日
本
は
急
速
に
乳
鈎
児

死
亡
率
、
妊
産
婦
死
亡
率
の
大
幅
な
低
下

を
達
成
し
ま
し
た
。
↑
し
の
経
験
は
、
こ
れ

ま
で
ち
合
年
創
立
初
周
年
を
迎
え
る
日
本

の
代
表
的
な
N
G
O
で
あ
る
ジ
ョ
イ
セ
フ

等
に
よ
る
地
道
な
活
動
を
通
じ
て
中
国
等
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に
移
さ
れ
、
よ
り
現
地
に
会
っ
た
形
で
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
よ
り
広
く

生
か
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

草の根のサービス提供を担うIPPF加盟協会のボランティア(写真:IPPF/Jane Mingay) 

(2)
「
マ
プ
ト
行
動
計
画
」
等
の
ア
フ
リ
カ

保
健
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
支
援
と
ド
ナ
l

濁
調
整

持
続
す
る
成
果
を
生
み
出
す
た
め
に
ア

フ
リ
カ
諸
国
白
出
身
が
連
帯
し
て
続
け
て
い

る
努
力
を
尊
重
す
べ
き
で
す
。

2
0
0
7

年、

A

U
保
健
大
臣
は
「
ア
フ
リ
カ
保
健

戦
略

2
0
0
7
2
0
1
5
」
を
策
定

し
ま
し
定
。
こ
れ
は
、
既
存
の
全
保
健
関

連
の
戦
略
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
ア
フ
リ

カ
の
保
健
医
療
改
善
努
力
の
道
筋
を
一
部
す

ち
の
で
す
。
ま
だ
、
リ
ブ
口
ヘ
ル
ス
分
野

で
は
、

2
0
0
6
年
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
政

策
の
枠
組
を
実
施
す
る
た
め
に
「
マ
ブ
ト

行
動
計
画
2
0
0
7
1
2
0
1
0
L
が
ア

フ
リ
カ
連
合
で
採
択
さ
れ
ま
し
定
。
こ
う

し
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
自
身
の
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
在
尊
重
し
、
そ
の
実
施
へ
の
支
度
を

続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
マ
ブ
ト
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年

8
月
仁
東
京
で
(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開

発
協
会

(
A
P
O
A
)
と
「
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ラ
ム
L
(
A

F
P
P
D
)
が
開
催
し
た
「
T
i
C
A
O

N
と
G

B
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
持
続
弓
能

な
開
発
の
だ
め
の
人
口
・
保
健
・
地
域
相

亙
扶
闘
能
力
構
築
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
国
会
議
員
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議
」

で
採
択
さ
れ
た
提
一
言
つ
人
口
、
保
健
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
対
応
能
力
開
発
に
関
す
る

東京富一三=口

L
E
の
中
に
ち
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
疋
ア
フ
リ
カ
自
身
が
決
め
た

計
画
が
実
行
さ
れ
、
白
岡
努
力
が
持
続
し

て
い
く
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
支
媛
仁
あ
た
っ
て
は
、
ド
ナ

筒
で
の
調
整
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨
年

9
月
、
英
国
国
際
開
発
省

(
D
F
1
0
)

の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
国
際
保
健
イ
二
シ

ア
テ
ィ
ブ

(
i
H
P
)
が
始
ま
り
ま
し
走
。

l
H
P
は、

B
力
国
の
ド
+
ノ

i
国
(
英
国
、

ノ
ル
ウ
工

i
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
カ

ナ
ダ
)
、

7
力
関
の
途
上
唇
(
ブ
ル
ン
デ
ィ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
工
チ
オ
ピ
ア
、
ケ
ニ
ア
、

モ
ザ
ン
ピ
ー
ク
、
ネ
パ
ー
ル
、
ザ
ン
ビ
ア
〉
、
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9
つ
の
国
際
機
関

(
W
H
O
、
世
界
銀
行
、

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
、

G
A
V
1
5
、

U
N
F
P
A
、
U
N
A
i
D
S
、
ユ

セ

フ
、
関
連
開
発
グ
ル
ー
プ

(
U
N
D
G
)
、

欧
州
委
員
会

(
E
C
)
)
と
2
つ
の
他
ド
ナ

(
ゲ
イ
ツ
財
団
と
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
)

が
調
整
を
進
め
、

M
D
G
達
成
の
速
度
を

速
め
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
ち
の
で
す
。

途
上
国
自
身
仁
よ
る
目
に
見
え
る
結
果
を

出
す
定
め
の
包
括
的
計
画
の
策
定
と
そ
の

実
施
、
持
続
可
能
で
公
正
な
保
健
医
療
投

資
の
促
進
等
を
ド
ナ
は
合
同
で
支
え
、

途
上
国
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

す
る
と
い
う
こ
亡
で
す
。
こ
の
イ
二
シ
ア

テ
ィ
ブ
は
、
新
フ
ァ
ン
ド
が
立
ち
上
げ
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
根
本
精
神
ち

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
ブ
の
尊
重
と
協
認
を
掲
げ

る
「
支
援
効
果
を
あ
げ
る
だ
め
の
パ
リ
富
一

一
一
一
一
口
」
仁
共
通
し
た
ち
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
し
み
に
欠
け
る
と
い
う
声
ち
聞
か
れ
ま

す
が
、
「
調
禁
」
と
い
う
土
口
く
て
地
昧
な
テ

マ
に
コ
ミ
ッ
ト
し
直
し
、
新
定
な
試
み

を
始
め
た
こ
と
へ
の
評
価
は
高
<
、
そ
の

行
万
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

(
3
)
市
民
社
会
の
巻
き
込
み
と
コ
ミ
ユ
二

テ
ィ
伝
根
ざ
し
だ
活
動
へ
の
さ
ら
な

る
支
媛

日
本
の
開
発
支
援
の
根
底
を
な
す
「
人

間
の
安
全
保
障
」
を
実
現
す
る
だ
め
に
保

健
医
療
分
野
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、

人
間
(
女
性
、
男
性
、
子
ど
ち
)
を
中
心

に
す
え
、
保
健
サ
ど
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
充
分
で
な
い
人
々
に
ア
ク
セ
ス
を
可
能

と
し
、
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
康
改

善
の
た
め
の
能
力
強
化
に
凝
縮
さ
れ
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
前
述
の
ガ
ー
ナ
に
お
け
る

p
p
A
G
例
に
ち
見
る
よ
う
に
、
こ
の
実

現
の
定
め
に
、
脆
弱
な
保
健
医
療
シ
ス
テ

ム
の
下
、
長
年
仁
わ
た
っ
て
、
地
道
な
活

動
を
続
け
て
き
た
市
民
社
会
や
草
の
根
窃

体
が
ア
フ
リ
カ
に
は
多
数
あ
り
ま
す
。

i

p
p
F
の
加
盟
協
会
は
、
そ
の
代
表
的
な

ち
の
で
す
J

が
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
入
・

経
済
的
資
源
が
限
ら
れ
た
状
況
の
下
、

人
々
の
二
ズ
に
迅
速
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
、
同
時
に
は
リ
ス
ク
を
負
っ
て
、

資
源
を
最
大
限
に
生
か
せ
、
効
果
の
高
い

画
期
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
編
み
出
し
、
草

の
根
に
広
<
届
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て

き
ま
し
だ
。

ア
フ
リ
カ
の
女
性
と
7
7
ど
ち

の
命
を
救
い
、
健
康
を
改
善
す
る
た
め
に

は
、
経
験
と
知
識
の
宝
庫
で
あ
る
こ
う
し

た
市
民
社
会
団
体
を
重
要
な
戦
略
パ
ー
ト

ナ
ー
と
認
め
、
計
画
策
定
や
事
業
実
胞
に

積
極
的
に
巻
き
込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
証
明
し
て
き

走
最
右
現
実
的
で
効
果
の
一
品
い
万
涜
ー
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
巻
き
込
み
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
あ
る
資
源
(
人
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
)
の
能
力
を
強
化
し
有
効
仁
活
用
す
る

こ
と
ー
ー
に
よ
る
活
動
を
さ
ら
に
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
強
<
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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一
コ
田
三

O吋

M
D
D白

m
o
コ⑦の

Z
O
四

UO向
。
日

(什
)
2
0
0
1
年
ナ
イ
ジ
工
リ
ア
の
ア
ブ
ジ
ャ
で

採
択
さ
れ
た
ア
ブ
ジ
ャ
目
標
(
国
家
予
算
の

市
%
を
保
健
医
療
に
記
分
す
る
)
在
こ
れ
ま

で
に
達
成
で
き
た
の
は
、
ア
フ
リ
カ
臼
力
国

中
わ
ず
か
2
カ
固
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

国際家族計箇連盟(lPPF)活動レポートー9

(
位
)
互
舌
¥
¥
〈
〈
主
主
笠
一
且
白
O
〈
CTハ
¥
ヨ
且
凹

¥yoω
一号

出

ωOB庁
ωii古一個
C句、。
ωωω
。

(
同
日
)
王
昔
¥
¥
〈
〈
芝
2

2
一
再
開
O
く
CTハ
¥
ヨ
乱
開
¥
ヤ
JOω
一ヰ
J

出

ωoiRwi古一回
C句、。
ωωω
。

(
は
)
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ギ
ャ
グ
・
ル
ー
ル
と
は
、
レ

ー
ガ
ン
元
大
統
領
時
代
の
「
メ
キ
シ
コ
・
シ

テ
ィ
政
策
」
に
疏
を
発
す
る
ち
の
で
、
い
か

な
る
手
段
で
あ
れ
中
絶
に
関
わ
り
の
あ
る
組

織
に
は
米
政
府
は
資
金
庭
回
在
し
な
い
と
い

う
ち
の
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
で
は
こ
の

政
策
は
徹
回
さ
れ
だ
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

は
就
任
直
後
に
そ
れ
在
復
活
さ
せ
走
。
そ
の

結
果
、

U
N
F
P
A
や

i
p
p
F
怠
ど
主
要

な
家
族
計
画
組
織
へ
の
拠
出
は
停
止
さ
れ
、

世
界
の
女
性
の
健
康
と
生
命
に
深
刻
な
影
響

在
及
ぼ
し
て
い
る
。

(
市
)
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ギ
ャ
グ
・
ル

i
ル
は
、

2

0

0

1
年
1
月
に
導
入
さ
れ
だ
が
、

2
0
0
3

国語{草肢計亙連盟(lPPr=)とは

IPPFほ、 152力国田加盟協会E結ぶネットワ

つで、 180力冨で活動する世界最大掲の国

際NGOですむセクシャル/リブロタ‘クティ
ブ ヘルスとライツ(性と生殖に関する健康
と権利)分野の情報とサービスの提供者とし

て、まE推進者として活動しています。

年
ま
で
は

p
p
A
G
は
複
数
年
合
意
に
基
づ

い
疋
支
媛
在
受
け
る
こ
と
が
河
可
能
で
あ
つ
だ
。

(
市
)
↓
プ

O
「
ωコ
0
2
(
M
D
D白
)
豆

ω日
ヨ
ω一
的
仁
三
一
〈
ω一

的。可
5
m
m
x
o
o
c尽く
0
ω
cヨ
ヨ

ωミ
ヨ
ロ

ω問。

(行
)
A
P
D
A
「
人
臼
と
開
発
」

2
0
0
7
秋
季

口
百
八
通
刊

ω号
v
、
M
i
お
頁
に
全
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

(市
)
G
A
V

は、

2
0
0
0
年
に
設
立
さ
れ
た
、

発
展
途
上
国
の
予
妨
接
種
惑
の
低
下
に
対
応

~IPPF出掛川

し
、
か
か
る
低
下
と
戦
う
こ
と
を
臼
的
と
し

だ
開
発
ハ
ー
ト
ナ
|
(
途
上
国
・
ド
ナ
ー
政

府、

W
H
O
、
ユ
ニ
セ
フ
、
世
界
銀
行
、
ビ

ル
・
ア
ン
ド
・
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
隠
回
、

ワ
ク
チ
ン
業
界
、
研
究
学
的
機
関
、
公
共
保

健
機
関
、
非
政
府
組
織
等
)
に
よ
る
公
民
パ

ト
オ
シ
ッ
ブ
。

ibili Frorn汁101ωFみworldof 
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超少子化社会脱却のための政策課題

-
「
超
少
予
化
」
と
は
?

少
子
化
は
我
が
国
を
は
じ
め
多
く
の
先

進
諸
国
が
抱
え
る
深
刻
な
社
会
・
経
済
的

課
題
の

1
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
ち

な
い
。
親
世
代
の
人
口
と
子
世
代
の
人
口

が
等
し
く
な
る
よ
う
な
出
生
率
と
死
亡
率

の
水
準
で
あ
る
人
口
霞
換
水
準
は
、
先
進

匿
で
合
計
特
殊
出
生
率
(
T
F
R
)が
2
・
ー

の
水
準
仁
相
当
す
る
が
、
ヨ
ロ
ッ
パ
と

東
ア
ジ
ア
の
ぬ
以
上
の
国
々
で
は
こ
の
水

準
を
下
回
り
、

T
F
R
が
1
・
5
を
下
回

る
「
超
少
子
化
」
(
く
o
之一
0
2
4
0
3一一ぞ)と呼

ば
れ
る
現
象
が
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
1

9
9
0
年
代
前
半
か
ら
は
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
に
お
い
て
、

2
0
0
0
年
以
降
に

は
東
ア
ジ
ア
の
一
部
で
ち

T
F
R
が
1
・

3
未
満
で
推
移
し
、
「
「
0
2
2片一口くくすえ一一一之」

と
称
さ
れ
る
超
少
子
化
が
深
刻
化
し
て
い

る。
昨
年
ロ
月
間
M
B
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
主
催
(
読
売
新
間
後
援
)

「
第
ロ
ロ
厚
生
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

「
超
少
予
化
と
家
族
・
社
会
の
変
容
ヨ

ロ
ッ
パ
の
経
験
と
日
本
の
政
策
課
題
|
」

と
題
し
て
、
こ
の
よ
う
な
超
少
予
化
時
代

に
お
け
る
日
本
の
政
策
課
題
を
め
ぐ
っ
て

議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
定
。
同
セ
ミ
ナ

仁
は
、
海
外
か
ら
3
名
の
基
調
講
演
者
と
、

園
内
の
3
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
出
席
し
だ
。

向
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場
で
あ
る
国
連
大
学
国

際
会
議
場
に
は
1
0
0
名
を
超
え
る
参
加

者
が
集
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
少
7
7
化
問

題
に
関
す
る
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
ぜ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
開
始
に
あ
た
り
、
佐
藤
龍

三
部
・
河
研
究
所
濁
際
関
係
部
長
に
よ
り

問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
佐
一
勝
氏
は
、
現

在
の
日
本
が
直
面
し
て
い
る
厳
し
い
超
少

予
化
状
況
を
説
明
し
定
。

2
0
0
6
年
吃

月
に
陪
研
究
所
が
公
表
し
だ
新
し
い
将
来

推
計
人
口
の
中
位
推
計
に
よ
れ
ば
、

2
0

0
5
年
か
ら
2
0
5
5
年
に
か
け
て
T
F

R
は
、
ー
・
引

1
1
・

mの
範
屈
で
推
移

し
、
一
層
厳
し
い
少
子
化
に
陥
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。
次
仁
臼
本
の
超
少
子
化

の
原
因
を
整
理
し
、
中
で
ち
現
在
特
に
注

包
さ
れ
て
い
る
要
密
と
し
て
、
雇
用
の
不

安
定
化
に
よ
る
将
来
不
安
か
ら
、
青
年
の

「
成
人
期
へ
の
移
行
L

(
叶
可

ω
コ印一竺
O
コ
H
O

設
c
一歩
00且
)
が
遅
れ
て
い
る
点
、
職
業
生
、
活

と
家
庭
生
活
の
調
和
(
ワ

i
ク
ラ
イ
フ
パ
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ラ
ン
ス
)
が
溺
難
で
あ
る
こ
と
、
個
人
や

家
族
の
生
活
よ
り
ち
仕
事
を
優
先
さ
せ
る

「
企
業
風
土
」
が
あ
る
点
な
ど
を
紹
介
し
だ
。

-
超
少
手
化
の
愛
国
凶

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
T
F
R
が
1
・
3

を
下
回
る
超
少
7
7
化
が
1
9
9
0
年
代
初

め
仁
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
に
出
現
し
、

そ
の
後
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
南
欧
諸
国
、

中
東
欽
諸
国
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
フ
ラ

ン
チ
工
ス
コ
・
ビ
ラ
|
リ
教
授
(
ポ
ツ
コ

l
二
大
学
)
に
よ
る
基
調
講
演
に
よ
れ
ば
、

超
少
7
7
化
国
と
い
え
ど
ち
、
東
欧
と
南
放

に
は
少
7
7
化
の
要
因
に
遣
い
が
あ
る
。
東

欽
で
は
、
第
2
7
7
、
第
3
7
7
を
出
産
し
な

い
と
い
う
「
少
予
化
」
が
進
行
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
南
欧
諸
国
で
は
、
成
人

期
へ
の
移
行
の
「
超
遷
延
化
」
(
「
2
0
2

2
0
)に
よ
り
、
結
婚
・
出
産
年
齢
の
遅
れ
る

「
晩
産
化
L

が
進
行
し
た
。
南
欧
諸
国
で
の

背
景
に
は
、
不
安
定
な
若
年
労
働
市
場
の

影
響
に
よ
り
、
親
と
同
居
を
継
続
せ
ざ
る

を
得
な
い
若
者
が
急
増
し
、
自
立
が
阻
害

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
と

超骨子化社会脱都のための政策課題

い~つ。向
教
授
は
、
超
少
予
化
か
ら
脱
却
す
る

走
め
の
社
会
政
策
と
し
て
、
市
場
の
自
由

化
に
よ
る
ワ
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
促

進
す
る
こ
と
、
若
者
の
権
利
拡
大
を
通
じ

て
親
か
ら
の
経
済
的
自
立
を
促
進
す
る
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
中
で
ち
興
味
深
い

こ
と
に
、
同
教
授
は
、
若
者
の
権
利
拡
大

が
少
ヱ
J

化
対
策
と
し
て
有
益
で
あ
る
こ
と

の
一
例
と
し
て
、
欧
州
で
の
議
会
の
被
選

挙
権
取
得
年
齢
を
よ
げ
、
超
少
子
化
仁
悩

む
南
欧
諸
国
で
は
出
較
的
高
齢
で
の
被
選

挙
権
取
得
年
齢
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、

緩
少
子
化
国
で
あ
る
北
欧
な
ど
で
は
氾
歳

の
被
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う

相
関
関
係
を
示
し
た
。

ピ
ー
タ
!
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
毅
回
目
(
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
)
は
、
先
進
諸

冨
に
お
け
る
今
日
の
低
出
生
率
は
、
社
会

的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
経
済
的
リ
ス
ト
ラ
と

い
う
2
つ
の
大
き
な
社
会
経
済
的
変
化
の

波
仁
よ
っ
て
ち
走
ら
さ
れ
た
意
図
せ
ざ
る

結
果
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
2
つ
の
変
化

の
直
接
的
影
響
と
は
、
第
一
に
、
女
性
が

家
庭
外
で
活
躍
す
る
機
会
が
開
か
れ
た
ζ

と
に
よ
っ
て
男
女
平
等
が
実
現
し
た
こ
と
、

第
二
仁
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
が
激

化
す
る
中
、
男
女
間
わ
ず
、
活
者
の
リ
ス

ク
回
避
指
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

男
女
平
等
の
推
進
に
よ
り
、
女
性
は
男
性

と
対
等
な
立
場
を
得
疋
ち
の
の
、
ひ
と
走

び
出
産
す
れ
ば
、
こ
の
自
由
を
子
離
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
を
女
性
は
は

っ
き
り
認
識
し
て
い
る
。
家
族
形
成
は
女

性
に
と
っ
て
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
家
庭
と

そ
れ
以
外
の
仕
事
な
ど
の
機
会
を
両
立
で

き
る
と
い
う
確
信
が
持
て
な
い
限
り
、
結

婚
・
出
産
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。

同
教
授
は
、
男
女
平
等
を
ち
走
ら
す
社

会
的
諸
力
や
労
働
市
場
の
規
制
緩
和
の
流

れ
は
先
進
諸
国
に
共
通
し
て
い
る
に
ち
か

か
わ
ら
ず
、
先
進
諸
国
間
で
ち
出
生
率
の

差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
提
起

を
行
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
文
化
的

相
還
を
あ
げ
た
。
こ
の
棺
遣
は
、
「
家
族
と

国
は
別
で
あ
り
、
家
族
の
面
倒
は
国
の
介

入
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
家
族
で
見
る
べ

き
と
い
う
強
留
な
伝
統
的
価
値
観
の
寄
在
L

で
あ
り
、
そ
う
し
た
価
値
観
を
有
す
る
諸
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国
で
は
、
臨
家
に
よ
る
家
族
支
援
措
置
の

導
入
が
遅
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
疋
超
少
子
化
の
要
因
を
ジ
ョ
シ

ユ
ア
・
ゴ

i
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
(
マ
ッ

ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
人
口
研
究
所
長
〉
は
3

種
類
に
整
理
し
だ
。
そ
の
3
種
類
は
、
す

な
わ
ち
「
家
族
が
な
い
L

、
「
家
族
が
少
な

い
」
、
「
家
族
を
持
つ
の
が
遅
い
L

で
あ
る
。

ま
ず
「
家
族
が
な
い
」
と
い
う
特
徴
が
見

ら
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ス
ト
ソ
ア

で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
国
で
は
仕
事
と
家
庭

の
両
立
が
お
難
と
い
つ
だ
背
景
か
ら
、
家

族
を
持
つ
と
い
う
意
図
が
欠
如
し
て
し
ま

っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
「
家
族
が
少
な
い
」

と
さ
れ
る
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
な

ど
東
欧
諸
国
で
あ
る
。
「
家
族
を
掲
つ
の
が

遅
い
L

の
は
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ

リ
シ
ャ
な
ど
南
欧
諸
国
で
あ
り
、
こ
れ
に

は
成
人
期
へ
の
移
行
の
遅
れ
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
と
指
摘
し
走
。

-
家
族
形
成
と
雇
用
流
動
化

宮
本
み
ち
予
(
放
送
大
学
教
養
学
部
教

授
)
報
告
で
は
、
家
族
に
対
す
る
一
一
雇
用
流

動
化
の
影
響
を
成
人
期
へ
の
移
行
期
・
家

族
形
成
期
の
若
い
世
代
に
焦
点
在
当
て
て

検
討
し
、
現
在
日
本
で
進
行
し
て
い
る

「
会
社
福
祉
L

の
湾
縞
・
解
体
過
程
が
、
若

年
層
に
リ
ス
ク
を
負
わ
ぜ
る
形
で
進
行
し

て
い
る
事
実
を
指
摘
し
走
。

1
9
9
0
年

代
か
ら

2
0
0
0
年
代
前
半
期
に
非
正

規
・
非
典
型
一
雇
用
化
の
進
展
に
よ
り
不
安

定
雇
用
が
拡
が
り
、
企
業
に
よ
る
「
家
族

賃
金
L

と
企
業
福
祉
が
家
族
の
生
計
を
支

え
る
構
造
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
、
男
女
共
に

低
所
得
層
が
増
加
し
て
い
る
。
一
し
う
し
左

中
、
女
性
労
働
の
問
題
は
深
刻
化
し
て
い

る
。
現
在
の
不
安
定
一
雇
用
化
は
、
正
社
員

男
性
の
既
得
権
を
守
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
お
り
、
一
窪
田
出
形
態
の
多
様
化
は
、
限
定

的
で
あ
り
、
女
性
が
働
き
万
を
選
択
で
き

る
余
地
は
未
だ
少
な
い
。
そ
の
上
、
正
社

員
男
性
の
賃
金
ち
低
下
し
て
お
り
、
以
前

の
よ
う
に
女
性
が
専
業
主
婦
に
逃
げ
込
め

な
い
構
造
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
し
の
状
況

を
克
服
す
る
定
め
に
は
、
若
者
の
自
立
の

た
め
の
経
済
支
援
な
ど
、
家
族
形
成
期
で

あ
る
人
生
の
前
半
期
で
の
社
会
保
障
の
強

化
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
た
。

大
沢
真
知
?

7

(

日
本
女
子
大
学
人
間
社

会
学
部
教
授
)
報
告
で
は
、
ゲ
口

l
パ
リ

ゼ
|
シ
ョ
ン
に
よ
る
雇
用
・
労
働
の
影
響

の
側
聞
か
ら
、
出
生
率
低
下
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
大
沢
氏
に
よ
る
仮
説
は
、
出

生
率
が
低
下
し
続
け
る
国
で
は
中
核
労
働

者
に
対
す
る
一
雇
用
保
護
が
出
較
的
強
<
、

そ
れ
に
対
し
て
、
出
生
率
が
回
復
し
て
い

る
国
で
は
、
労
働
時
間
や
労
働
場
所
の
選

択
肢
を
提
供
す
る
こ
と
で
常
用
労
働
者
の

働
き
万
を
変
え
、
柔
軟
性
を
ち
た
ら
し
て

い
る
と
い
う
ち
の
で
あ
る
。
大
沢
氏
は
こ

れ
ま
で
の
先
行
諸
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
、

出
生
行
動
は
労
働
市
場
制
度
、
家
族
志
向

ゃ
っ
!
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
政
策
の
導
入

な
ど
制
度
的
背
景
の
相
還
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
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-
臼
本
の
超
少
予
化
対
策
へ
の
一
示
唆

会
回
の
超
少
予
化
対
策
を
め
ぐ
る
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
、
超
少
7
7
化
社
会
か
ら
脱

却
す
る
た
め
の
中
山
的
な
テ
マ
と
な
っ

疋
の
は
、
「
若
者
層
の
自
立
支
援
」
と
、

「
ワ
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
こ
れ
が
有
効
な
少
7
7

化
対
策
と
し
て
機
能
す
る
ま
で
に
は
ま
だ



超骨子化社会脱却のための政策課題

パネル・ディスカッションでは白熱した議論が続いた

多
く
の
困
難
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
企
業
の
中
核
社
員
は
過
剰
労
働
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
特
に
家
族

形
成
期
で
あ
る
加
代
後
半
か
ら
お
代
の
過

労
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

と
て
ち
妊
娠
や
出
産
、
育
児
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
他
万
で
フ
リ
タ
や
派
遣
労
働

者
な
ど
が
、
安
心
し
て
家
族
を
形
成
し
、

出
産
、
予
青
て
を
し
て
い
け
る
だ
け
の
職

や
所
得
を
獲
得
で
き
る
見
通
し
は
足
っ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
仮
に
運
良
く
正
社

員
に
な
れ
ば
、
子
づ
く
り
は
で
き
な
い
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
た
ま
ま
で
あ
る
。

雇
用
の
流
動
化
に
よ
っ
て
景
気
を
維
持
し

て
い
る
日
本
経
済
の
現
状
で
、
企
業
慨
に

ワ
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け

て
の
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は

あ
る
ま
い
。

未
だ
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
は

い
え
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

仁
向
け
て
は
明
る
い
兆
し
ち
見
え
る
。
内

閣
官
房
長
官
が
開
催
す
る
「
ワ
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」
は

昨
年
ロ
月
沼
田
、
年
次
有
給
休
暇
の
均
年

後
の
完
全
取
得
を
目
標
と
す
る
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」
と
、
「
仕
事
と
生

活
の
調
和
推
進
の
定
め
の
行
動
指
針
」
を

と
り
ま
と
め
、
福
田
総
理
大
臣
に
提
出
し

だ
。
労
使
、
政
宮
財
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を

超
え
て
、
本
セ
ミ
ナ
ー
が
提
起
す
る
よ
う

仁
若
年
間
四
の
自
立
促
進
と
ワ
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
が
実
現
で
き
、
子
ど
ち
を
望
む

人
々
が
安
出
し
て
産
み
・
青
て
ら
れ
る
環

境
が
整
備
さ
れ
る
日
が
一
刻
乞
早
く
訪
れ

る
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
だ
。
(
水
上
沼
二
)
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ナ}①ックセミILOパブリ

「アフリカにおけるディーセント・ワークの

む実現を目指してJ

停
滞
す
る
ア
フ
リ
カ
の
児
童
労
働
削
減

「
児
童
労
働
の
削
減
は
ア
フ
リ
カ
、
サ
ブ

サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
で
は
殆
ど
進
展
し
て

い
な
い
。
L

昨
年
ロ
丹
治

B
に
東
京
開
発
ラ
一
一
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
が
L
|
L
O
パ
ブ

ソ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る

デ

ィ

セ

ン

ト

・

ワ

ク

の

実

現

i
T
ー

C
A
D
N
に
向
け
て
|
」
で
小
笠
原
稔
氏
(

i
L
O
児
童
労
働
撤
廃
冨
際
計
画
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
)
は
そ
う
語
っ
た
。

4
7
年
5
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る

T
ー

C
A
D
W
(第
4
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
)

を
直
前
に
控
え
、

L
O
が
主
催
す
る
同

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
貧
困

削
減
、
生
産
的
な
雇
用
、
そ
し
て
デ
ィ

セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
(
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
)
に
つ
い
て
考
え
、
議
論

存
」
深
め
る
機
会
を
提
供
す
る
↑
む
の
で
あ
っ

定。
な
ぜ
ア
フ
リ
カ
で
の
児
藁
労
働
撤
廃
の

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

小
笠
原
氏
は
、
厳
し
い
貧
困
、
高
い
人
口

増
加
率
、
政
府
の
財
政
能
力
不
足
、
天
然

災
害
や
食
料
危
機
が
背
景
に
あ
る
と
い
う

見
解
存
」
示
し
た
。
そ
の
他
仁
工
イ
ズ
の
深
刻

な
拡
大
に
よ
る
孤
児
の
発
生
や
、
工
イ
ズ
の

発
病
に
よ
り
親
が
就
労
で
き
な
い
状
態
仁
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
う
事
情
な
ど
を
指
掲
し

た
。
ま
だ
不
安
定
な
政
治
状
況
の
だ
め
紛
争

が
頻
発
し
、
少
年
兵
と
し
て
動
員
さ
れ
教
育

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
ア
フ
リ
カ
特
有
の

問
題
が
あ
る
。

実
際
の
一
敗
、
こ
こ
数
年
ア
フ
リ
カ
は
、
鉱

物
資
源
等
の
価
格
上
昇
、
先
進
国
に
よ
る
債

務
削
減
措
嵩
な
ど
に
よ
り
堅
認
な
経
済
成
長

を
示
し
て
い
る
。

I
M
F
は
2
0
0
7
年
の

ア
フ
リ
カ
地
域
全
体
の
実
質
G
D
F
成
長
率

を
5
・
9
%、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
諸
国
で
は
6
・

3
%と
予
測
し
て
い
る
。
堅
調
な
経
済
成
長

を
示
し
て
い
る
ち
の
の
、
そ
の
伸
び
が
必
ず

し
ち
貧
困
削
減
に
反
映
注
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
現
実
が
あ
る
。
そ
の
原
因
の
1
つ
は
、

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
デ
ィ
セ
ン
ト
・
ワ

ー
ク
の
創
出
が
公
平
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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ア
フ
リ
カ
が
抱
え
る
困
難

i
L
O
を
中
心
に
各
問
国
際
機
関
や
N
G
O

が
デ
ィ
1
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
創
出
に
向
け
定



取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
に
ち
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
ア
フ
リ
カ
の
デ
ィ

l
セ
ン
ト
・

ワ
ク
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
が
停

滞
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
嶋
滋
氏

(
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
・
国
際
代
表
)

の
報
告
は
そ
の
原
因
を
的
確
に
説
明
す
る
。

ア
フ
リ
カ
で
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
が

占
め
る
出
重
が
古
同
<
、
契
約
に
基
づ
く
近

代
的
労
使
関
係
の
確
立
は
難
し
い
。
ま
だ

ア
フ
ソ
カ
で
は
低
い
労
働
生
産
性
の
た
め

低
い
収
入
し
か
得
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
教

育
機
会
ち
恵
ま
れ
な
い
と
い
つ
だ
「
貧
密

の
悪
循
環
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
陥
っ
て

い
る
と
い
う
。
こ
う
い
っ
左
低
生
産
性
と
、

活
律
の
規
制
の
温
か
な
い
非
近
代
的
雇
用

と
い
っ
た
事
憶
が
、
デ
ィ
セ
ン
ト
・
ワ

ー
ク
の
創
出
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
小

笠
原
氏
が
語
る
児
童
労
働
を
野
版
し
に
さ

せ
て
し
ま
っ
て
い
る
背
景
で
ち
あ
る
。

ま
た
小
松
原
茂
樹
氏

(
U
N
D
P
ガ
1

7
事
務
所
次
席
代
表
)
に
よ
れ
ば
、
ミ
レ

二
ア
ム
開
発
巴
標
の
達
成
に
向
け
て
順
調

な
進
勝
を
示
し
て
い
る
ガ

1
7
に
お
い
て

ち
、
深
刻
な
「
南
北
格
差
」
が
存
在
し
て

い
る
と
い
う
。
ガ
ナ
に
お
い
て
は
、
ま

ILOパブリックセミナーから

に
北
部
の
小
規
模
農
家
が
近
年
の
気
候
変

動
の
影
響
に
よ
る
干
ば
つ
や
洪
水
に
よ
り
、

以
前
よ
り
乞
脆
弱
性
が
高
い
立
場
に
置
か

れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
ガ

1
7

北
部
居
住
者
の
刊
%
が
貧
国
ラ
イ
ン
以
下

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
環
境
問
題
に
起
因
す
る
貧
密
問
題

ち
追
年
で
は
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

経
済
成
長
と
人
間
開
発
の
両
輪

実
は
ア
フ
リ
カ
は
、
児
童
労
働
の
よ
う

な
従
来
の
貧
密
問
題
だ
け
で
な
く
、
経
済

成
長
分
野
で
の
課
題
に
ち
直
面
し
て
い
る
。

官
界
銀
行
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所
長
の
ジ
ョ

ン
・
マ
ッ
ケ
ン
タ
イ
ア
|
氏
は
、
ウ
ガ
ン

ダ
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
高
い
経
済
成
長
率

を
示
し
て
い
る
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、
高
い

事
業
ゴ
ス
卜
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
に

投
資
の
停
滞
と
い
っ
正
経
済
成
長
の
函
で

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い
る
と
い

う
。
初
等
教
世
間
の
普
及
に
開
閉
し
て
両
国
で

引
%
、
位
%
の
就
学
率
を
達
成
し
て
い
る

ち
の
の
、
そ
の
後
の
中
等
教
育
の
拡
充
と

い
っ
た
問
題
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
た
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
。

マ
ッ
ケ
ン
タ
イ
ア

l

氏
は
、
「
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
経
済
成
長

の
走
め
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
保
健
衛
生
な

ど
の
人
間
関
発
投
資
の
双
方
を
実
施
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
濁
難
な
状
況
が
あ
る
L

と
指
摘
し
た
。

ア
フ
リ
カ
の
成
長
仁
向
け
て
の
課
題
は
、

同
様
に
田
中
香
織
氏
(
J
C
A
人
間
開
発

部
技
術
協
力
チ
ム
主
任
〉
ち
指
摘
し
て
い

る
。
同
氏
は
、

J
i
C
A
が
ア
フ
リ
カ
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
職
業
・
産
業
人
材
育

成
」
(
斗
O
口才コ一口

ω一<
O
口
ωdos-EEω
汁一
O
コ

↓
昌
一
コ
ヨ
加
↓
く

m
dに
つ
い
て
解
説
し
、
経
済

成
長
の
た
め
の
産
業
人
材
育
成
亡
、
貧
困

削
減
の
た
め
の
生
活
向
上
機
会
の
提
供
と

い
う
両
輪
の
支
援
の
重
要
性
を
強
諮
し
定
。

ア
フ
リ
カ
の
貧
困
削
減
と

デ
ィ
l
セ
ッ
ト
・
フ
i
ク
実
現
へ
の
課
題

ア
フ
リ
カ
の
貧
閤
削
減
と
デ
ィ
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
に
関
し
て
、
今
回
の

セ
ミ
ナ
を
通
じ
て
2
点
の
課
題
が
あ
る

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
経
済
成
長
と
人
悶
開
発
の
両

論
で
の
投
資
の
問
題
で
あ
る
。
依
然
と
し

て
児
蒙
労
働
削
減
で
は
停
滞
状
況
に
あ
る
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ビデオ会議システムでガーナと合ンザニア在中継した

ち
の
の
、
ア
フ
リ
カ
で
の
初
等
教
育
普
及

は
実
現
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
に
職
業
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
デ
ィ

l
セ
ン
ト
・
ワ
ク

の
飴
出
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
時
機
に
到
達

し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
経
済
成
長
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
科
学
技
術
投
資
、
科

学
技
術
人
材
湾
成
と
、
搭
続
的
な
人
間
開

発
の
た
め
の
保
健
衛
生
分
野
へ
の
投
資
、

初
等
教
育
普
及
の
両
面
ど
ち
ら
ち
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
限
ら
れ
た
緩
同
出

資
源
を
よ
り
効
率
的
に
配
分
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

第
二
に
、
農
村
都
市
筒
格
差
、
地
戚
悶

格
差
と
い
つ
だ
問
題
へ
の
対
処
の
必
要
性

で
あ
る
。
順
調
な
成
長
を
続
け
る
ア
フ
リ

カ
諸
国
で
色
、
近
年
は
気
候
変
動
の
影
響

な
ど
に
よ
っ
て
、
農
業
部
門
な
ど
で
は
よ

り
脆
弱
性
の
高
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
人
々
が
存
在
し
て
い
る
。
ア
フ
リ

カ
の
経
済
成
長
が
、
公
正
に
配
分
さ
れ
、

そ
の
果
実
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

依
然
と
し
て
ア
フ
リ
カ
の
貧
函
削
減
と

デ
ィ
1
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
に
は
多

く
の
困
難
が
待
ち
構
え
て
い
る
が
、
今
年

の
T
I
C
A
D
N
と
G

B
沼
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
を
契
機
亡
し
て
、
我
が
匿
を
は
じ
め
先

進
諸
国
各
国
、
国
際
機
関
、

N
G
O
等
が

協
力
し
、
ア
フ
リ
カ
変
援
へ
の
一
層
の
努

力
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(
水
上
裕
二
)
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ワークを通じて• 「ディーセント

平和を創る」

ー
口
付
叩
四
日
、
「
デ
ィ
1
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
平
和
を
創
る
」
と
題
し
た
セ
ミ

ナ
が
悶
際
労
働
機
関

(
L
O
)
と
平

和
構
築
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
。
ー

L
O
は
紛
争
後
の
復
興
過
程

仁
お
い
て
、
雇
用
創
出
や
生
計
手
段
の
回

復
、
ま
だ
経
済
の
活
性
化
を
通
じ
た
平
和

構
築
に
取
り
絡
ん
で
い
る
。

ル
フ
レ
ド
・
ラ
サ
ル
一
ア
・
オ
イ
レ

L

O
危
機
対
応
・
再
建
計
画
部
長
は
、
紛
争

後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
平
和
を
構
築
す
る

上
で
社
会
経
済
的
側
面
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
同
村
に
復
興
支
援
活
動
で
は
現
地
調

達
の
物
資
や
現
地
の
労
働
力
を
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
例
え
ば
、

職
業
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
現
地
の
人
々

を
事
務
員
、
運
転
者
、
通
訳
・
翻
訳
者
亡

い
つ
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
雇
用
し
、
ま
定
道
路
建
設
・
復
旧
工
事

で
は
現
地
の
資
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
空
雇
用
の
機
会
が
創
出

さ
れ
る
。
こ
れ
は

F
O口一
o
i
2
0
コ口ヨ一口

♀ヨ
O
コE
O
コ的

0
4
3
2
8コ
主
只
(
紛
争
復
興

仁
お
け
る
社
会
経
済
的
側
面
ご
と
呼
ば
れ

る
国
連
の
新
し
い
基
本
万
針
で
あ
り
、

仁一

う
し
た
国
擦
支
援
は
平
和
構
築
と
経
済
復

興
活
動
に
よ
り
大
き
な
効
果
を
期
待
で
き

る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
走
。

一
し
の
発
表
に
対
し
て
、
滝
田
洋
三
郎
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

(
U
N
H
C
R
)

駐
門
口
代
表
か
ら
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
で
毅

育
や
職
業
訓
練
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る

U
N
H
C
R
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
生
活

に
必
要
な
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
難

民
の
人
々
は
単
な
る
援
助
の
受
け
手
で
は

な
く
、
開
発
の
担
い
手
と
し
て
紛
争
後
の

復
興
に
貢
献
で
き
る
と
説
明
し
た
。

ま
走
、
テ
イ
ネ
・
ス
テ
ア
モ
ス
!
し

O

ス
リ
ラ
ン
力
事
務
所
長
は
、
現
在
、

i
L
O

ス
リ
ラ
ン
力
で
は
C
C
H
A
(
0
3
2
5汁
ξ
0

0
0ヨヨ一日
2

0コ
エ
L
3
2
L
Bコωヨ
〉
担
一
件
望
日
)

と
呼
ば
れ
る
メ
力
二
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
園
、

地
万
、
地
区
レ
ベ
ル
で
国
連
機
関
が
政
府

や
他
の
関
係
者
と
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

人
道
支
媛
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る

と
報
告
し
走
。
広
島
大
学
/
平
和
構
築
フ

ォ
ラ
ム
の
上
杉
勇
司
数
授
か
ら
は
、
自

身
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
工
の
経
験
を

ち
と
仁
、
ス
リ
ラ
ン
カ
ち
ア
チ
工
と
同
様

に
紛
争
地
域
で
あ
り
、
そ
の
中
で
津
波
復
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興
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
平
和
協
定

が
結
ば
れ
て
い
な
い
た
め
ブ
ロ
ジ
工
ク
卜

の
実
胞
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
指
摘
し

だ。
最
後
に
、
紀
〈
八
口
昌
彦
外
務
省
飽
際
平
和

協
力
室
長
は
、
ア
ジ
ア
の
若
い
専
門
家
を

平
和
構
築
の
担
い
手
と
し
て
養
成
す
る
こ

と
を
包
的
と
し
た
人
材
育
成
事
業
の
イ
ニ

シ
ア
一
ア
ィ
ブ
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
雇
用

と
デ
ィ
セ
ン
ト
・
ワ
ク
(
働
き
が
い

の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
|
尊
厳
が
あ
り
、

適
切
な
労
働
時
間
で
、
差
別
が
な
く
、
児

童
労
働
/
強
制
労
働
で
は
な
い
仕
事
)
を

通
じ
て
平
和
精
築
仁
貢
献
す
る
と
い
う

し
O
の
使
命
に
基
づ
い
て
い
る
。
デ
ィ
1

セ
ン
ト
・
ワ
ク
否
確
保
す
る
こ
と
で
、

人
々
は
物
質
的
に
ち
精
神
的
に
ち
紛
争
か

ら
復
興
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
特
に
若
い
男
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と

で
紛
争
に
関
わ
る
必
要
性
が
な
く
な
る
。

多
く
の
紛
争
地
域
で
は
、
人
口
鎗
加
の

圧
力
に
よ
る
環
境
悪
化
、
ま
た
持
続
不
可

能
な
生
産
活
動
に
よ
っ
て
資
源
が
枯
渇
し

た
ζ
と
が
要
因
と
な
り
、
紛
争
が
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
口
増
加
は

一
一
回
や
近
隣
諸
国
だ
け
で
は
な
く
、
世
界

全
体
の
環
境
悪
化
そ
し
て
紛
争
へ
と
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

l
L
O
の
こ

う
し
た
雇
用
と
デ
ィ
1
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

の
取
り
組
み
は
、
紛
争
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
復
興
す
る
助
け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

紛
争
の
再
発
防
止
の
鍵
と
な
る
ち
の
で
あ

る。

(工
i
ブ
リ
ル
・
ロ
レ
ン
ス
)
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ず口 パルヘルスに関する市民社会シンポジウム

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • グローバルヘルスに関する市民社会シンポジウム

ー
'
エ
一

?

a

ン

可

凶

ヤ

"

コ
酎

2

1

J
A

回
ル

円

巾

マ

一

ス

辺

市

H

夕
日
山
ツ

C

U
リ

ォ

吃

"""TICAD IVとG8サミットヘ向けて、
世界の市畏社会から、今、 日本への期待~

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
2
月
6
日
、
「
2
0
0
8
年
G
B
サ
ミ
ッ

ト
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
貧
困
開
発
1
ニ

ッ
ト
」
の
主
催
で
、
「
グ
ロ
パ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
市
民
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
L

が

開
催
さ
れ
だ
。
「
2
0
0
8
年
G
B
サ
ミ
ッ

ト
N
G
O
フ
ォ
一
フ
ム
L

と
は
、
今
年
7

月
に
開
催
さ
れ
る
G
B
洞
爺
淑
サ
ミ
ッ
ト

(
主
要
国
首
脳
会
議
)
仁
向
け
て
昨
年
1
月

に
結
成
さ
れ
た
N
G
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
り
、
「
貧
困
・
開
発
」
、
「
策
境
」
、
「
人

権
・
平
和
」
の

3
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
柱
と

し
て
、
現
在
1
0
0
を
超
え
る
国
内
N
G

O
が
政
策
提
言
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
一
蹟
と
し
て
開
催
さ
れ
た
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世
界
各
地
で
国
際
保
健

に
取
り
組
む
N
G
O
代
表
が
招
か
れ
、
報

告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
第

一
部
で
は
、
つ
貧
困
・
開
発
ユ
ニ
ッ
ト
」
サ

ブ
・
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
石
井
澄
江
(
財
)

家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
(
ジ
ョ
イ
セ
フ
)

事
務
局
長
が
、
「
国
際
保
健
と
G
8
1
日
本

の
市
民
社
会
か
ら

i
」
と
題
し
だ
基
調
講

演
を
行
い
、

2
0
0
0
年
の
九
州
・
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
つ
世
界

エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金

(
G
F
A
T
M
)
」
で
果
た
し
た
日
本
の
功

績
を
高
く
評
価
し
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
ち
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
保
健
分
野
へ
の
取
り
絡
み
を
質
・

量
と
ち
に
鉱
大
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
話
し
だ
。
そ
の
た
め
に
ち
、
国
内
N

G
O
が
先
進
国
・
途
上
国
の
N
G
O
と
連

携
し
、
国
際
協
力
の
拡
大
を
働
き
か
け
、

「
生
ま
れ
走
場
所
に
よ
っ
て
生
じ
る
格
差
を

少
し
で
ち
な
く
し
て
い
き
た
い
」
と
語
つ

-一。た
続
い
て
、
モ
ガ
・
カ
マ
ル
H
ヤ
ン
ニ
・

オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
・
ブ
リ
テ
ン
保
健
H
i

V
シ
ニ
ア
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
保
健

シ
ス
テ
ム
で
不
可
欠
な
要
素
は
、
「
イ
ン
フ

ラ
」
、
「
人
的
資
源
」
、
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
(
医

薬
品
亡
、
「
情
報
シ
ス
テ
ム
L

の
4
つ
で
あ

り
、
長
期
的
な
視
点
で
こ
の
問
題
仁
取
り

組
む
た
め
仁
は
、
資
金
の
拡
大
と
、
援
朗

受
入
国
の
政
府
、
国
連
機
関
、
ド
ナ

i
、

市
民
社
会
の
パ
ト
ナ
シ
ッ
ブ
の
護
委

で
あ
る
と
強
諮
し
た
。

「
ア
フ
リ
カ
公
衆
保
健
権
利
同
盟
・
何
%

ナ
ウ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
事
務
局
長
の
ロ
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ア
ィ
ミ
・
サ
ン
コ
レ
氏
は
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
政
府
に
対
し
て
国
の
予
算
の
市
%
を
保

健
支
出
に
当
て
る
こ
と
を
約
束
し
定
「
ア

ブ
ジ
ャ
宣
言
L

の
履
行
を
求
め
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ン
コ
レ
氏
は
、

ア
フ
リ
カ
の
保
健
問
題
の
一
因
は
医
師
・

医
療
従
事
者
の
絶
対
的
な
不
定
で
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は
世
界
銀
行
や
包
際
通
貨
基

金

(
I
M
F
)
が

1
9
8
0
年
代
か
ら
推

進
し
た
構
造
謁
整
計
画

(
S
A
P
)
に
よ

っ
て
、
保
健
医
療
分
野
向
け
の
国
の
予
算

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
だ
こ
と
が
あ
る
と
指

摘
し
た
。

ま
だ
、
ヴ
ァ
レ
リ
・
デ
フ
ィ
リ
ポ
国

際
家
族
計
画
連
盟

(
l
p
p
F
)
本
部
資

金
調
達
・
渉
外
・
広
報
部
長
に
よ
る
と
、

過
去

ω年
間
で
平
均
余
命
の
包
際
格
差
は

拡
大
し
て
お
り
、
日
本
で
は

2
0
0
4
壁

に
生
ま
れ
た
女
の
予
の
平
均
余
命
が
節
歳
、

男
の
予
は
ね
歳
で
あ
る
の
に
対
し
、
ジ
ン

パ
ブ
工
で
は
女
の
子
の
平
均
余
命
は
斜
歳
、

男
の
7
7
は
幻
歳
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
家

族
計
画
と
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

が
、
男
女
・
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
状
態
の

主
要
決
定
要
因
で
あ
り
、
そ
の
定
め
に
ち

ミ
レ
一
一
ア
ム
開
発
目
標

(
M
D
G
S
)
目

標
4

(
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
)
と
目
標

5

(
妊
産
婦
の
健
康
の
改
善
)
の
重
要
性

を
指
橋
し
た
。

ル

シ

・

シ

工

ジ

i
レ
・
工
イ
ズ

N

G

O
連
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
結
核
-

H

V

複
合
感
染
に
焦
点
を
当
て
、
結
核

は
治
療
や
予
防
が
弓
能
な
疾
病
で
あ
り
、

完
治
ま
で
に
必
要
な
6
力
月
間
の
治
療
費

は
途
上
関
で
は
わ
ず
か
間
ド
ル
で
あ
る
が
、

官
界
で
毎
年
2
0
0
万
人
が
結
核
で
命
を

落
と
し
て
い
る
と
話
し
た
。
特
に
、
ア
フ

リ
カ
地
域
の
工
イ
ズ
感
染
者
の
主
要
死
因

は
結
核
で
あ
り
、

B
本
が
結
核
対
策
で
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
百

本
の
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め
だ
。

続
い
て
行
わ
れ
だ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
「
頭
脳
流
出
し

と
「
移
動
の
自
由
」
の
ジ
レ
ン
マ
を
問
う

質
問
が
上
が
る
と
、
サ
ン
コ
レ
氏
は
、
こ

う
し
た
妊
産
婦
の
死
亡
は
病
気
で
は
な
く
、

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、

医
師
や
医
療
従
事
者
の
不
足
の
定
め
に
起

き
て
お
り
、
園
内
の
保
健
医
療
費
の
削
減

が
流
出
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
つ
く
り

だ
し
て
い
る
と
し
、
カ
マ
ル
H

ヤ
ン
二
氏

乞
、
医
師
や
医
療
従
事
者
に
適
正
な
給
料

亡
労
働
条
件
を
提
供
す
る
こ
と
が
解
決
策

で
あ
る
と
強
認
し
走
。

ま
た
、
日
本
が
で
き
る
技
術
協
力
に
関

す
る
質
問
が
上
が
り
、
日
本
の
最
新
の
技

術
・
機
器
や
医
薬
品
の
提
供
、
ま
た
専
門

部
練
の
協
力
を
求
め
る
意
見
が
あ
が
っ
た

中
で
、
石
井
氏
は
、
「
ツ

i
ル
だ
け
で
は
技

術
協
力
仁
な
ら
な
い
L

と
指
摘
し
だ
。
例

え
ば
、

B
本
の
母
7
7
手
帳
の
シ
ス
テ
ム
は
、

多
く
の
包
で
母
子
保
健
の
改
善
に
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
保
健
イ
ン
フ
ラ
が
撃
っ
て

お
ら
ず
、
非
識
字
率
の
高
い
ア
フ
リ
カ
で

は
成
功
を
収
め
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
「
ア

フ
リ
カ
に
あ
つ
だ
協
力
を
、
ア
フ
リ
カ
と

一
絡
に
考
え
、
長
期
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
定
。
会
場
か
ら
の
積
極

的
怠
質
疑
応
答
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
予
定
時
間
を
超
え
て
活
発
に
な
さ

れ
、
ア
フ
リ
カ
と
保
健
問
題
に
対
す
る
筒

ゅ
の
高
さ
と
、

T
I
C
A
O
N
と
G

8
サ

ミ
ッ
ト
の
日
本
開
催
に
対
す
る
期
待
が
伺

(
恒
川
ひ
と
み
)
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一
誌
上
再
録
⑥

著I人口・開発・貴寝を考えるi佐藤隆

人
口
• 
開
発

食
糧
を
考
え
る

• 

佐
藤

故佐藤隆衆議院議員
(さとう たかし)

元農水大臣、国際人口問題議員懇
談会 (JPFP)元代表幹事、国連開
発計笛 (UNDP)元顧問、人口と
開尭に関するアジア詰員フォーラ
ム (AFPPD)初代主量長、(財)ア
ジア人口・環尭協会 (APDA)創
始者・元理事長、国連平和書畳賞。

経

著

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
隠
発
協
会

(
A
P
D
A
)
は
、
昨
年

2
月
、
設
立
お
周
年
を
迎
え
た
。

A
P
D
A
の
原
点
は
、
国
会
議
員
活
動
を
通
じ
て
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
諸
問
題
」
の
解
決
に
取
り
組
み
、
人
類
と

地
球
の
平
和
な
共
生
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

人
口
と
開
発
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
肖
ま
る
こ
の
世
同
会
に
、
改
め
て
A
P
D
A
創
設
者
で
あ
り
、

こ
の
問
題
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
故
佐
藤
径
氏
(
元
農
水

大
臣
、

A
F
P
P
D
初
代
議
長
、
一
M
A
P
D
A
理
事
長
)
が

そ
の
思
い
を
記
録
し
た
著
書
「
人
口
・
開
発
・
食
糧
を
考
え

る
」
を
取
り
上
げ
、

8
図
に
分
け
て
迷
載
し
、
あ
る
日
出
会
議

員
の
視
点
と
先
見
性
、
そ
の
足
跡
を
再
録
し
て
み
た
い
。

同
書
は
す
で
に
純
版
と
な
っ
て
お
り
、
再
刊
を
望
む
声
が

強
い
た
め
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

(
役
続
・
表
記
等
は
著
作
の
ま
ま
で
掲
載
)

名
勺
》
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第

二

部

課

題

と

提

言

!
人
口
・
開
発
・
食
糧
問
題
巴

関
す
る
論
文

ア
ジ
ア
の
課
題
と
二
十
一
世
紀
位

向
け
て

は
じ
め
に
l
世
界
人
口
の
爆
発
的
増
加
と
ア
ジ
ア

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
人
類
の
歴
史
在
、

そ
れ
以
前
の
長
い
時
代
と
根
本
的
に
異
な

る
新
し
い
時
代
を
区
別
す
る
重
大
な
分
水

嶺
と
な
っ
疋
。
ち
っ
と
ち
注
包
す
べ
き
変

化
は
人
口
の
爆
発
的
増
加
で
あ
る
。

一
九
世
紀
の
一

0
0年
間
の
官
界
人
口

の
年
平
均
増
加
率
は

0
・
五
%
、
そ
し
て

や
っ
と
こ

O
世
紀
の
前
半
に
は

0
・
八
%

と
高
い
増
加
率
を
示
す
に
至
つ
だ
。
と
こ

ろ
が
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら

わ
ず
か
一

O
年
後
仁
は
、
い
っ
き
ょ
に
年

率
一
・
八
%
仁
、
そ
し
て
一
九
六

0
年
代

の
後
半
に
は
年
準
二
%
を
超
え
る
に
套
っ

た
。
こ
れ
は
、
合
世
紀
前
半
十
の
年
増
加
率

の
二
・
五
倍
、
前
世
紀
の
四
倍
亡
い
う
高

さ
で
あ
る
。
年
率
二
%
の
増
加
率
は
、
そ

れ
が
続
く
と
三
五
年
間
で
人
口
が
二
倍
に

な
る
速
度
で
あ
る
。

地
球
上
の
人
口
が
初
め
て
一

O
億
に
達

し
た
の
は
だ
い
だ
い
一
八

O
O年
頃
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
地
球
上
に
人
類
が
出
現

し
て
か
ら
、
一
二

O
O万
年
あ
る
い
は
四

O

O
万
年
と
一
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
人
類

が
一

O
億
仁
達
す
る
ま
で
に
は
こ
の
よ
う

に
何
百
万
年
ち
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
生
物
と
し
て
の
人
閣
が
こ
こ
ま
で
増

加
す
る
ま
で
に
は
、
飢
程
、
伝
染
病
、
自

然
災
害
と
か
、
あ
る
い
は
他
の
生
物
と
の

戦
い
、
人
間
同
士
の
争
い
と
い
っ
疋
絶
滅

の
危
機
を
回
避
し
な
が
ら
一

O
億
に
到
達

す
る
ま
で
に
は
異
常
に
長
い
期
間
が
必
要

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
最
初
の
一

O
億
が
達
成

さ
れ
だ
あ
と
、
次
の
一

O
憶
が
追
加
さ
れ

て
二

O
憶
と
な
つ
だ
の
は
一
九
一
二

0
年
頃

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一

O
億
の

矯
加
に
は
一
八

O
O年
か
ら
一
九
一
一
一

O
年

ま
で
の
二
ニ

O
年
し
か
か
か
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
次
の
一

O
億
の
増
加

に
は
わ
ず
か
三

O
年
(
一
九
一
二

O
年
の
二

O
婚
が
一
九
六

O
年
仁
は
二
一

O
鎮
守
さ
ら

に
次
の
一

O
億
の
場
加
に
は
な
ん
と
十
五

年
(
一
九
七
五
年
に
四

O
億
と
な
っ
た
)

し
か
か
か
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
ム
コ
年

の
中
頃
(
一
九
八
七
年
)
に
は
五

O
億
に

達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
だ

と
す
る
と

g
O億
か
ら
五

O
億
へ
と
一

O

億
増
加
す
る
の
に
一
九
七
五
年
か
ら
一
九

八
七
年
ま
で
の
わ
ず
か
十
二
年
に
す
ぎ
な
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一
し
の
有
史
以
来
の
世
界
人
口
の
増
加
率

の
出
現
は
、
我
々
人
間
が
こ
の
よ
う
に
し

て
増
加
を
続
け
た
と
す
る
な
ら
ば
、
地
球

上
で
し
か
生
き
て
い
け
な
い
人
類
は
生
存

を
維
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
深
刻
な
地
球
規
模
的
な
人
口
問
題

を
ひ
き
お
↑
し
す
に
至
っ
た
。
地
球
の
資
源

に
は
ま
だ
ま
だ
余
力
が
あ
り
、
科
学
・
技

術
の
進
歩
ち
十
分
に
期
待
で
き
る
と
い
う

理
由
で
楽
観
論
ち
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
地
球
自
体
の
ち
っ
て
い
る
人
間

扶
養
力
は
無
限
で
は
な
く
、
有
限
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
以
上
、
人
間
と
い
う

生
物
だ
け
が
無
限
に
準
加
し
て
い
く
↑
し
と

は
不
可
能
で
あ
る
。



著

世
界
人
口
全
体
は
「
宇
宙
船
地
球
号
L

に
乗
り
合
世
て
い
る
運
命
共
同
体
の
仲
間

で
あ
る
と
い
っ
た
考
え
か
だ
、
あ
る
い
は

「
か
け
が
え
の
な
い
地
球
」
と
い
つ
だ
表
現

が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な

地
球
上
に
お
け
る
世
界
人
口
の
未
曽
有
の

激
増
が
始
ま
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地

球
上
の
人
口
激
躍
の
影
響
に
つ
い
て
の
衝

撃
的
芯
報
告
書
が
、
ア
メ
リ
カ
の
学
者
定

ち
に
よ
る
『
成
長
の
限
界
』
(
一
九
七
二
年
)

で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
現
在
の
人

口
増
加
率
(
一
九
七

O
年
頃
)
と
経
済
成

長
率
(
一
九
七

O
年
頃
)
が
持
続
し
て
い

く
と
す
る
と
、
二
一
世
紀
の
中
間
隔
に
は
食

糧
不
足
と
環
境
汚
染
に
よ
る
死
亡
率
の
急

激
な
増
大
に
よ
っ
て
人
類
は
破
局
に
直
面

す
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
球
上
の
人
口
増
加
に
つ

い
て
の
危
機
的
意
識
は
、
国
連
を
中
ゆ
と

す
る
国
際
機
関
あ
る
い
は
世
界
の
専
門
家

に
よ
る
研
究
を
通
じ
て
、
個
々
の
国
々
の

政
府
に
浸
透
し
、
家
族
計
画
に
よ
る
出
生

率
の
引
き
下
げ
、
人
口
潜
加
抑
制
の
積
極

的
な
活
動
が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ

の
成
果
は
よ
う
や
く
一
九
七

0
年
代
の
後

I人口・開発・童糧を考えるj佐藤隆

半
頃
か
ら
表
わ
れ
始
め
、
世
界
人
口
の
憎

加
率
は
年
率
二
%
を
割
り
、

4

7

8

で
は

・
六
%
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
き
て

い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
望
ま
し
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
他
万
に
お
い
て
楽
観
を
許

さ
な
い
要
閣
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
第
一
は
、
人
口
鷺
加
率
は
低
下
し
て
き

た
が
、
な
お
高
水
準
で
あ
る
た
め
、
実
際

の
人
口
増
加
数
は
ま
だ
ま
だ
減
少
し
な
い
。

だ
と
え
ば
、
一
九
八

o
i八
五
年
の
年
平

均
燈
加
数
は
七
七
八

O
万
人
で
あ
る
が
、

一
九
九
五

i
二
O
O
O年
の
年
平
均
増
加

数
は
八
九
六

O
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

前
の
五
年
間
の
年
平
均
理
加
率
は
一
・
六

七
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
の
五
年
間
の

そ
れ
は
一
・
五
二
%
と
か
な
り
の
低
下
を

示
し
て
い
る
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、
年
増
加

数
で
は
反
対
に
約
一
二

O
O
万
人
ち
増
加

す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
は
、
最
近
の
人
口
増
加
率
の
低
下

は
、
と
く
に
中
国
と
い
う
医
大
人
口
の
出
増

加
準
低
下
の
成
功
の
影
響
が
大
き
い
。
し

か
し
、
な
お
開
発
途
上
国
の
人
口
僧
加
率

は
な
お
年
率
二
%
を
超
え
て
お
り
、
楽
観

を
許
さ
な
い
こ
と
。

第
一
二
は
、
開
発
途
上
国
で
右
人
口
世
田
加

率
低
下
の
傾
向
が
一
般
に
み
と
め
ら
れ
る

が
、
州
出
万
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
に

人
口
爆
加
率
が
増
大
し
、
年
率
一
二
%
に
ま

で
達
し
て
い
る
地
域
ち
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
世
界
人
口
の
未
曽
有
の
館
大
傾
向
に
つ

い
て
と
く
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
揺
加
の

大
部
分
は
ち
っ
ぱ
ら
開
発
途
上
国
仁
お
い

て
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

4
7

目
、
開
発
途
上
国
と
よ
ば
れ
て
い
る
国
の

ほ
と
ん
ど
は
、
戦
前
に
は
欧
米
諸
包
の
植

民
地
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
地
域
は
独
立
を
達
成
し
、

今

B
の
開
発
途
上
地
域
と
し
て
区
民
さ
れ

て
い
る
。
先
進
地
域
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
、

才
セ
ア
ニ
ア
の
オ
ス
ト
ラ
ソ
ア
と
ニ
ュ

一
ブ
ラ
ン
ド
に
ア
ジ
ア
の
日
本
を
加
え

疋
国
々
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
除

い
定
世
界
の
す
べ
て
の
国
が
開
発
途
上
地

域
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
震
要
な
点
は
、
世
界
人
口
の

な
か
で
開
発
途
上
地
域
の
人
口
が
圧
倒
的
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に
多
<
、
先
進
一
地
域
の
人
口
の
割
合
は
非

常
に
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
五
年

に
つ
い
て
み
る
と
、
世
界
人
口
四
八
億
三
一

七
O
O
万
の
う
ち
開
発
途
上
地
域
人
口
は

三
六
億
六
一
二
O
O
万
で
七
五
・
七
%
を
占

め
、
先
進
地
域
人
口
は
一
一
億
七
回

0
0

万
で
二
回
・
三
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

世
界
人
口
の
四
人
の
う
ち
三
人
は
開
発
途

上
国
、
一
人
は
先
進
国
と
い
う
分
布
で
あ

る。
し
か
ち
、
人
口
の
圧
倒
的
に
多
い
開
発

途
上
地
域
の
人
口
増
加
率
が
現
在
で
ち
な

お
二
・
O
一
%
(
一
九
八

0
1
八
五
年
平

均
)
と
非
常
に
高
<
、
先
進
地
峨
人
口
で

は、

0
・
六
四
%
(
一
九
八

0
1
八
五
年

平
均
〉
と
著
し
く
低
率
で
あ
る
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
の
非
常
に
多
い
所
で
人
口
増
加
率

が
著
し
く
高
い
こ
と
は
、
出
界
人
口
の
増

加
率
の
抑
制
が
決
し
て
容
易
で
な
い
こ
と

を
一
部
峻
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
ア
ジ
ア
の
人
口
は
世
界
人
口

の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
八
五
年
の
ア
ジ

ア
人
口
は
二
八
億
一
八
O
O
万
で
、
世
界

人
口
四
八
億
四
O
O
O
万
の
な
か
で
約
六

O
%
(
五
八
・
二
%
)
を
占
め
て
い
る
。

し
か
ち
、
こ
の
ア
ジ
ア
人
口
の
大
部
分
は

開
発
途
上
国
で
あ
る
。
一
億
二
O
O
O
万

の
日
本
人
口
の
み
が
先
進
国
の
人
口
で
あ

る
。
日
本
人
口
を
除
い
た
ア
ジ
ア
人
口
は

約
二
七
億
で
あ
っ
て
、
世
界
の
開
発
途
上

地
域
人
口
一
二
六
億
六
三
O
O
万
の
七
一
二
・

七
%
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア

ジ
ア
の
人
口
は
世
界
人
口
の
六
O
%
、
世

界
の
開
発
途
上
地
域
人
口
の
七
四
%
を
占

め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
世
界
の
人
口
問

題
に
占
め
る
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
世
界
の
人
口
問
題
の
焦

点
は
ア
ジ
ア
に
あ
る
と
二
一
一
口
っ
て
ち
過
言
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
人
口
の
特
徴

前
述
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
人
口
の
規
模

は
き
わ
め
て
大
き
く
、
か
つ
世
界
の
開
発

途
上
地
域
人
口
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

世
界
の
人
口
問
題
を
考
え
る
上
に
お
い
て

ち
っ
と
ち
重
要
な
地
域
で
あ
る
。
そ
の
主

な
人
口
上
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ

」つ。
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ア
ジ
ア
の
弱
穣
は
ア
フ
ソ
力
に
次
い
で

大
き
く
、
世
界
の
二

0
・
三
%
を
占
め
て

い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
人
口
は

世
界
人
口
の
ほ
と
ん
ど
六
O
%
を
占
め
て

い
る
た
め
、
一
平
万
キ
ロ
メ
ト
ル
当
t
L

り
の
人
口
(
人
口
密
度
)
は
非
常
に
多
い
。

一
九
八
四
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
人

口
密
度
は
一
O
二
人
で
あ
り
世
界
の
他
の

主
要
地
域
区
分
の
な
か
で
ち
っ
と
ち
多
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
密
度
一
O
O
人
よ
り

ち
な
お
若
干
多
い
。
こ
の
-
し
と
は
と
く
に

重
姿
な
意
義
を
ち
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
工
業
先
進
地
域
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ア
ジ
ア
は
(
日
本
を
除
き
)
農
業
が
支
配

的
な
地
域
で
あ
っ
て
、
経
済
発
展
の
段
階

に
お
い
て
著
し
い
開
き
が
あ
る
。
工
業
国

と
農
業
国
の
人
口
密
度
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
は
、
工
業
匿
の
一
人
当
た
り
所
得
が
農

業
国
の
そ
れ
よ
り
ち
は
る
か
に
大
き
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
は
い
か

に
多
く
の
人
口
が
狭
い
土
地
で
低
い
生
活

水
準
に
官
ん
じ
て
い
る
か
を
よ
く
表
わ
し

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ア
ジ
ア
は
ア
フ
リ
カ



著

と
並
ん
で
大
き
な
大
陸
で
は
あ
る
が
、
人

口
が
非
常
に
多
い
↑
に
め
、
人
口
密
度
は
ア

フ
リ
カ
の
一
八
人
に
対
し
一
O
二
人
で
約

六
倍
の
世
界
一
の
高
密
度
で
あ
る
。
北
ア

メ
リ
カ
の
一
七
人
、
南
ア
メ
リ
カ
の
一
五

人
、
ソ
連
の
二
一
人
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
三

人
と
出
較
し
て
み
る
と
、
ア
ジ
ア
の
人
口

問
題
の
大
き
さ
と
き
び
し
さ
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
の
特
徴
は
世
界
の
人
口
大
国
が
集

中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
で
人
口

が
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
一
言
う
ま
で
十
む
な
く

人
口
一
O
億
を
超
え
る
中
罰
で
あ
る
。
中

国
だ
け
で
ア
フ
ソ
力
の
人
口
五
億
五
O
O

O
万
の
二
倍
に
当
た
る
。
世
界
で
第
二
位

は
人
口
七
億
六
O
O
O
万
の
イ
ン
ド
で
あ

る。
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一
九
八
五
年
に
人
口
五
O
O
O
万
以
上

の
霞
は
世
界
で
一
八
カ
国
あ
る
が
、
そ
の

半
分
の
九
カ
国
は
ア
ジ
ア
に
あ
る
。
人
口

一
億
以
上
の
冨
は
世
界
で
九
力
団
出
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
六
カ
国
は
ア
ジ
ア
に
あ
る
。
し

か
し
、
人
口
数
で
み
る
と
こ
の
一
八
力
闘

の
人
口
一
二
五
億
二
九
O
O
万
人
の
う
ち
一

四
億
七
一
一
一
O
O
万
、
す
な
わ
ち
七
O
%
は

ア
ジ
ア
の
国
の
人
口
で
あ
る
。

二
O
二
五
年
に
怠
る
と
人
口
一
億
以
上

の
国
は
一
四
カ
国
に
達
苔
る
と
推
計
(
国

連
一
九
八
四
年
推
計
)
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
八
カ
国
は
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
こ

の
八
力
国
の
人
口
は
三
七
億
五
O
O
O
万

で
あ
っ
て
、
一
四
カ
国
の
人
口
五
二
億
九

0
0
0
万
人
の
七
O
%
以
上
を
占
め
て
い

る
。
中
国
の
人
口
は
一
四
億
七
五
O
O
万
、

イ
ン
ド
の
人
口
一
二
億
一
一
一
O
O
O
万
で
、

こ
の
二
力
国
の
人
口
だ
け
で
二
七
億
仁
達

し
、
ア
ジ
ア
の
一
億
以
上
の
国
の
人
口
三

七
億
五
O
O
O
万
の
七
二
%
を
占
め
る
こ

と
に
な
る
。

二
O
二
五
年
に
ア
ジ
ア
の
人
口
一
億
以

上
の
国
は
前
述
の
よ
う
に
、
八
カ
国
あ
る

が
、
人
口
の
大
き
い
順
に
一
訴
す
と
中
国
一

四
億
七
五
O
O
万
、
イ
ン
ド
一
二
億
一
二
O

O
O
万
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
二
億
七
三

0
0

万
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
二
億
一
九
O
O

万
、
パ
キ
ス
タ
ン
二
億
一
O
O
O
万
、
日

本
一
億
三
二
O
O
万
、
ベ
ト
ア
ム
一
億
八

O
O
万
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
億
一
二
O
O
万
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
人
口
一
億
以
上
の
国
の

人
口
が
ア
ジ
ア
の
人
口
全
体
に
占
め
る
割

合
は
八
三
%
で
あ
る
(
二
O
二
五
年
)
。
仮

り
に
東
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
を
ア
ジ
ア
地

域
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
約
二
八
の
国
が

あ
る
が
、
そ
の
人
口
の
大
部
分
は
以
上
の

わ
ず
か
八
力
留
の
人
口
で
占
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
一
一
一
の
問
題
点
は
、
同
じ
く
ア
ジ
ア
と

一
一
一
一
口
っ
て
石
地
域
内
の
国
仁
よ
っ
て
貧
し
さ

に
差
異
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ

う
な
人
口
の
規
模
仁
大
き
な
差
異
が
あ
る

ば
か
り
で
は
な
い
。
民
族
、
文
化
、
社
会
、

経
済
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
異
な
っ

た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
宗
教
だ
け
を
と
っ

て
み
て
石
、
仏
教
、
回
数
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、

キ
リ
ス
ト
教
(
と
く
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ

ト
リ
ッ
ク
)
等
多
種
多
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
と
く
に
人
口
増
加
の
観
点

か
ら
東
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
の
慕
本
的
な

動
向
の
差
異
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
疋
い
。

ア
ジ
ア
の
領
域
の
定
義
に
つ
い
て
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
東
ア

ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
に
限
定
し
、
か
っ
一
般

に
南
ア
ジ
ア
に
包
括
さ
れ
る
西
部
ア
ジ
ア

を
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
。
言
い
換
え
れ

ば
東
は
日
本
、
西
は
イ
ラ
ン
ま
で
と
し
た
。
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ま
た
東
ア
ジ
ア
に
は
中
国
、
日
本
、
朝
鮮

(
韓
国
と
北
朝
鮮
〉
、
香
港
、
マ
カ
才
、
モ

ン
ゴ
ル
を
含
み
、
南
ア
ジ
ア
は
東
南
部
ア

ジ
ア
(
ブ
ル
ネ
イ
、
ビ
ル
マ
、
力
ン
ボ
ジ

ア
、
東
チ
ム

l
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

オ
ス
、

マ
レ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
)
と
南

部
ア
ジ
ア
(
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
ブ

i
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
イ

東アジアと南アジアの人口の増加傾向と増加率

年次 南アジア
年平均増加率 東アジア人口

車アジア ÷ 
東アジア荷アジア 南アジア人口

1950年 671 {干62 101.4 

1960 791 821 1.79 2.40 96.3 

1970 986 1.042 2.47 2.69 94.6 

1980 1，176 1.310 1.93 2.57 89.8 

1985 1.250 1，，155 1.26 2.21 85.9 

1990 1.324 1.604 1.18 2.05 82.5 

2問。 1，475 1.906 1.14 1.88 77..1 

2010 1.589 2.185 0.77 1.46 72.7 

2020 1.679 2，436 0.57 1.15 68.9 

2025 1.721 2.543 0.50 0.8.8 む，7，7

表2-1

資料 間違の198..}年世界人口推計による
備考南アジアには西市アジアを含まないv 年平均増加率は前年次から当該

年次までの甥防における増加率であるc

フン、

モ
ル
ジ
ブ
、
ネ
パ
ー
ル
、
。
ハ
キ
ス

ス
リ
ラ
ン
力
)
か
ら
精
成
さ
れ
て

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
を

タ
ン
、

フ

い人東い
o 口アる
のジと
動アす
向とる
を南
みア
るジ
とア
まに
こ区
と分
lこし
興て
昧そ
深の

プ

そ
れ
は
、
両
地
域
の
人
口
が
ほ
ぼ
等
し

い
と
い
う
こ
と
、
し
か
し
増
加
率
に
著
し

い
差
が
あ
る
た
め
将
来
に
お
い
て
両
地
域

の
人
口
の
開
き
が
大
き
く
な
る
こ
と
、
さ

ら
に
東
ア
ジ
ア
が
中
国
の
一

O
億
と
い
う

巨
大
人
口
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
南
ア
ジ
ア
は
河
じ
く
世
界
第

二
の
イ
ン
ド
人
口
七
億
六

O
O
O万
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

一
九
五

O
年
に
は
東
ア
ジ
ア
人
口
の
ほ

う
が
若
干
多
か
っ
た
が
、
一
九
六

O
年
以

降
南
ア
ジ
ア
人
口
の
ほ
う
が
多
く
な
り
、

一
九
八
五
年
で
は
す
で
に
南
ア
ジ
ア
人
口

の
ほ
う
が
東
ア
ジ
ア
よ
り
ち
二
億
ち
多
く

な
っ
て
い
る
。
今
世
紀
末
に
は
そ
の
惹
は

四
億
一
二

O
O
O万
、
二

O
二
五
年
に
は
さ

ら
に
増
大
し
て
二
倍
に
近
い
八
億
二

O
O

O
万
と
な
り
、
南
ア
ジ
ア
人
口
の
激
増
と

東
ア
ジ
ア
人
口
の
増
加
率
の
著
し
い
鈍
化

と
い
う
際
立
つ
だ
対
照
的
な
変
化
が
予
想
さ

れ
る
。
人
口
数
と
増
加
率
に
つ
い
て
両
地
域

を
比
較
し
て
み
る
と
表
2
1
1
の
と
お
り
で

あ
る
。
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一
九
五

O
年
に
は
東
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア

の
人
口
は
ほ
ぼ
向
数
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

降
南
ア
ジ
ア
人
口
が
急
速
に
増
大
し
、
東
ア

ジ
ア
人
口
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
高

ア
ジ
ア
人
口
の
憎
増
加
率
が
東
ア
ジ
ア
の
そ
れ

よ
り
ち
は
る
か
に
高
い
こ
と
に
よ
る
↑
む
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
地
域
で
ち
一
九
六

O
j七

O
年
の
最
高
増
加
率
を
ピ

i
ク
と
し
て
低
下

傾
向
に
転
じ
て
い
る
が
、
低
下
の
度
〈
一
口
が
東

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
激
し
い
の
に
対
し
て
、

南
ア
ジ
ア
で
は
は
る
か
に
緩
慢
で
あ
る
こ
と

仁
よ
る
ち
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
八
五

i
九
O
年
の
期
間
に
、
東
ア
ジ
ア
の
人
口
題

加
率
が
一
%
あ
ま
り
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
南

ア
ジ
ア
で
は
な
お
二
%
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
の
人

口
増
加
率
の
低
下
傾
向
の
ち
が
い
は
、
東
ア

ジ
ア
で
は
日
本
は
別
格
と
し
て
右
中
国
や
韓

国
の
人
口
出
増
加
率
の
低
下
が
顕
著
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
南
ア
ジ
ア
で
は
そ
の
人
口
の
大

部
分
を
占
め
て
い
る
イ
ン
ド
、
パ
ン
グ
ラ
デ



著

ィ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
人
口
題

加
率
が
高
く
、
そ
の
低
下
傾
向
が
ゆ
る
や

か
な
こ
と
に
原
悶
が
あ
る
。
だ
と
え
ば
、

東
ア
ジ
ア
人
口
の
八
五
%
を
占
め
て
い
る

中
国
人
口
の
増
加
率
は
一
九
六

0
年
代
後

半
仁
お
い
て
は
二
・
六
%
と
い
う
高
い
水

準
に
あ
っ
疋
が
、
今
日
で
は
一
・
二
%
の

低
水
準
で
半
分
以
下
に
低
下
し
て
い
る
。

し
か
し
、
南
ア
ジ
ア
の
人
口
(
西
部
ア
ジ

ア
を
除
く
)
の
六
六
%
を
占
め
て
い
る
イ

ン
ド
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ

ン
の
三
つ
の
国
の
人
口
増
加
率
は
非
常
に

高
い
。
イ
ン
ド
の
人
口
増
加
率
は
一
九
六

0
年
代
の
後
半
に
お
い
て
は
二
・
一
一
一
%
で

あ
っ
た
が
、
今
日
で
ち
な
お
ほ
ぼ
二
%
の

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
は
こ
の
期
間
に
二
・
六
六
%
か
ら

了
七
一
二
%
ヘ
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
二
・

八
%
か
ら
一
二
・
一
%
と
そ
れ
ぞ
れ
か
え
っ

て
増
大
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
増
加
率
の
違
い
の
主
た
る

原
因
は
出
生
率
に
あ
る
が
、
中
国
で
は
め

ざ
ま
し
い
出
生
率
の
低
下
が
実
現
し
て
い

る
の
に
対
し
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
や
パ

キ
ス
タ
ン
で
は
著
し
く
高
い
水
準
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
代
表
と
し
て

中
雷
、
南
ア
ジ
ア
の
代
表
と
し
て
イ
ン
ド
、

パ
ン
ゲ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
三

固
に
つ
い
て
人
口
僧
加
率
の
最
近
ま
で
の

愛
化
を
一
加
す
亡
表
2
1
2
の
と
お
り
で
あ

る。
将
来
に
お
い
て
ち
、
こ
の
よ
う
な
東
ア

ジ
ア
の
人
口
惜
増
加
率
の
顕
著
な
低
下
傾
向

と
南
ア
ジ
ア
の
高
い
人
口
僧
加
率
の
緩
慢

な
低
下
が
予
想
さ
れ
る
結
果
、
前
述
の
よ

う
な
人
口
規
模
の
大
き
な
開
き
が
生
ず
る

こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
の

こ
れ
か
ら
の
焦
点
は
南
ア
ジ
ア
に
あ
る
と

ニ
出
回
っ
て
ち
過
一
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に

ア
ジ
ア
を
大
き
く
東
ア
ジ
ア
亡
南
ア
ジ
ア

に
区
分
し
て
み
る
と
、
人
口
の
諸
側
面
に

こ
の
よ
う
な
著
し
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
両
地
域
の
社
会
、
文
化
、

経
済
の
面
に
お
け
る
基
本
的
な
構
造
の
差

異
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
に
注
白
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
を
こ
の
二
大
地
域
に

区
分
す
る
↑
し
と
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
人

口
問
題
が
す
べ
て
理
解
さ
れ
、
ま
t
L
問
題

東アジア(中国)と南アジア(インド外2力関)の

人口増加率の比較 同)

1言語二千五i1970弔 ]19ぉて両両F示

表2-2

地

東アジア

中

南アジア

インドI 2.28 
ノ〈ングラデ2シュI 2.66 
F〈キスタン I 2.77 

資科医速の193.1年世界人口推計による?
備考中同の1983年、 198t年の人口動態統計によると出生率、死亡率はそ
れぞれ18.62、7.08(1983)、17.5C人位相 (19叫)である。したがって
白熱培加率は1983年1.15%、198-1年1.08%であり、 3省加'-f"は11水準
iこ苦しく按近してきている心 H本人円の年噌加率はほぼ0.6%であるc

1.23 

2.08 1.94 

2.83 2.73 

2.84 3.06 

1.43 2.20 

4

7

7

 

2

7
五

2

2

2

 

2.61 国

jま

解
決
の
道
一
が
見
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

同
じ
く
南
ア
ジ
ア
と
い
っ
て
ち
東
南
ア
ジ
ア

(
南
東
部
ア
ジ
ア
)
と
南
部
ア
ジ
ア
で
は
民

族
、
宗
教
、
社
会
組
織
、
経
済
構
造
等
に
お

い
て
多
く
の
異
な
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
と
い
っ
て
ち
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
シ
ン
ガ
ポ
ル
で
は
民
族
、
宗
教
、

経
済
発
展
の
程
度
等
に
お
い
て
著
し
い
差
異

が
み
ら
れ
る
。
ア
ジ
ア
は
決
し
て
一
つ
で
は
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i
-
。

+ι
代
ー
し人
口
問
題
の
具
体
的
な
解
決
策
を
考
え

る
に
あ
だ
っ
て
は
、
個
々
の
国
の
現
実
に

即
し
だ
個
性
を
ち
つ
だ
ち
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
に
は
ま
走

路
欧
と
は
異
な
っ
た
基
本
的
特
徴
が
あ
る

こ
と
ち
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
西
欧
社
会
に

み
ら
れ
た
近
代
化
の
路
線
が
そ
の
ま
ま
ア

ジ
ア
社
会
に
適
用
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た

い
。
科
学
技
術
の
進
歩
、
生
活
水
準
の
上

昇
と
い
っ
定
観
点
か
ら
み
た
近
代
化
の
一

般
的
な
成
果
は
同
じ
で
あ
っ
て
ち
、
そ
れ

が
実
現
さ
れ
る
基
盤
で
あ
る
社
会
構
造
が

異
な
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
実
現
過
程
は

同
じ
で
は
な
い
。
ア
ジ
ア
と
西
欧
の
文
化

の
基
本
的
な
差
異
を
念
頭
仁
お
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
の
個
々
の
国
の
特
性
に
基

づ
い
定
政
策
を
探
り
出
す
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
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ゆ
戸2町、
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Zふ
月
お
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主ら
iむ

••••••••• H薬婚今温潜出新平
i効外世緩在生成均
Vか子紀化成数人寿
雲な末長 1命
い初景気率再 3 ト
結の大象 び 5 ツ
昨核過 4災地滅万プ
年45半・害域少人
、カ数 74で
初関度 l明:過
ので上 6暗:去
1確昇倍 :最
0認:低。。
入
超

727171707069686867 

平均寿命トップ

男長野女沖縄

日次

表
し
た
調
査
結
果
で
わ
か
っ
一
今
回
は
2
0
0
5年
の
霞
勢
調
一
歳
、
女
性
は

l
-
m歳
長
い
前
一
歳
で
7
回
連
続
の
ト
ッ
プ
で
、

た
。
最
も
短
か
っ
た
の
は
、
男
一
査
に
茸
『
つ
い
て
お
り
、
前
回
の
了
間
M

歳

だ

っ

た

。

一

2
位
が
島
根
、
3
位
は
熊
本
。
一

女
と
も
青
森
だ
っ
た
。
一

2
0
0
0年
に
比
べ
、
全
都
道
一
都
道
府
県
別
で
は
、
男
性
は
一
方
、
最
も
平
均
寿
命
が
短
か
っ

調
査
は
5
年
ご
と
の
国
勢
調
一
府
県
と
も
寿
命
が
延
び
た
。
全
一
長
野
が
m悶

-
M歳
で
、
4
回
連
続
一
た
青
森
は
、
男
性
が
%
・

m歳、

査
を
甘
舗
に
し
て
お
り
、

1
9
6
一
国
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
前
一
の
1
位。
2
位
は
滋
賀
、
3
位
は
一
女
性
が
例
・

ω歳
。
男
性
は

7

5
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
回
よ
り

1
・

ω歳
長
い
略
・
切
一
神
奈
川
。
女
性
は
沖
縄
が

m-m一
国
連
続
の
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
。

都
道
府
県
別
の
平
均
寿
命

で
、
男
性
が
最
も
長
寿
な
の
は

長
野
、
女
性
は
沖
縄
で
あ
る
こ

と
が
門
目
、
厚
生
労
働
省
が
発

67 
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新
成
人
防
万
人
過
去
最
低

総
務
省
が
引
日
発
表
し
た
1
月
l

日
現
在
の
推
計
人
口
で
、

2
0
0
8

年
の
新
成
人
は
1
3
5方
人
(
男
性

ω万
人
、
良
性
的
万
人
)
と
な
り
、

推
訂
を
間
開
始
し
た
1
9
6
8年
以
降

で
最
低
を
記
録
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

た。

旬以

2
2

こ
れ
ま
で
は
河
午
の
前
年
生
ま

れ
が
成
人
し
た
別
年
の
1
3
6方
人

が
最
も
少
な
か
っ
た
。
例
年
生
ま
れ

の
新
成
人
が
総
人
口
(
1ム
陪

2
7
7

7
方
人
)
に
占
め
る
割
合
も
l
・

ω

体
が
減
っ
て
お
り
、
長
期
的
に

は
滅
金
が
続
く
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
婚
期
件
数
も
前
年
比

!
万
7
0
0
0組
減
の
引
万
4

0
0
0紹
で
、

5
年
ぶ
り
に
増

加
し
た
前
年
か
ら
減
少
に
転
じ

醇
生
労
働
省
は
l
日
付
で
、
一
出
生
数
は
前
年
比

3
0
0
0
一で
1
0
0万
人
を
超
え
た
。
一
る
。
離
婚
件
数
は

2
0
0
0組

2
0
0
7年
の
人
口
動
態
統
計
一
人
減
の
1
0
9万
人
で
、

6
一
合
計
特
殊
出
生
率

(
l
人
の
一
減
の
お
万
5
0
0
0組
で
、

5

の
年
間
推
計
を
公
表
し
た
。
一
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
前
年
か
一
女
性
が
一
生
に
産
む
子
供
の
人
一
年
連
続
の
減
少
と
な
る
。

-
一
ら
再
び
減
少
に
転
じ
た
。
ま
一
数
に
近
い
推
計
億
)
は
前
年
の
一
年
間
推
計
は
、
的
年
1
1
m

一
一
た
、
出
生
数
が
死
亡
数
を

1
7
:
犯
か
ら

1
・
お
程
度
に
微
一
月
の
人
口
動
態
統
計
速
報
な
ど

二
万
6
0
0
0人
下
回
り
、
印
刷
一
出
国
す
る
見
通
し
だ
1

一
を
基
に
、
円
、
花
月
分
を
推
計

二
年
は
自
然
矯
だ
っ
た
日
本
人
の
一
出
生
数
の
減
少
に
つ
い
て
、
一
す
る
な
ど
し
て
取
り
ま
と
め
た

二
人
口
は
再
び
「
自
然
減
L

と
な
…
厚
労
省
は
、
高
齢
化
の
進
行
で
一
も
の
だ
。

一

る

見

通

し

戸

、

。

一

日
5
何
歳
の
女
性
の
人
口
が
誠
一

一
死
亡
数
は
前
年
比
2
方
2
0
一
り
続
け
、
管
L
若
い
世
代
の
減
一

一0
0人
婚
の
1
1
0万
6
0
0
一
少
騒
が
大
き
い
と
し
、
叶
一
居
間
)

一0
人
で
、
戦
後
で
ゆ
6
4
7
一
情
勢
の
改
善
な
ど
か
ら
女
性
の

年
に
次
い
で
多
く
、

5年
連
続
一
出
産
憲
依
片
山
嵩
く
て
も
、
数
白
一

出
生
数
再
び
減
少

m
山
年
出
生
率
は

1
・
お
微
増
か

子年生まれ1069万人
%
に
下
が
り
、
前
年
に
続
き
過
去
最

低
を
更
新
し
た
。

一
方
、
年
男
・
年
女
と
な
る
子
年
生

ま
れ
は
1
0
6
9方
人
(
男
性
5
2

1
万
人
、
女
性
百
4
8万
人
)
。
第

1
次
ベ
ビ
i
プ
i
ム
世
代
の
初
年
生

ま
れ
が
2
2
7方
人
で
一
最
も
多
く
、

第
2
決
ベ
ビ

i
プ
1
ム
世
代
の
m
M
年

生
ま
れ
が

1
9
9万
人
で
続
い
た
。
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尭持品集結fQEi出張力5

日
本
荘
活
研
究
セ
ン
タ
!
は
全
国
七
地
域
の
中
期
的
な
経
済
の
実
力
一
近
畿
、
回
聞
が
一
%
未
満
の
低
成
長
と
な
る
。
陪
人
口
が
減
る
中
、
労

を
一
市
す
「
潜
在
成
長
串
」
の
推
許
櫨
を
ま
と
め
た
。
一

O
二
0
年
度
ま
一
働
者
を
確
保
す
る
力
や
生
産
性
の
遣
い
が
成
長
力
の
差
と
し
て
閉
曜
に

で
の
平
明
で
関
東
、
中
部
の
ニ
地
域
が
年
軍
一
一
部
と
高
く
な
る
一
方
、
今
な
Jnao

地域で明暗潜在成長率
20年度まで

発
想
の
転
換
を

日
本
全
体
と
し
て
人
口
が

草月刊)08・01・03(日経新聞
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の
拡
大
を
求
め
た
。
刊
件
と
急
増
し
、
地
球
祖
暖
…

0
8年
の
同
l
万
4
0
0
0

国
連
や
各
国
の
統
計
を
基
一
化
の
進
行
と
災
嵩
の
増
大
と
一
人
起
に
増
加
。
ア
ヲ
ア
や
ア

に
し
た
論
査
の
絡
果
、
洪
水
一
の
関
連
が
現
実
の
も
の
と
な
一
ブ
リ
カ
の
途
上
国
で
特
に
被

一
や
暴
風
雨
、
地
震
な
ど
大
規
一
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
一
筈
が
目
立
っ
た
。

一
樺
一
な
災
害
の
年
開
発
生
数
一
せ
た
。
一
オ
ッ
ク
ス
ブ
ァ
ム
は
「
ア

一は、

1
9
8
0年
の
約
1
2
一
災
害
の
被
害
を
受
げ
た
人
一
ブ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
で
の
大

一0
件
か
ら
2
0
0
6年
に
は
一
は
、

1
9
8
5
1斜
年
の
間
一
競
撲
な
洪
水
、
米
カ
リ
フ
ォ

一約
5
0
0件
に
増
加
し
て
い
一
の
平
均
の
年
l
億

7
4
0
0
一
ル
一
一
ア
州
や
オ
l
ス
ト
ラ
リ

洪
水
や
暴
風
雨
た
ど
一
地
採
一
去
約
お
年
の
間
に
4
i
6倍
一
い
る
と
の
調
査
結
果
を
、
負
一
暖
化
が
原
因
の
災
害
で
は
、
一
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
万
人
か
ら
、
お
1
2
0
0
6
一
ア
で
の
熱
波
や
山
火
事
な

温
暖
化
に
関
連
し
て
い
る
と
一
に
増
加
、
被
害
を
受
け
る
人
一
因
と
環
境
の
筒
遍
に
取
り
組
一
発
展
途
上
国
の
貧
し
い
人
々
一
中
で
も
洪
水
の
数
は

6
一
年
の
聞
に
は
河
2
億
5
4
0
一
ど
、
引
年
に
も
気
象
盆
語
ほ

さ
れ
る
気
象
塗
警
の
数
が
過
一
の
数
も
死
者
数
も
急
増
し
て
一
む
白
民
間
図
体
オ
ッ
ク
ス
フ
ア
一
が
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
一
倍
、
暴
風
雨
は
4
倍
と
増
加
一

0
万
人
に
増
え
、
暴
風
雨
や
一
多
発
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

ム
(
本
部
・
英
毘
)
が
ま
と
一
て
い
る
」
と
指
摘
。
先
進
国
一
が
目
立
っ
た
。

1
9
8
7
1
一
洪
水
な
ど
の
気
象
袋
嵩
に
よ
一
温
媛
化
が
進
め
ば
被
害
は
ど

め
た
。
一
に
、
一
一
周
の
温
室
効
果
万
ス
一
何
年
に
伺
件
だ
っ
た
熱
波
一
る
死
者
数
も
1
9
8
0年
の
一
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
」
と
警

オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
は
「
温
一
の
排
出
削
減
と
途
上
問
援
助
一
も
、
引
i
2
0
0
6年
に
は
一
年
約
6
0
0
0人
か
ら
2
0
一
告
し
た
。

温暖化

気
象
災
害

4
j
6倍

過
去
お
年
で
死
者
も
倍
増

世界の主主E災害による死者数

-1985 

一
討
し
、

5
月
に
中
間
報
告
を
一

1
9
8
1
i
2
0
0
0年
か

今

世

紀

末

最

大

灯

度

上

昇

日

本

一

室

君

主

。

一

ら

?

3
度
上
昇
。
い
ず
れ

一

I
P
C
C
の
予
測
モ
デ
ル
一
の
ケ
l
ス
で
も
、
上
昇
縞
は

環
境
省
は
旦
白
、
地
球
一
掃
一
平
均
気
温
は
、
お
世
紀
末
に
一
委
員
会
(
座
裏
・
一
…
一
村
信
男
~
に
よ
る
と
、

2
0
7
0
1羽
一
富
山
県
再
度
地
域
で
よ
り
大
き
く

理
化
に
修
つ
日
本
の
気
候
変
一
比
べ

1
・
3
1
4
・
7
度
上
一
茨
城
大
教
授
)
に
報
告
し
た
。
…
年
の
気
温
の
平
年
値
は
、
ー
一
な
る
と
い
う
。

動
の
将
来
予
測
を
ま
と
め
一
昇
。
降
水
量
は

2
・
4
%減
一
問
委
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、

2
…9
6
1
i
ω
年
に
比
べ

l
・
一
昨
年
公
表
注
れ
た
I
P
C

た
。
量
「
気
候
変
動
に
関
一

2m-主
要
で
の
範
一

0
2
?翠
ご
ろ
に
関
一

3
j
4
・
7
度
高
く
な
る
。
一

C
の
第
4
次

著

書

、

引

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

(
I
P
一
周
で
変
化
す
る
と
の
結
果
が
一
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
顕
在
一
日
本
の
気
墾
庁
が
用
い
る
予
一
世
紀
末
に
は
地
採
の
平
均
気

C
C〉
」
の
予
測
モ
デ
ル
を
一
山
山
た
。
一
化
す
る
の
か
を
分
析
。
温
緩
一
郷
モ
デ
ル
で
シ
ミ
ュ
レ
l
シ
一
温
が
、
初
世
紀
末
に
比
べ
1

用
い
て
ジ
ミ
ュ
レ
ー
ヨ
ン
一

8
日
に
開
い
た
害
の
地
一
化
に
伴
う
被
害
を
抑
制
す
る
一
ヨ
ン
し
て
も
、

2
O
B
i
-
-
1
6
・
4
度官

し
た
と
こ
ろ
、
幻
世
紀
末
の
一
球
温
暖
化
影
響
・
適
応
研
究
一
「
適
応
策
」
の
在
り
方
を
検
一

?
1
0
0年
の
平
年
値
は
、
一
と
予
測
じ
て
い
る
。

o.・
1980年

2000砂
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にゆすふお らむ

仏の07年出生割合

フ
ラ
ン
ス
の
国
立
統
計
経
済

研
究
所

(
I
N
S
E
E
)
は
十

五
日
、
二
O
O七
年
の
人
口
動

態
統
計
速
報
を
発
表
、
婚
外
子

の
出
生
割
合
が
初
め
て
半
分
を

出
生
市
中
川

当
局
「
歌
州
一

越
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一

人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む

子
供
の
数
で
あ
る
ム
罫
特
殊
出

生
率
は

O
六
年
の
二
・

0
0
よ

り
や
や
低
い
一
・
九
八
と
な
っ

た
が
、

I
N
S
E
Eは
叶
上
昇

甘
拙
調
は
続
い
て
お
り
、
仏
は
な

お
欣
州
一
の
多
産
国
」
と
説
明

し
て
い
る
。

出
生
数
は
O
六
年
比
一
・
七

%
減
の
八
十
一
万
六
千
五
百
人

の
多
産
国
」

で
、
こ
の
う
ち
婚
外
子
の
割
合

は
二
・
一
一
昨
増
の
五
0
・
五
%

を
占
め
た
。
結
婚
件
数
は
二
・

八
%
減
の
二
十
六
万
六
千
件
と

減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る

が
、
婚
外
子
の
増
加
が
安
定
し

た
出
生
を
支
え
て
い
る
。

仏
で
は
税
制
や
社
会
保
障
で

結
婚
と
ほ
ぼ
同
じ
権
利
が
得
ら

れ
る
P
A
C
S
(連
帯
十
巾
民
協

約
)
と
呼
ぶ
制
度
が
普
及
す
る

ほ
か
、
間
居
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚

を
絞
ず
に
子
供
を
持
つ
ケ
l
ス

も
多
い
。
子
山
円
て
世
帯
へ
の
手

当
は
手
厚
い
上
、
山
山
康
後
の
復

識
は
一
般
的
。
こ
の
た
め
女
性

の
平
均
出
産
年
齢
は
二
十
九
・

八
歳
と
「
晩
産
」
が
進
む
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
出
産
意
欲
は
宙
開

ぃ
。
(
パ
リ
U
H
野
見
山
祐
史
)

朝刊)08・01・16(日経新関

35望号詰韓民ぢ空語
宅主震だ日空襲票空襲主 因不
一斉芸品豪雪哲家夫島会 云実

iiiii;;;ifi:霊長
25完票差話警警苦言警告君多2
55A三君事LJ理主要家露護請震

だ;jをiifをiziミZii
E全員E転籍26記長。

朝刊)08・02・27(日経新聞
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約
1
割
。
年
齢
別
で
は
初

代
が
全
体
の
4
割
超
、
初

昨

年

、

初

の

刷

人

超

一

代

需

品

を

占

め

る

が
、
伸
び
率
が
高
い
の
は

問
年
で
M
M

倍
延
べ

l
万
人
巨
前
却
代
で
、

7
年
間
で
白
人

前
年
に
鼠
内
で
新
た
に
一
集
計
(
速
報
償
)
で
明
ら
一
か
ら

1
9
2人
に
増
え

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
(
日
I
一
か
に
な
っ
た
。

ω年
間
で
一
た
。
厚
労
曾
は
「
感
染
が

V
)
に
感
染
し
た
人
は
1
一約
2
・6
傍
に
な
り
、
延
一
拡
大
し
て
い
る
の
は
事
実

0
4
8人
に
よ
り
、
初
め
ベ
感
染
者
数
も
9
3
9
2
一
で
、
今
後
は
薬
物
注
射
の

て
1
0
0
0人
を
超
え
た
人
と
侃
年
中
に
1
万
人
を
一
乱
用
な
ど
も
警
戒
す
る
必

乙
と
が
ロ
日
、
厚
生
労
働
突
破
す
る
の
が
確
実
に
な
一
要
が
あ
る
」
と
分
析
し
て

省
エ
イ
ズ
動
向
委
員
会
の
一
っ
て
い
る
。
い
る
。

l
i
l
i
-
-
2
年
新
規
感
染
一
方
、
仰
年
の
新
規
の

山
川
川
田
山
田
問
者
は
5
年
連
一
エ
イ
ズ
患
者
数
は
4
0
0

H
h川
川
目
別
続
の
過
去
最
人
で
、
前
年
の
4
0
6人

汁
け
げ

E
E山
町

ω
多
更
新
一
で
、
一
か
ら
微
減
し
た
。
厚
労
省

n
H
H
t
E
E
E
m
ω

う
ち
mm物
が
一
は
保
健
所
な
ど
で
の
H
I

H
リ

E
E位
男
性
。
感
染
一

V
検
査
件
数
が
前
年
よ
り

J
t
E
M経
路
は
向
性
一
約
4
喜
多
い
過
去
最
一
一
品

H
H川
川
川
川
口
調
の
性
的
援
一
の
幻
万
4
3
4
7件
に
達

山

町

制

触

が

約

7
一
し
た
と
と
を
理
由
に
「
検

日
d
E
E
幻
割
、
異
性
間
同
一
査
で
発
症
を
防
げ
て
い
る

接
触
が
約
2
一
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
み
て

割
、
不
明
が
一
い
る
。
【
清
水
健
一
一
}

HIV感染年間の新規エイズ患者と
HIV感染者の推移(07年は速報値)
{人!r・・エイズ患者
1000ト
l 仁ゴHIV感染者
800 

600 

。
400 

200 
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! 機関誌 f人口と開発J投稿論文を募集 ! 
| 財団法人アジア人口開発協会は、機関誌 f人口摘発j 麟欝鯵欝響額鱗議議
E で発表する論文を募集しております。テーマは、人口と持続 関脳鰯謀議臓機繍麟
l 可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するもの 機欝繋額縁麟藤議畿欝機麟 i 
i を歓迎し、たします。掲載論文の著作権は、財団法人アジア人 鱗繍響墾欝欝議欝機欝騒騒欝鱗 2 
i口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利用を妨げるもので 鱗麟織機鱗機麟 1 

1はありませんo また応募論文は未獄のも川町。 鐘鱗畿鱗欝欝議
E この公募論文は、若手研究者の新鮮在研究視点を重視し、新 鱗機議議議機織騒議欝鱗議欝襲撃
i しい時限分野を切り開くようなアイデアを広〈公開する場開 鱗響額機替機轡畿霧鱗鱗機
↓ 供するものです。大学院λ外lをlは主じめ、若丁ユ研究者にF門守y戸fと閑 磯緩鯵磯綴綴緩毅毅淡綴綴幾緩謬畿畿幾幾謬 2 

i き、今後の人口と関発に関する研究を針1足腿J逃邑することをH的とし 鱗鱗嬢製毅謬嬢鱗緩畿磯懇鱗 i 
1 て叩おり吋ま杭広似くご諜案内肝下吋すようお糊願い申

機懇畿襲鶏雪 i持mf，'!!賜暴繍E滅翠建瀦藤際護 [伝!:I杭怯喜総去護綴鐘 2 
! i投宣稿きれる原稿は原郎としてEメ一ルまたは郵送にてお送 鱗鱗鱗響額響響機務機
i り下さい。その際、応募者の略歴(写真っき)も同封して下 騒欝盤機欝機鱗欝議 1
i きい。 藤毅鱗毅議機鋒綴機議綴線機緩畿議

i なお採一献には鞘(当側規定)を問L 麟鱗鱒機購欝 j
iます。奮ってご応募下さい。 鰍欄繍欄欄繍機懇繍
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F

A

P

D

A
賛
助
会
員

L
」
入
会
の
お
願
い

l

ト

ト

a
i
l
-
i
l
l
i
t
-
-酒
alai↑

0

・

叫
人
口
問
題
は
、
創
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
お
え
て
い
ま
す
。
人
口
問
題
は
私
達
に
と
っ
て
身
同

ト
す
る
地
球
I
の
最
も
重
要
企
課
題
で
す
。

1
9

近
な
、

w
幸
せ
M

や
H

生
き
方
u

を
左
右
す
る
ト

日

9
9年
に
印
億
人
を
超
え
た
世
界
人
口
は
現

ι
問

題

で

も

あ

る

の

で

す

。

一

↓
日
億
人
に
達
し
、
人
口
は
依
然
と
し
て
増
え
続
こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
寸

制
け
て
い
ま
す
。
今
後
、

2
0
5
0年
ぐ
ら
い
ま
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
文
採
の
中
で
の
、
環
叫

砕
で
は
約
問
億
人
に
ま
で
増
加
を
続
け
る
と
考
え
境
、
保
健
、
農
業
、
労
働
、
都
市
問
題
な
ど
へ
仲

ト
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
球
環
境
に
大
き
な
圧
迫
の
取
り
組
み
を
世
界
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
ト

↓
を
加
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、

A
P
D
A
寸

個
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
(
ア
プ
ダ
)
は
、
官
民
お
よ
び
同
際
機
関
の
協
判

砕
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ほ
し
ま
す
。
今
、
世
界
力
を
得
て
、
「
調
査
研
究
事
業
」
、
「
出
版
事
業
」
、
仲

ト
島
地
で
叫
ば
れ
て
い
る

ρ
環
境
問
題
H

も
、
人
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
支
援
事
業
」
、
ト

↓
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
で
す
。
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

i

↓

引
現
在
、
世
界
の
人
口
問
題
は
複
雑
な
様
相
を
ラ
ム

(
A
F
F
P
D
)
東
京
事
務
所
」
な
ど
の
叩

帥
示
し
て
い
ま
す
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
や
活
動
を
通
じ
、
研
究
か
ら
政
策
形
成
支
援
、
回
目

咋
市
ア
ジ
ア
で
は
爆
発
的
な
人
口
増
加
が
続
き
、
会
議
員
活
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
叶

ト
質
問
に
悦
ん
で
い
る
と
同
時
に
、

H
I
V
/
エ
そ
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
ト

↓
イ
ズ
の
蔓
延
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
め
に
、

A
F
D
A
は
そ
の
活
動
母
討
に
ご
賛
同
寸

凹
ま
す
。
ま
た
日
本
な
ど
の
よ
う
な
先
進
同
で
は
、
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
を
募
叫

ル
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
将
来
の
深
刻
な
労
働
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
下
ト

ト
問
題
や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
続
済
力
の
衰
退
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
↑

寸

な

ど

、

様

々

な

量

大

な

社

会

経

済

問

題

を

抱

し

上

げ

ま

す
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2 東南アジア諸民等人日 開発基礎調査報官書

fンドR

Report on the Basic SUr¥'eτof PopulatIon and 

Development In Southeast Asian Countries 

India-(英語版)

3. !Jl華人民共和民人口 家住計画第二次基礎調査報告書

Basic Survey (ll) on Population and Family 

Planning in the People's Republic of China (英語版)

生青車和生活水平英系中日合作調査研究抗告苓

I <f'lil語版)

4.ネパ ル!同人口家族計画基礎調査

sasIc Survey Report on Population and Family 

Planning in the Kingdom of Nepal (英語版)

5， I:I:{、の人口都，jdlと開発

UrbanIzation and Deve!opment In ]apan (亮語版)

6 バンコク町人口都市化と生活環境福祉調査

データ編

Survey of Urbanization， LIvIng Environment and 

Welfare in Bangkok -Data - (英語版)

7 スライド 日本の都市化と人口

Urbanization and Pop111ation in ]apan (英語版)

日本的城市化与人口 (中国語版)

Urbanisasi Dan Kependudukan Di ]epang (イノド才

ンア語版)

昭和61(1986)年度
1 アジア諸問の農村人口と畏業開発に関する謂査報告書

インドネンア毘

Report on the Sur¥'ey of Rural Population and 

AgriclIltural De¥'e!opmcnt in Asian Countrics 

Indon砧ia-(英語版)

2 東荷アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

インドネンア出

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

De¥'elopment in Southeast Asian Countries 

Indon自治 (吏語版)

3 古口留宇生の学習と生活条件に関する研究 人的能力

開発の課題に郎Lて

4.日本の労民力人口と開発

Labor Force and Deve!opment in ]apan (英語版)
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車自善措宗~j童日臨時・揺畢事醐mH.蹴圃

昭和田(1983)年度
I 中華人民共和国人11 家族計両基礎調1t報告書

BasIc Survey on Population and Family Planning in 

the People's Republic of China (其E前III

生育率和生活水平主車中日合作潤査研究抗告二目

(中国語版)

昭和59(1984)年度
1 アジア諸伺の農村人口と農業開発に関する調査報告書

イ〆ド[>]

Report on the Survey of Rl1ral Population and 

Agncultural Deve!opment in A到anCountrIes 

India-(葺語版)

2 東南アジア諸罰等人口 開発基礎調査報告書

タイ住i

Report on the Basic Survey of Population and 

De¥'elopment in South四 stAsian Countries 

τhailand- (英語版)

ヨ 日本の人11転換と農村開発

Dεmographic Tran割tωn in japan and Rural 

Development (英語版)

4. Survey of Ferti!Ity and Living Standards in Chinese 

Rural Area凶 Data-allthe households of tw。、叫ag田 m
jilin Province sur¥'eyed by qu四回nnal代a-I英語版)

美子中国寂村的人口生育率与生活水平的調査按告

村干吉林省雨ノト村避行金戸面談調査的結果

=筑廿矯 (中間語版)

5.スライド 日本の草案、農村開発と人口 その軌跡

Agricultllral & Rural De¥'elopment and Population in 
japan (英語版)

日本在oJk:t<村的宜展和人口的推移 (中国語版)

Perkembangan Pertanian).Iasyarakat Desa Dan 

Kependudukan Di jepang (インドネシア語版)

本作品川カ隠語版)は、四百年(肘I~本視結覚教育
協会主催箆秀映{聖教材運華社会教育部門で隆秀貰を

受賞。

昭和60(1985)年度
I アジア諸凶の農村人口と農業開発に関する調査報告書

タイ固

Report on the Sur¥'ey of Rural Population and 

Agncultu悶1Deve!opment in Asian Countri田

Thailand-(英語版)
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;¥gricultural Deve10pment in Asian Countries 

Nepal-(英語版)

2 東南アジア諸凶等人口 開発蒸礎調査干tiE書
中華人民共和田

Report on the Basic Survey of Population and 

Developme川 inSoutheast Asian Countnes 

αlina-(英語版)

3 アジア諸問からの労働力流出に関 fる謁査研究報青書

タイ国

L H本の人rIと家臨

Population and the Famil、， in Japan (耳語版)

5 アジア町人口転換と開発拾計集

Dεmographic Transition and Development in Asian 

Countries-Overview and Statistical Tables 

(英語版)

6 スライド 日本の人けと家族

Family and Population in Japan-Asian Experience 

(英語版)

日本的人口勾家庭(中間語版)

Penduduk & Keluarga Jepang (インドネシア語版)

7 ベル 共和国人口ま桂計凶幕礎調査

平成元 (1989)年度
1 アジア諸国の阜村人11と農事開発に関する調査報告書

パングラデシュドl

Report on the Sl1rvey of Rural Population and 

八回icu¥tllralDevelo凹llent

Banglad四 h-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

ネパル匝

Report on the Basic Survcy of Population and 

Development in SOlltheHst Asian Countries 

Ne仰 1-(英語版)

3 アジア諸問からの労筒)Ji1;E/Hに関する詞査研究報告書

マレ ンア司

4. 84、の人口構造変動と開発 高齢化のアジア的視市

Structural Clwnge in Popu!ation and Development 

JHpan's Experience in Aging-(耳語版)

5 アジア諸問の農業開発 5カ国の比較
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Strategic }.'Ieasures for the Agricu!tural DcvC-!op 

ment -Comparati¥'e Studies on FI¥'e Asian 

Countries-(英語版)

6 スライト 日本の産業用発と人Ll

その原動力・電気

lndustrial Development al¥d PopulHtiω1 in Japan 

The Prime ).Iover-Electricity-(英語版)

お本的1"，(，宜展与人口

其原功力 曳宍 (中国語版)

Pembangunan Tndustri dan kependudukandi 

Jepang---Penggerak U回ma-TengaListrik 

(インドネシ7ta版)

7 ネパ ルi国人口 家族計菌第一次基佐官在

Complementary Basic Sur¥'ey Report on Population 

and FamHy Planning in the Kingdom of Nepal 

(英語版)

昭和62(1987)年度
1 アシtア請両町農村人口と昆業開発に関する詞売報告書

中華人民共和国

Report on the Sur¥'ey of Rural Poplllation and 

Agricultural Dcvel叩 mentin As削 C削世間

China-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

中華人民共和国

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

Development in Solltheast Asian Countries 

China.-(英語版)

3 アジア諸国からの労働力めWlに関する調査研究報青書

フィリピン同

4 日本の人口と農業開発

Population and Agricllltural Development in Japan 

(英語版)

5 ネバルの人口。開発環境

Population. Dcvelopment Hnd Environment in Nepal 

(英語版)

6 スラ fド 日本の人口移動と経済発展

The )，ligratory )，Ioyement and Economic Develop 

ment in J叩叩(主語版)

日本的人口哲功与径辞宜展(中国語版)

Perpindahan Penduduk DUll Perkembangall Ekonomi 

Di Jepang (イ/トネシア諾wn

7 トルコ国人口家臨計南基礎調査

昭和田(1988)年度
1 アジア誇向の毘村人口と喜業開発に関 fる調査報告書

ネパル回

Report 011 the Sur¥'ey of Rural Population and 



Sri Lanka-(英語版)

2 東南アジア諸凶等人口 開発基礎調査報青書

ーフィリピン国一

Report on the sasic Survey of Population and 

DcveJopmcnt in South凹 slAsi;m Countries 

The Philippines-(英語版)

3 アジア諸問からの労筒JJ流出に関する前査研究報告書

…中華人民共和国ー

4. 0本の地域開発と人[J-I9W年代の展望
Regional De、'elopmentand Popul，、tionin .!apan 
Trends and Prospects in the 1990's-(英語版)

5 アジアの労筒力稽動

Labor )'!igratioIl in Asia (芙語版)

6.スライド 日本の地域開発と人11

Regional Development and Population in .!apan 

(主語版)

日本的区域7干宜和人口{中国語版}

Permban飢lIlanDaerah dan Popu!asi di jepang 

(インドネシア諸版)

平成4(1992)年度
l アンア諸国の農村人口と農業開発に関する謂査報告書

マレーンア同

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development -)'Ialay叩a-(主語版)

2 東南アジア詰屈等人日 開発基礎調査報告書

ベトナム凶

Report on !he Basic SUf¥'ey of PopulatioIl and 

Development in Southeast Asian CountfIes 

Viet Nam-(主語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

スリランカ凶

4 アジアの産業転換と人口

lndustria! Transition and Population in i¥sia 

(英語版)

s スラ fド ピデオ I円Hに生きる
日本の産業転換と人口

Living for Tomorro、，v-Industrial Transition and 
Population in ]apan-(英語版)

生活在明天 日本的戸並特換与人口 (11'国語版)

Hidup Untuk Hari Esok-Peralihan StrukturIndustri 

Dan Popu!asi ]epanw-(インドネシア語版)

6 スライド 高齢化社会への日本町挑戦

生きがし、のある在佐をu指Lて
A釦ngin ]apllIl仁haUengεsand Prospects 

(英語版)

逗人高齢化社会的日本正面崎挑故 追求具生命意史

的老年生涯 (中国語版)

Tantanglln )，1師、rarakatLanjtlt u剖aJepang 

(インドヰンア語版)

本作品("カ胃語版)は、 1990'f(財)日本視聴覚教

育協会主催箆秀映像教材運華社会教育部門で檀秀賞を

受賞。

平成2(1990)年度
l アジア諸国の農村人口と農業開発に関する誤査報告書

フィリピン国

Report on the SUl"¥'ey of Rural Population and 

Agricul凶1111Development 

The Philippines-(英語版)

2 東南アジア諸同等人口‘開発基礎調査報告書

ーパングラアンユ国…

Report on the Basic Survey of Popu!ation and 

DeveJopment in Southeast t¥sian CountfIes 

Bangladesh - (英語版)

3 アジア諸問からの労闘力流出に関する調査研究報告書

インドネンア国

4 日本町人日開発環境アジアの経験

Population， Development and En"ironment in 

]apan-Asian Experience-(英語版)

5 アジア町人口都市北統計基

Prospecls of Urbanizatio!l in八削(英語版)

6 スライド 日本の調i境，人11 開発

Environment. Population and Deve!opmenl in ]llpan 

(英語版)

日本的耳境・人口 '7千世(中国語版)

Lingkungan，Penduduk dan Pembangunan Jepang 

(インドネンア語版)

本作品川カ伺語版)は、 1991~I: (財)8本視詰宣教

育協会主催悟芳成操教材遺韮

社会教育部門で寝秀賞を受賞。

平成3(1991)年度
I アジア諸同の毘村人口と農業開発に関する詞合、報告書

…スリランカ国←

Rεport on the Sur¥'ey of Rurlll Population and 

八griculturalDe可eJopment
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New Horizons for the W omen of Asia (英語版)

E州知主的新厨程(rt1国語版)

Wanita Asia KinI""" (インドネンア語版)

乎成7(1995)年度
l アジア諸国の発展段階部農業農村開発基礎調査報告書

パキスタン凶

Rcport on the Basic Survey on Agricultural and 

Rural Development by Progre明 Stagein Asian 

COlmtries"~ Pakistan-(英語版)

2. 7ンア諸国の都市feと開発調査報青書 ネパ ル国

Report on thεSurvey of Urbanizatioll and 

Deve¥opment in Asian Countri田 Nepal-(英語版)

3 アンア諸留の人間資源開発と労働力に関する詞査研究

報告書 インド回

1.アジアにおける女f生のヱンバワ メント

Empowerment of Women in Asia (英語版)

5 スライド ピデオ 7ジアを拓け女性たち

A Bright of Gender Equality-Empowcrment of 

¥¥'om叩 inAsia-(英語版)

通往目強之路 今H亜出女性 (中国語版)

Harpan Cerah bagi Pcr問 maan-Kaulll ¥¥'anita Asia 

;""Ierambah Jalan- (インドネンア語~j)

平成8(1996)年度
しアジア諸問の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

ラオス人民民主共和問

Report on the Basic Surve可 onAgricultur必 and

Rural Devclopment by Progress Stage in Asian 

Lυulltries 

Lao People's Democratic Republic-(英語版)

2 アジア諸留の都市fとと開発調会「報告書

…フイリピ/同

Report on the SUlyey of Urb:川 izationand 

Devc¥opment in Asian Coun回目

the Philippinε，-(英語版)

3.アジア諮問の人間官時開発と労働力に関Tる調査研究
報告書ーラオス国…

4. 21世紀の人11 立程黒埼 アンアと世界

PopuJation and Food Strategy for the 21st C叩 tury--

Asia and World-(英語版)

5 スライド ピデオ 2025年への決断

ーアンアの人Il増jJOと食料

Challenge and Decision for the Year 2025 
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平成5(1993)年度
l アジア諸国の昌村人IJと農菜開発に関する謂査報告書

ベト7ム同

Rcport on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development 

Viet Nam' 耳語版)

2 東南アジア諸国寺人11.開発基礎調査報告書

スリランカ同

Report on the Basic Survey of Populaむonand 

Development in Southcast A剖anCountri剖

SrI I.anl日…(荒語版)

3 アジア諸留の人間資源開発と労働力に関する詞査研究

報告書 フィリピン同

4 アジアからの主主戦 人口と問冒と

Challengc and Stratcgy of Asian Natiolls 

?のpulat的nand S出 tainableDevelopm叩 t.(茶話版)

5 スライド。ピデオ

立たちの挑戦女性の地位向上と日本の人口

Woman and their Challenges-Improvcments in the 

Status of Woman thc Popularion of ]apan 

(英語版)

女性的挑故 女性地位的提高与日本的人口

(中国語版)

Tantangan Kaum ¥Y anita -Emansipasi Wanita dan 

Pop111asI Di ]epang-(インドネシア語版)

平成6(1994)年度
1 アジア諸問の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

イ/ド国

Report on the Basic Survey on Agricllltural and 

Rural Development by Progres句 Stagein Asian 

Countries 

India-(英語版)

2 アジア諸国の都市fet開発爵査報告書 タイ河

Report on the S町、'evof Urbanization and 

工evelopmentin Asian Countries 

Thailand…(英語版)

3 アンア諸国の人間責揮開発と労働力に関する調査研究

報告書ベトナム伺

4 アジアの女性労民力参加と経揖詰展 21世紀の戦略

¥¥'oman's Labor Parriciparion and ECOllomic 

Development in Asia-Strategy Toward thc 21st 

Century-(英語版)

5 スライド ピデオ アジアの女性たちはいま



.1 発展の制約 'i'ドl インドを中心に

Constrains on Dew!opmenl 

Focus on China and India-(英語版)

s スライト ビデオ地球からの警告
アジア、水と立科円未来

A Warning from the Earth 

The Futurc of Asia， ¥Yater and Food-(英語版)

01'白地'-tfr)警告一亜洲、木和様宜的末来 (中同語版)
Peringatan dari Bumi 

11asa Depan Asi仕Airdan Pangan - (イ/トネシ

ア語版)

平成11 (1999)年度
1 アジア諸国町発民段階~Ij農業 農村開発基礎調査報告

書 そ/ゴル問 中央県、セレンゲ県を中心として

Rcport on thc Basic Surver on Agricultural and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

CountrIcs -Mongolia -Foc¥1s 00 Tov and Selege 

Aimang-(英語版)

2.アジア諸問の高齢化と保障の実態調査報官書

中国上海を中心に

Report on the Survey of Aging and Hea1th in Asian 

CountJies 

Chhm-Focus on Shallghai-(主語版)

3 アジア諸冨の職業安定制度と雇用政箭に関する諒査研

究報告書 パングラデシ工人民共和国

Report of Employment Security System and LaOOUf 

Policy in Asian Countries -Bangladesh - (英語版)

平成12(20∞)年度
1. 7ンア諸国の発展段階別農業車材開発基礎調売報告書

ミベ/マ連邦マノダレ管R'エヤワデイ管区

を中dし、とLて

Report on the Basic Sur¥'ey on Agricultural and 

Rural Dcvelopment by Progress Stagc in Asian 

ι'ountries 

The Union of dIyanmar-Focus四五landa!ayand 

Ayeyarwad、，'DivisIon-(英語版)

2 アジア諸冨の高齢化とi早檀の実態調査報告書
タイ同

Report on the Survey of 八四gand Health in Asian 

Countrie活

Thailand-(英語版)

3 アジア諸凶の職業安定制度と嬬用政lt(に関する調査研

究報告書 カンボジア王同

Population Increase and Fo吋 inAsia-{英語版)

向者2025年的主原 亜洲的人口惜K和f高官
Tekad Untuk Tahull 2025-Pertambahan Populasi 

dan Pangan di Asia-(インドネシア語十以)

平成9(1997)年度
I アジア諸問の岳民段階部農業・豊村開発基礎調査報告書

ラオス人民民主共和国

Report on the Basic Survey on Agricultural and 

Rural Dcvclopment by Progress Stage in Asian 

Countries 

Lao Peop¥e's Democratic Republic - (英語版)

2 アジアの社会開発と人間開発

Soda¥ Developmcnt and Hllman Dcve!opment in 

Asia (英語版)

3.アンア諸問の人間資源開発と労働力に関する諮査研究

報告書ーマレーンア匝

4 水をめぐる21世紀の危懐 アジア人口を焦点と Lて

Waler Crisis in the Twellty First Cell出り'

Prospect of Asian Population and Development 

(主語版)

5 スライド。ピデオ 水は生きている 人[[と水資源一

Water is Alive -Popu!ati仁川 and Water Resources 

(英語版)

水是有生命的人口与水蹟涼 (11'国諾版}

八iritu Hidup---Penduk dan Sumder i¥ir 

(インドネンア語版)

平成10(1998)年度
l アジア諸国の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

カンポンア回

Report on the Basic Sur¥'ey on Agricultural and 

Rural Deve!opment by Progress Stage in Asian 

Countries 

Cambodia-(英語版)

2 アジア諸国円高齢化と保撞の実態調査報告書

大韓民同

Report on the Sllfvey of Aging and Health in Asian 

Countries 

The Republic of Kor四 (英語版)

3 アンア諸出の職業安定都度と雇用政最に関する詞査研

究報告書

イラン同

Report of Employment Secunty System and Labour 

Policy in Asian Countries -Islamic Republic of 

Iranー(英語版)

78 



Base Study on Impact of Popu!ation Issl1c 011 

;¥gric111turc and Rural Deve10pmenl 

Vietnam-(英詰版)

2 日本企莱における'1'ドi人高度技能労信者の日本への移

動に捕する詞宜研究

平成18(2006)年度
l 人1J問題を基礎とした農宰 農村環壇開発調査

カ/ボジア I凶

Basc Study on Impact of Population Issue on 

Agrkulture and Rural Dcvdopmcnt 

Kingdom of Carn加dia- (英語版)

2 アンア各国からの留学生の雇い入れに筒する実態調査

報告書

平成19(2007)年度
1 人口問題を基礎と Lた農業 農村環境に隠する基礎調
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査 ウガンダ共事;同

Base Study on thc Impact of thc Populatioll on 

;¥gricnlture and Rural En、'ironment-Repub!ic of 
Uganda - (英語版)

平成13(2001)年度
1 人口問題を基礎と Lた毘業農村開発調査報告書

カザプスタン国一

Report on Survey of Agricu!tural and Rural 

Dcve!opmcnt bascd on Population 1同 ues

The Republic of Kazakhstan-(英語版)

2 アジア諸問の都市化と開強調査報青書

マレーンア国

Report on the Survey of Urbanization and 

Development in Asian CountrIes 

. Malay制 (吏語版)

3 アジ7諸国の戟来安定制度と雇用主最に関する謂査研

究報告書 インド凶IT産業を中心lこ

平成14(2002)年度
1 人口問題を基礎と Lた農桑農村開発調査報告書

ウズベキスタン向

Report on Sur¥'cy of λgricultural and Rural 

Developmellt based on Population Issucs 

The Rcpublic of Uzbekist叩 (英語版)

2 アジア諸凶の議案安定制度と雇用政荒に関する調査研

究報告書ベトナム照

平成15(2003)年度
I.人口問題を基礎と Lた畏業農付開発詞売報告書

バキスタ〆国…

Report on Survey of Agricultural and Rural 

Dcve!opmcnt based on Popu!atio!l 1回 ues

i叫dstan-(英語版)

2 アジア諸河の雇用政需と同際的な労働力移動にI唱する

謂査研究報告書

ミ号ンマ一連邦

平成16(2004)年度
I 人口問題を基礎とLた農業 農村開発調査報告書

インド国

Report Oll Survey of Agricultural and Rural 

Dcve!oprnmt based nn Population Issues 

lndia 

2 情報サ ピス菜における同際分業と労働力需給に|期す

る謂査研究日本中国

平成17(2005)年度
i 人JJ問題が農業 農村に守える影響に関する基礎調査

ベトサムド}



第4凶t世界女性会議 (FII'CII')にあわせ、 l開5"F9月に
東京で開催された国陪女性 人口 開発議員会議

(JMPGPO)の議事録。河会議には革4回世界女性会議

に対する各国政府代去を中iし、とする国会議員が参加1L

た。

9. FAO/UNFPAおよびポートン・ス'アン、 'Jエン・テ

イ・タン著 fリソース・シリーズ3 童料安全揮障と
人口 資料J時計年{自本語版)
世界食料サミヅトへの準簡として、国連宜科毘業機関

(FAO)が国連人日基金左共同研究を行った「人口増

IAとt壌劣化Jに関する論文の日本語版れおよび、

1996年5月にマレ シア・クアラルンブールで陪かれ

た人口と食糧安全保障に関するAF目'D(人口と開発

lこ関するアジア議員プオ}ラム)特別運営委員会で、

ベトナム照会社会委員会委員長グエン・テイ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ポ}

トン ズアン博士の共苦詩文の日本語版の台本。 世界

主幹サミットに向けた資料として11成きれたロ

10. r国際童料安全保障・人口・閤尭議員会議I1MPFSPD)
議事録J1997年{日本語J:Ij)

宜科毘業機関 (FA01主催の世界食料サミット

(II'FS)にあわせ、 1996年11月にスイスージュネープ
で開催された国際食料安全保障 人口 開発議員会議

の議事録。向会議の成果!土、世界食料サミァトで公式

に配布され、橿井新・会議議長からルジェーロ¥YTO

挙務局長に手法された。

11 国直人口基金「未来のための童料J1997年(日本語

踏)

国連人口基金出版物 fFoodfor the FutureJの日本

語版。人口増加の抑制と宜科確保を行うためには、女

性の参加が不可欠であることを様々な具体例かり解明

L ているU

12 医連童視農業機構 (FAO)rリソース シリース'4
世界宣料サミァト1996年世界宣料安全揮障のための

口 マ宣言および世界童料サミット行動計画J1997 

年(日本語版)

世界宜科サミヅトのローマ宣言と行動計出の本邦初jの

翻訳。多分野から向文書のH本翻訳の決定版と Lて高

い評価を受けた。

13. rリソースーシリース.'5 Five Years from ICPPD 
国際人口聞尭議員会議から5年 人口と翻尭に関す

る国会議員会議宣言文J199B年(和・英}

カイロの国際人打開発会議から5年討を迎え、人11と

開発に隠する国際議員会議、地域議員会議の宜言文を

集成n ノパ去の更なる発展のための資科と Lた。

14. rリソース・シリ{ス.'6 Population Po!icy in AsiaJ 
相 98年(英語版)

巧肘閉が主催する「人口と問先に関するアジア凶会議

員会議jで呼びかけ、品問。'))..，U政荒について各同政

醐輔醐自j凶器::7.:.'自I告書EBHf富1'3臨醐輔
1. r国連人口開発会議における注釈のついた概要J(日本
語版)

flntcrnational Confcrcncc on Population and 

De¥'elopment Annotated outline of the 五nal

documcnt of thc confercncc. notcd by the Sccreta円

GeneralJのH本語版 国際人口開発会議行動計商の

作成過程で、その最終準情会議陪催に向けて用意され

た行動計画2主である。この「概要Jに基づき、同隙人
1-1 開発会議11動計麗が形成された。行動計i函探択以前
に準備されたこの利訳は、行動計酉採択に際L日本か

らの働きかけを行う上でkきく寄与した。

2. r罰際人口閲尭会議行動計画要嵩J1995年(日本語版)
199411カイロの民際人口開発会議(JCPD)の行動計

凶の聾宮。 I~J文書関連の出版物としては本邦初。

3. r国際人口調藷議員会議(JCPPD)議事録J1995年
(日窓諮版)

199.1年カイロでの国際人口開発会議 (ICI'D)に先駆

けて開催された、臣会議員会議である国際人口開発議

員会議の議事録o [i司会議には117ヵ民約却0名の同会議

員が参加し、会議宣言文はICPD輯会でも発去された己

また、この会議を契機と Lてアフリヵ，アラプ地域の

国会議員フォーラムが準備きれたロ

4回国連人口基金 f世界人口・謝罪援助の現状 日本の貢
献.J1995年{日本語活)

現在の人口分野に対する援助の現状と、資金の流れを

分析U 我が河町人日分野への貢献も併載コ

j
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6.黒田龍去著「リソ ス・シり ズ1 国連人口会議20

年の軌跡 ブカレストからカイ口へ J 1996年(日

本語版)

第l回人口会議であるプカレスト会議から1994年カイ

ロ町民際人汀開発会議まで、すべての凶連4催の人u
会議に参加し、人口分野における世界的大家である苦

苦が、その推移を概観し分析した。リソース・シリ

ズとLて銘打った記念すべき第l号。

7. Toshio Kuroda， Resource Series 2 r From 
Bucharest to Cairo-20 Years of United Nations 

Population Conferences-J 1996年(英語版)

好評をもって迎えられた「リソース・ンリ}ズIJの

英文版

8. r国際女性・人口・閲尭議員会議I1MPGPD)韻事録j
叩96J:手(日本語版)

8日



AFPPD議長の手により、ハ グの国際フォ ラムな

らびに3月にニューヨークで開催された準開会議の場

でも発去された。

時国「リソ ス・シリ ズ9 第21回国連特別総会特別委

員会報告書 f村録j 国連人口開尭会議行動計震のさ
らなる実施に向けた主な行動ーJ1999年(日本語版)

1999年6丹30H-7月2日にかけて、ニューヨークの同

連本部で開催された f国際人口開発会議から5年を経

過したその評倍のための同連人口特別総会報告書J8 
本語版。!司会議では、国際人日開発会議I!CPD)か

ら511を経て、行動計商を実施する iで必要となる指

標や、 AIDSの予想以上の蔓涯といった障害を解消す

るための具体的行動などを、同連加盟問が同連総会の

場で協議し確習したc

20. r人口と開発に関するアジア議員フォーラム車6鶴大会
議事録J2000年{日本語版)

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人Llt凋発に関する議員フオ}ラム (AFPPD)Jが3

年に一度開催する大会の議事録 (H本語版)0 1981"1に

設立きれて以来、 AFPPDはi世界の人口と開発に関する

地域議員活動において、アジアのみならず、世界レベ

ルでも指導的な役割を担っている。同大会は、その提

唱者であり創設者の佐藤隆・ J~農水大肢と、揖)r新­

AFPPD議長の出身地である新潟県で開催さh，1α均年

期最後の大会として、笈ゆ0年期に向けたアジア太干洋

地域の人日 開発問題に関する国会議員の活動方針を

協議L、その成果は「軒潟宣言Jにまとめられた。

21. rリプロダクティブ・ライツ・チャート2000J2000年

(日本語服)

IPPF (国際家族計両連盟)が作成Lた rIPPF/ 

l、，¥'araw，repr吋uctiverights 2冊。jウオールチャート

の日本語版っ世界各国のリプロダクテイプ ヘルスや

ライツに関する政荒の現状や進捗状況を一覧にしたも

のである。英語版ではアルファベット照になっていた

ものを地域別 あいうえお照に編集を加え、読者の閣

を凶っている また、各国の凶名表記は外務省の表記

に準拠した正視名称を用いているο

22.国連人口基金 f女性のヱンパワ メントに向けて」
2000年(日本語服}

81 

国連人口基金出版物 rWorkingto Empower Women 

UNFPA's Experience in Implementing thc Bcijing 

Platform of ActionJの日本語版円目立性のエンパワー

メント"は伺際人口開発会議 nCPD)行動計碍におい

て人口問題の解決を果たす上での重要なカギとなる概

念とLて位置付けられた。また、中国北京で開催きれ

た第4回世界主性会議では中心的な概念となった。第4

tiiJ世界女性会議から5年を詰まえ、人口、女性向題に

共通する主性のエンパワーメントを中心に、 ICPD行

動計画ならびに女性会議の行動綱制実施と関連する

UNFPAの活動を具体的に締介している。

骨責任者もLくは専門家が記述した U 各回の政荒に責

任を持つ同会議員が関与している点で割問を見ないn

15. rりソス田シリス7 究互の時代田政治学引き裂か
れる水資源 J1998年(日本語版}

ワールド ウォァチ研究所から刊行されたSandra

Postel著 rWorld、、'atchPaper 132: Dividing thc 

Wat('rs: Food Security， Ecosystem Health， and the 

New Politics of Scardty Jの邦訳。今段、淡水資t車の

不足は人類社会にJ、きな制約を与えると考えられてい
る。 t曽え続ける人口を支えるための農業生産も、淡水

資源の逼迫によって大きく制約を受けるc 地球はオの

惑星といわれるが、回、科や農業用に安定して慣用でき

る水の総量は地球上の本円。加叩08%に過ぎないu こ

の水の給量は有史以来変わっておらず、人口が増加す

れば 人当たり世間できる本の量は減少していくのが

現実だが、 ト分に認識されているとは言い難い。人口

増加を支えている地球の限界が日の前に迫っているこ

とに警告を発している。(百本語版版権取得)

16.国連人口基金I人類のための環壇J19四年(日本語版)
国連人口基金出版物rEIl\~rollIllent for PcoplcJの日本語

版っ人口問題、環境問題、開発問題を効率的かつ実質的

に解決するためには、その3つの簡域開に架け橋を架け、

相関間保を重視することが必要であるcこの揖点に立ち、

iに環壇と人口の問に横たわる様々な問題を取り上げ、

解決のため仁必要な視点、方法、手段を探っているO

17. rリソース・シリース.'8 Partlamentarians' Activities 

on Population and Development-History of 

Parliamentarians' ActiviUes剖 dIIs Findings-J 19991:手

(喪主、 部スペイン語)

1開9年2月ハーグの国保フォーラムに合わせて陪催され

た、国際人日開発会議評価のための国会議員フォーラ

ム (IFP)のために準情された出版物。 1994年の毘際

人口河発会議以降、人口と間琵に関するアジア議員フ

ォーラム(AFPPD)を的め左L、アメリカ地士長人日 開

発医会議員グループ(IAPG)、アフリカアラプ地域人ロ

碍発議員フォーラム(FAAPPD)、ヨーロッパ地域での国

会議員活動の成果である宣目立と、各議連の活動史を

掲載匂地域の枠を超え、人口左開発に関する国会議員

活動的成果が一覧と L亡まとめられた事はかつてなく、

地球規模での国会議員活動の広がりを象慌している。

18. r国際人口問尭会議評価のための国会議員フォーラム
OFP)報告書J1999'手{日本語版)

1999年2月ハーグの凶際フォーラムに合わせて開催さ

れた「同際人U開発会議詐怖のための国会議員フォ

ラムI!FP)Jの報告書。 103ヵ国からおよそ2IO名の

同会議員が参加した再会議では、国際人日開発会議か

ら5年間の進捗状況と、その進展を阻む障害について

熟化、な討議が行われ、人口と持続可能な「れ告を一貫L

た視点で扱う事を強くまめた「同際人日開発会議許制

のための国会議員フォーラム ハーグ宜百」が採択さ

れた。この内容は会議事務韓長を務めた桜井新



請に資するためにfj成されたもので、立科生産、安全

な水供給、公*衛生などの側面からオと人口問題とか

かわりを包括的に掠ったものであるn

31. fOOA Ouarterly 2004 on P.叩u!ationand OevelopmenU 

2004年(喪語版)

2004年度!こ4'(照ごとに刊行されたODAクォ タリ

の5号から8号までを英訳Lたもの。 OD八クオータリ

ーはR会議員に対して人口と開発問題に対する日本国

からの拠出町重要性を訴えかけるために作成されたも

ので、財団法人家族計画同協力財問(JOICFPJと

lJNFPA東京事務所の協力で発行されている。それぞ

れのテマは、第5号 fICPD+IOJ、第6号じ、口、持

続可能な潟尭と環境J、第7号「人口、持続可能な陪発
と茸固とODAJ、第8号「ミレニアム隠発目標と人口J，

32. fミレニアム開尭E槙の達成に向付て 人口とリプロ
ダクティ7・ヘルスが正吾の鍵を握る 人口・闘尭戦
時-J2004年(日本語版)
毘連人口基金から刊行された、 rAchieving the 

λlillennium Development Goa!s -Population and 

Reproductivc Health as Critical Determinants-

P叫)tI1atiolland De¥'elopment Strategies #lOJの日本

語版η ミレニアム開発目標左人口関連の日標を閣時付

け、ミレニアム防琵目僚とこれまでの達成を図で不L、

ミレニアム開発目標を達成するためには今陣どのよう

な努力が必要になるかを具体的に不している。

33. f人口から見た安全需陣冷戦撞の内戦と人口J2005

年{日本語版)

Population八ctionInternationalから刊行された fThe

Security Demographic -Population and Civil ¥Yar 

after the Cold War -Jの日本語版。冷戦桂の各国デ

←タを解析し、全人口lこ対する若年沼町高い割合、都

市人nの急激な増加、一人当たり手'1m可能な昨地・水
資源の減少といった特慌を示す凶では内戦に陥る危険

性が高いことを示す。その }jで、「多産多死」から

「少産少死」の状態へと移行することで内戦のリスク

が低下することを指摘L、リプロダクテ fプ・ヘル

ス サーピスの幅広い提供や女性の地位[hJ上等への活

動や出際協力が、安全保障の観点からも重要であると

論じている。

34. r OOA Quarte付Iy2005 on Popufalio同andDevelopmentJ 

2005年(英語版)

2叩5年lこ4半期ごとに刊行されたODAクオータリーの9号

から12号までを英訳したものロ ODAクオータリーは国会

議員に対して人fft開発問題に対する日本間からの拠出

の重要性を訴えかけるために作成されたもので、前回法

人家族許困凶際協力酎出(JOICFPJ、UNFPA東京事務

所、 NPu2(刊の協力で発行されている。

35. f広島から禾来へのメッセージ~人類と地球の平和な

未来のために~人口・環境・工イズ・国際協力J2006年

(日本語版)

23. fリソース・シリ ス1国連人口会議20年の軌跡 ブ

カレストからカイ口へ J (檀刻)
好評のため絶版となったリソースシリーズ1を簡易'ILた。

24. f リソース・シリーズ7~見互の時代町政治学 引き裂かれ

る水資盟 J(復刻)

好評のため絶版となったリソースシリーズ?を自主'Iした。

25 国連人口基金 f人口問題ブリーフィンヴキット2000

年産版J2001年(日本語版)

同連人口基金出版物 fPopulation Issues Briefing 

Kit 2000Jの翻訳n 人口問題は"説"の問題ではなく、

生活をしている町人々"の問題であるEいう視点から、

現在の人円分野における様々な課題とその問題への取

り組みを慨侵Lたもので、カイロの行動計高実施の意

味を説明している。

26 罰連人口基金「人口問題ブリーフインチキット2001

年度版J2002年(日本語版)

同連八日基金出版物 rpopulation1同u出 BriefingKit 

2001Jの翻訳っ 2000年に毘連本部で開催されたミレニ

アムサミァトで採択されたミレニアム開発日標の中に

人打問題を位置付け、新たなじNFPAの人口問題への

取り組みを示し、人口分野における様々な課題とその

問題の現状と取り組みを概観した。

27. f人口問題を考える 人類生存の長件と人類柱会田未
来 J (日本語版}
ArDA郎、I20周年を記念して開催された公開フォーラ

ムの議事録内この公開フォ ラムでは、日本が世界lこ

誇る各分野の権域昔が、宇古物理学、持物学から'1命

倫理まで様々な視点力、ら人口問題を概観してもりい、

なぜ八日問題が人額の将来にとって決定的に重要なの

かを論じた。私達が生きるこの世界における人口調誌

の章味を、このような様々な問点から論じた頭書はほ

とんどなく、好評をもって迎えられた。

28. fPopulatlon Issues-The Conditions of Human 

SUlvival and future of our Society J (英語版)

「リソース シリーズ27 人口問題を考える 八甑'1
存の条件と人割社会の未来 jの英語版っ

29. rODA Quarter1y 2003 on Populat1on and DevelopmentJ 

2003年(英語版)

2田3年世lこ4半期ごとに刊行されたODAクオータリー

の創刊号から4サまでを英訳Lたもの。 ODI¥クォ タ
リ←は国会議員に対して人口と開発問題に対する日本

陸からの拠出の重要性を訴えかけるために作成された

もので、前同法人家臨計画問際協力前向(JOICFI'J

とUNFPA東京事前所とのi高}Jで発行されている。

30‘「地球の人口と水J(日本語版)
国連人口基金の刊行初である rG!oba!POPlIlation and 

WaterJの汀4、語版。同書は2003年3月に京都大限

滋賀で開催された第3阿世界水フォ ラムにおける議

82 
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広島大学関連人口基金 WNFPA) 住i際家怯計画

連盟 (]PPF)佐援のもと、 2006年!o月に広烏県広島

l/iでAPDAが開催Lた間内セミナーの講演を収録J

「平和」をキ}ワード仁、環3克、 HIV ヱイスなどの

感染症、地方からの開発協力といった編広い視点で人

11・開発分貯の現状と課題を取り上げ、持続的可能な

開発と人口問題の解決、および周際協力の重要性を説

いfこq

36. f ODA Quarterly 2006 on Pop叫ationand DevelopmentJ 

2007年{英語版)

2回6年からi半期ごとに刊行されたODAクオータリー

の日号から16号までを英訳Lたもの。 ODAクォータ

リ は国会議員{こ対LてAnと開発問題lこ対する日本

周からの拠出の重要性を訴えかけるために作成された

もので、 1111司法人家臨計出国際協力財凶(JOICFP)、

UNFPA車爪事務所、 NP02050の協力で並行されてい

る。

37. rODAクオータリー 2003.2007合本版J2007年
2003年から4半期ことに刊行されているODAクオータ

リーの自j刊号から最新号20号までを台本Lて刊行。

ODAク才一タリーは罰金議員に対Lて人口と開発問

題に対するH本国からの拠出の重要牲を訴えかけるた

めに作成されたもので、財団法人家族計雨間際協力肘

同 U01CFP)，UNFP A東京事務所、 NP02050の協力

で発行きれている。今岡、最新号の20号を憶に台本版

を{抑止し、同会議員だけでなく広〈 般への配布を目

的に刊行されたっ

38. r持続可能な閲尭における人口 分析、目標、行動、
現実J(日本語版)
2凹2年に防催された「持続可能な開発に関する世界苦

脳会議(ヨハネスプルグサミット)Jに向けて人口と

開発に閲するグローパル サイエンス・パネルが発表

した報告書の翻訳版。持続'J能な河発を年慮するにあ

たり「人口」がどのような投剖を果たすのかを分析し、

その重要性を啓発するこ左を日的色 Lて発表された。

本書では、人口増加や人口分布、人口移動なとの八円

宇的要素を考察することの電要性が強調きれる左とも

に、人間の権利、能力、機会に#!，占を当てることで個

人、社会そして地球環境に多面的な恩恵が与えられる

としたカイロ会議の成果を受けて、持続可能な問先の

達成には人口に対する考察が欠かせないとアピ ルL

ているu
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旬
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月
6
日

抱
月
7
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刊
同
月
叩
日

刊
M月刊
Ma
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1月
15 14 
民自

刊
同
月
沼
田

竹
本
将
規
業
務
課
長
・
研
究
員
が

J
I
C
A
、

0
0
7
実
行
委
員
会
、
同
逮
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
東

京
事
務
所
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
C
H
O
I
C
E

性
と
生

に
つ
い
て
考
え
る
、
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
。

W
A
d
s
2
 

楠
本
修
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
ひ
と
み
間
際
総
長
が

N
P
0
2
0
5
0主
催
「
第
Mm
回
国
会
議
員
ワ

1
夕
、
γ
ヨ
ツ

プ
」
に
参
加
。
「
凶
民
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
ダ
ピ
リ
テ
ィ
ー

の
強
化
と
行
政
監
視
(
制
度
)
の
強
化
問
題
民
十
一
主
義
の

基
本
と
し
て
」
と
題
し
て
、
久
山
純
弘
・
冨
連
大
学
存
員
教

授
が
講
演
。

A
P
D
A
理
事
会
・
評
議
員
会
を
都
内
ホ
テ
ル
で
開
催
。

ω
「
福
岡
康
夫
理
事
長
退
任
に
関
す
る
姶
置
」

ω
「
半
成
初
年
度
事
業
計
十
削
・
予
算
」

ω
「
そ
の
他
」

楠
本
常
務
理
事
が
南
野
知
恵
子
J
P
F
P事
務
総
長
(
参
・

自
)
を
訪
問
。
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

竹
本
業
務
課
長
、
水
上
祐
e

e

研
究
員
が
凶
迷
大
学
で
開
催
さ

れ
た
国
立
社
会
保
隊
・
人
口
問
題
研
究
所
「
第
ロ
回
厚
生
政

策
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
。

エ
イ
プ
リ
ル
・
ロ
レ
ン
ス
伺
際
課
職
員
が
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ

イ
で
開
催
さ
れ
た
「
H
I
V
/
エ
イ
ズ
に
関
す
る
リ

1
ジ
ヨ

ナ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
。

楠
本
常
務
理
事
、
恒
川
国
際
課
長
が
外
務
省
を
訪
問
。
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
。

抱
月
日
間
日

刊

M
R
m日

刊

M
R
m
m
日

1
月
時
日

-
R
M日

-
丹
初
日

1
月
初
日

水
上
研
究
員
が
東
京
開
発
ラ

l
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
鍔
催
さ

れ
た

I
L
O
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
デ
ィ

1
セ
ン

ト
・
ワ

i
ク
の
実
現
i
T
I
C
A
D
W
に
向
け
て
」
に

参
加
。
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締
本
常
務
湾
事
、
佐
藤
鉦
一
シ
ニ
ア
目
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
恒

川
国
際
課
長
が
外
務
省
を
訪
問
。
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

清
水
嘉
与
f
A
P
D
A
副
理
事
長
が
、
武
問
修
二
郎
A
P
D

A
現
事
、
エ
イ
ミ

l
・
コ

l
エ
ン
・
ポ
ピ
ユ
レ

l
シ
ョ
ン
・

ア
ク
シ
ョ
ン
目
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

(
P
A
I
)
事
務
局

長
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ス
ト

i
ク
ス
・
パ
テ
ル
ジ
ャ
パ
ン
代
表

取
締
役
社
長
と
会
合
を
行
う
。
楠
本
常
務
理
事
、
恒
川
関
際

課
長
が
同
席
。

国
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

K
・
5
・
シ

l
サ
ラ
ム
氏
が
来

所。

U
N
F
P
A事
業
に
つ
い
て
協
議
。

G
B
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
か
ら
福
岡
康
夫
首
相
に
あ

て
た
年
賀
状
を
福
田
達
夫
秘
書
官
に
提
出
。

G
8
へ
の

N
G

O
の
提
言
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。
近
泰
男
J
O
I
C
ド
P

理
事
長
、
油
開
本
常
務
理
事
が
河
席
。

ロ
レ
ン
ス
国
際
課
職
員
が
凶
連
大
学
で
開
催
さ
れ
た

I
L

O
/
平
和
構
築
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
催
セ
ミ
ナ
ー
「
デ
ィ

1
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
平
和
を
創
る
」
に
参
加
。

平
成
四
年
度
農
林
水
産
省
委
託
事
業
「
人
口
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に
り
え
る
影
響
に
関
す
る
基
礎
調
査
|
ウ
ガ
ン
ダ

同
」
第
一
.
同
研
究
会
を

A
P
D
A
で
開
催
。
原
洋
之
介
A
P



2
月
5
白

2
月
6
R

2
H
7
a
 

2
R
7
E
 

D
A
評
議
員
、
早
瀬
保
子
A
P
D
A
評
議
員
、
池
野
匂
京
都

大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
科
教
授
、
臼
石

壮
一
郎
京
都
大
学
大
学
院
、
.
隙
洋
子
京
都
大
学
大
学
院
、

鈴
木
由
紀
夫
農
林
本
廷
省
犬
同
行
一
一
房
民
際
部
街
路
協
力
謀
課

長
補
佐
、
珠
玖
知
志
向
海
外
技
術
協
力
官
、
楠
本
常
務
理
事
、

竹
本
業
務
課
長
・
研
究
員
、
水
上
研
究
員
が
参
加
。

ロ
レ
ン
ス
居
眠
町
議
様
員
が
国
際
協
力
総
合
研
修
所
で
開
催
さ

れ
た
世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)
母

r
新
生
児
保
健
対
策

部
部
長
モ
ニ
ル
・
イ
ス
ラ
ム
氏
の
講
演
会
「
途
上
国
の
母
と

子
の
命
を
救
う

1
途
上
国
に
お
け
る
よ
り
安
全
な
妊
阪
と
出

産
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
」
に
参
加
。

O
D
A
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
会
/

6
者
協
議
を
ジ
ョ
イ
セ

7
で

開
催
。

U
N
F
F
A
関
連
事
業
に
関
す
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情
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提
供
お
よ
び

意
見
交
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行
う
。
近
泰
男

J
O
I
C
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I
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長
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秀
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P
0
2
0
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理
事
長
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池
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浩
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U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
、
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仁
野

ふ
ょ
う
U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
補
佐
ら
が
参
加
。

A
P

D
A
か
ら
は
橋
本
常
務
理
事
、
竹
本
業
務
謀
長
、
垣
間
関
際

課
長
が
参
加
。

恒
川
国
際
課
長
が
女
性
と
仕
事
の
未
来
館
ホ
!
ル
で
開
催
さ

れ
た
「

2
0
0
8
年
G
8
サ
ミ
ッ
ト

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
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貧
医
限
発
ユ
ニ
ッ
ト
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催
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
市
民
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
。

楠
本
常
務
理
事
が
パ
テ
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
訪
問
。
打
打
ち
合
わ
せ

を
行
一
、
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。

っι同
月
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口
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月
8
日
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日
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刊
日
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刊
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2
月
時
日

2
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刊
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ァ
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リ

l
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デ
フ
ィ
リ
ポ
間
際
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族
計
画
連
盟

(
I
P
P

F
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本
部
資
金
認
遠
目
渉
外
・
広
報
部
長
と
石
井
澄
江
ジ
ョ

イ
セ

7
事
務
局
長
が
来
所
。

I
P
P
F事
業
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
。

水
上
研
究
員
が
外
務
省
企
函
説
明
会
に
参
加
。

ロ
レ
ン
ス
凶
際
課
職
員
が
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
研
究
所

(
A
D

B
I
)
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
経
済

2
0
0
8
年
以
降

の
課
題
」
に
参
加
。

橋
本
常
務
理
事
が

G
8
保
健
専
門
家
会
合
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

参
加
。

農
水
省
に
よ
る
法
人
検
査
実
施
。
油
開
本
常
務
理
事
、
佐
藤
シ

ニ
ア
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
大
津
春
美
財
務
・
経
理
課
長
、
竹

本
業
務
課
長
ら
と
協
議
。

テ
ワ
ド
ロ
ス
・
メ
レ
ッ
セ

I
P
P
F
ア
ジ
ア
局
長
が
来
所
。

I
P
P
F
事
業
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

「
第
別
対
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
同
会
議
員
代
表
者

会
議

(
A
P
D
A会
議
)
」
準
備
の
た
め
、
楠
本
命
務
理
事
、

恒
川
凶
際
課
長
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
同
ク
ア
ヲ
ル
ン
プ

i
ル
市

を
訪
問
。
ラ

l
マ
・
オ
ス
マ
ン

A
F
F
P
D
マ
レ
ー
シ
ア
事

務
局
長
ほ
か
日
本
大
使
錯
お
よ
び
関
係
機
凋
と
協
議
を
行

、q
J
O

ロ
レ
ン
ス
国
際
線
職
員
が
ポ

1
ル
・
コ
リ
ア

1
・
オ
ァ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
講
演
会
「
議
題
と
し
て
の
『
底
辺
の
ぬ
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2
月
m
m
B

2
月

m
R

億
人
」
と
国
際
村
会
の
支
援
策
」
に
参
加
。
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楠
本
常
務
理
事
と
佐
藤
シ
ニ
ア
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
北
村
誠

討
議
員
(
自
衆
)
を
訪
問
。
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

(
司
〉

E
Z
B色
。
ロ
巴
)
主
催
、
東
京
財
団
、
国
連
大
学
共
催

の
関
係
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
食
の
安
全
国
際
取
引
、
持
続
可

能
な
生
産
、
相
会
的
責
任
に
つ
い
て
考
え
る
」
に
楠
本
常
務

理
事
が
参
加
。
広
中
和
歌
子
J
P
F
P
会
長
代
行
(
参
・
民
)

が
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長
を
務
め
る
。

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
i
E
i
-
-

お
詫
び
と
訂
正

「
人
口
と
間
開
発
」

2
0
0
8
年
冬
号
(
ぬ
1

0
0
)

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
ベ

1
ジ
上
段
6
行
日

【
誤
]
日
本
側
の
予
算
は
約
四
億
円
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]
日
本
側
の
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算
は
約
1
億
9
0
0
0

万
円
1
2
3
2
3
1
3
3
2
5
i場釜
3
3
2
2
i
i
i
z
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<寄附・賛助・ご協力を頂いた企業団体 (2006-2007)> 

日本経済団体連合会

電気事業連合会

日本自動車工業会

石油連盟

全国農業協同組合中央会(JA全中)

キヤノン株式会社

日本製薬同体連合会

アステラス製薬株式会社

エーザイ株式会社

ノパルテ fスブァーマ株式会11

7ァイザー株式会社

第三)~株式会社

大正製薬株式会社

大日本住友製薬株式会社

中外製薬株式会社

武同薬品工業株式会社

社ElI法人日本ガス協会

社出法人大日本水産会

積水ハウス株式会社

tt同法人日本建設業団体連合会

社団法人不動産協会

IH司法人日本電機工業会

松下電潟産業株式会社

寓士電機ホールディングス株式会社

社団法人電子情報技術産業協会

株式会社ルネサステクノロジ

横河電機株式会社

シヤ ブ。株式会11

情報通信ネソトワーク産業協会

日本電気株式会社

主l'需気工業株式会社

社団法人日本貿易会

媒理株式会社

株式会社日立ハイテクノロジーズ

稲倒産業株式会社

伊藤忠商事株式会社

岩谷産業株式会社

JFEI砲事ホールディングス株式会社

興和株式会社

丸紅株式会社

e菱尚事妹式会社

ゴ井物産株式会社

長瀬産業株式会社

双日株式会社

住金物産株式会社

住友商事株式会社

豊田通高株式会社

株式会社クオリケ ンョン

株式会社関電工

株式会社夜原製作所

リピンク0 ・ミュ ジソク ジヤノミン{釘)

(有)ミヱズオフィス

NPC日本印刷株式会社

阪急交通社

オサエンタル・スタンダ ド ジャハン相試合計

(J頃不lfij)

弊財団の活動に対して2印6-2007年にかけて数多くのご支殺をいただきまLたの改めまして御礼申し上げ
ます。問りましたご篤，-s;(二心より御礼申しあげますと共に、効果的な活用によって所問の成車を挙げるこ

とができるよう誠心誠意努)Jして参ります。これからもご支提i鳴りますようお報い申ll:げます。



受

通

信

シムチ¥

石

一山

本
年
は

5
月
に
第
4
同
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

(
T
I
C
A
D
W
)
と

7
月
に
G

8
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
図
際
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
伝
統
的
に
資
源
が
不
足
し
て
い
る
凶
で
あ
り
、

国
際
貿
易
で
そ
の
経
済
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
同
際
的
な
協
調
と
安
定

は
臼
本
に
と
っ
て
毘
益
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
将
来
を
確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素
で
す
。

現
在
の
口
本
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ッ
シ
ン
グ
(
日
本
素
通
り
)
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
そ
の
存
夜
感
が
希
薄
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
き

な
理
由
の
一
つ
に
、

O
E
C
D
加
盟
国
の
ほ
と
ん
ど
が
O
D
A
を
拡
大
し

て
い
る
中
で
日
本
だ
け
が
減
額
し
て
い
る
、
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

国
際
的
に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
形
成
す
る
こ
と

は
、
日
本
国
憲
法
に
も
謡
わ
れ
た
私
た
ち
の
悲
願
で
す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
改
め
て
構
築
す
る
う
え
で
今
回
の

T
I
C
A
D
W
や

G

8
は
、
ま

た
と
な
い
機
会
で
す
。

人
口
問
題
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
は
、
日
本
か
ら
は
じ
ま
り
世
界
中

に
広
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
分
野
で
す
。

A
P
D
A
で
は

T
I
C
A
D
や

G

8
に
寄
与
す
る
た
め
に
、

ア
ジ
ア
の
窓
見
を
集
約
す
る
場
と
し
て
人
口
、
気
候
変
動
、
感
染
痕
を
テ

ー
マ
に
「
人
口
と
開
発
に
悔
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

(
A
P

D
A
会
議
こ
を
開
催
し
、
さ
ら
に
G

8
の
直
前
に
は
、

G

8
諸
国
の
国

会
議
員
な
ら
び
に
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
代
表
議
員
を
集
め
「
人
口
と
持

続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
G

8
医
会
議
員
会
議
」
を
開
催
し
、
国
会
議
員

と
し
て
の
提
言
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プトラジャヤのプトラモスク(マレーシア)

首都クアラルンプーJレの南方約25kmlこ位

置するプトラジャヤは、マハティールliij首

相の提唱により1990年前半から新行政都市

として隠発が進められている。すでに首相

官邸および連邦政府機関の大部分が移転さ

れ、 2010年に完了予定である。

人口と開発・春季号く通刊101号〉

2008年4月1日発行<季刊>

機編集発行人

機発行所

新首相官邸から程近く、湖畔に立つプト

ラモスクの美しいイスラム建築と、非常に

近代的な各省庁のピル群が不思議な調和を

見せている。

アジア人口.r.fl発協会
楠本修
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日事航空

ょう こそ、日本のフ ァーストクラスへ。

お厄iけしたかったのは 1，1~;の唱が ま だ知 ら ない上質な 11年間 です.

広々としたプラ イベー卜な牢!日lで価値ゐるひとときをこ'ゆっくりお到しみください.

川1
"
1椋で初出ての 1ファーヌトクラス」がいよいよ IAしから飛び立ちます

己スア]AlF1RST仁lASS
121-11 ij 国内線 rJ八LフヲースlクラスJ，l!!京(羽川ト 伊丹線から導入
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Dream Skyward. 
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